
- 1 - 
 

 

 

 

 

第３期横浜市障害者プラン中間見直しについて 
 
 
 
 
 

1 プランの概要 

「第３期横浜市障害者プラン」は、平成 27 年度から平成 32 年度までの６年を計画期間とし

ています。このプランは、障害者基本法に基づき本市における障害者に関する基本的な施策の

方向性及びその実現のために必要な個別の事業等を定める計画である「障害者計画」と、障害

者総合支援法に基づき円滑にサービス提供が進むよう、障害福祉におけるサービスごとに必要

な利用の見込み量等を定める「障害福祉計画」の二つの性質を持つ計画です。 

このうち、「障害福祉計画」については、障害者総合支援法により３年ごとに定めることと

なっています。 

平成28年の児童福祉法改正に伴い、平成30年度から新たに「障害児福祉計画」の策定が義務

付けられましたが、本プランは、「ライフステージを通じた一貫した支援」への視点を持ち、

障害児の施策及び障害福祉サービスごとに必要な利用の見込み量等についても既に定めてい

ます。そこで、本市では「障害福祉計画」のうち障害児を対象とした部分については、今回よ

り「障害児福祉計画」と位置付け、併せて「障害者計画」の個別事業についても見直しを行い

ます。 

また、平成28年７月の県立障害者支援施設「津久井やまゆり園」で発生した事件を踏まえ、

障害があっても一人の市民として、住み慣れた地域で当たり前のように生活していける共生社

会の実現に向け、各種の取組を一層推進していきます。 
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２ プランの全体像 

  本プランでは、「自己選択・自己決定のもと、住み慣れた地域で、安心して、学び・育ち・

暮らしていくことができるまち、ヨコハマを目指す」を基本目標として掲げ、障害児・者の生

活を「５つのテーマ」に分類し、施策を進めています。 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 見直し内容 

「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」に係る部分については、障害者総合支援法・児童

福祉法をはじめとした関係法令の改正並びに国の基本指針等の内容を踏まえ、平成 30 年度か

らの後期３年間の障害福祉における、サービスごとに必要な利用の見込み量等を設定します。 

併せて、「障害者計画」の個別事業についてもニーズの動向等を踏まえながら必要に応じて

内容の見直しを行います。 

  

 

  

(1)  地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

(2)  精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

   ・保健・医療・福祉関係者による協議の場の設置 

・精神病床における１年以上長期入院患者数の目標値の設定 

   ・入院後３か月、６か月、１年以上の退院率の目標値の設定 

(3)  障害児支援の提供体制の計画的な整備 

   ・医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置 

(4)  発達障害者支援の一層の充実 

   ・発達障害者地域支援マネジャーの適切な配置等 

(5) 難病患者への一層の周知 

   ・難病患者等の障害福祉サービス等の活用が促されるようにすること 

(6)  障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保に係る目標の設定 

      ・就労定着支援利用者数（※） 

     ・自立生活援助利用者数（※） 

     ・居宅訪問型児童発達支援利用児童数及び量の見込み（※） 

・医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置人数 

※ 国が事業詳細を示した後、地域の実情等を基に設定します。 

【参考】国の基本指針(厚生労働省告示第 160 号・平成 29 年度３月 31 日)の要旨 

 

 

５つのテーマ 
 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 
取組：普及・啓発、相談⽀援、情報の保障、 

災害対策 
テーマ２ 住む、そして暮らす 

取組：住まい、暮らし 
テーマ３ 毎⽇を安⼼して健やかに過ごす 

取組：健康・医療、バリアフリー、権利擁護 
テーマ４ いきる⼒を学び・育む 

取組：療育、教育、⼈材の確保・育成 
テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 

取組：就労、福祉的就労、⽇中活動、移動 
⽀援、⽂化・スポーツ・レクリエーション 
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４ 当事者等からの意見聴取 

(1)  ニーズ把握 

ア 当事者ワーキング 全５回開催 ＜延べ参加者数：約 80 人＞ 

イ 関係者団体グループインタビュー＜計８団体、計８回＞ 

横浜市身体障害者団体連合会／横浜市心身障害児者を守る会連盟 

／横浜市精神障害者家族連合会／横浜市知的障害関連施設協議会 

／横浜市障害者地域作業所連絡会／横浜市地域活動ホーム連絡会 

／横浜市グループホーム連絡会／横浜市精神障害者地域生活支援連合会 

 

ウ 障害児支援等に関する関係者団体アンケート調査及びヒアリング 

＜計３団体、計３回＞   

  横浜障害児を守る連絡協議会／横浜重心グループ連絡会～ぱざぱネット～ 

  ／横浜市自閉症児・者親の会 

 

 (2) 当事者ワーキングや関係者団体グループインタビュー等で頂いた御意見（抜粋） 
 

・障害理解を言葉で進めるだけでは難しい。交流や体験を通じて学ぶことが大切。 

・差別はダメという強いメッセージを。 

・身体障害があり特別支援学校に通ったが、今思えば統合教育の場で勉強が出来ていたらと

思うことがある。 

・津久井やまゆり事件はぜったいだめ。 

・地域啓発する場が少ない。自治会や住民の集まりの場で障害理解の勉強会の開催を行う。 

・計画相談事業所を増やすための、具体的な方向性を明示してほしい。 

・グループホームの空き状況がわからない。 

・知的障害をよく知る医師・看護師の育成が必要。 

・療育センター、家庭、学校、事業所が無理なく繋がれる療育を。 

・障害児の保育所・放課後児童健全育成事業等での受入れ推進のため、更に職員の障害理解

が必要。 

・あらゆる手段を検討し、人員・人材不足による福祉施策の滞りや偏りがないような施策を

講じてください。 

・障害者もできる作業をもっと増やしてほしい。 

・本人たちが楽しめる場があるとよい。 

・文化に触れる機会を増やすための仕組みが必要。 
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５ 振り返り及び見直し内容（テーマ別） 

＜参考資料１「第３期横浜市障害者プラン中間見直し 詳細版」より抜粋＞ 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 
  

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業  

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目 標 現  状 

当事者や障害福祉
関連施設、市民団
体等による普及・
啓発活動への支援 

・セイフティーネットプロジェクト
横浜による出前講座の開催など障害
理解に向けた普及・啓発活動を実施。 

推進 
出前講座
等の実施 

○ 推進 

相談支援事業の
周知及び普及・啓
発 

・全区の法人型地活ホームに相談員を
配置し、「基幹相談支援センター」と
して位置付け相談支援機能を強化。 

推進 
相談支援
の強化 
・普及 

○ 推進 

発達障害者支援 
センター運営事業 

・発達障害者が身近な地域で相談を受
けられるよう各区福祉保健センター
に特定相談日を設定。 
（平成27年度プラン策定時：３区実施） 

特定相談日
実施区 
18 区 

全区実施 ○ 推進 

合理的配慮を踏
まえた情報発信
のルール化 

・「障害者差別解消の推進に関する
取組指針」等を策定。 
・聴覚障害のある人へタブレット端末を
活用した手話通訳サービスの提供によ
る区役所窓口における対応の充実。 

推進 実施 ○ 推進 

当事者による相
談の充実 
（ピア相談） 

・ピア相談員の派遣依頼が無く、実
績が上がっていない。 

実績の検証 

派遣相談
等の取組
の周知不

足 

△ 

18 区の法人
型地活ホーム
において派遣
相談の活用  

【新規】 
「地域共生社会」
の実現に向けた
取組等の推進 

【事業内容】 
地域のあらゆる方が「支え手」と「受
け手」に分かれるのではなく、地域、
暮らし、生きがいをともに創り、高
めあうことができる「地域共生社会」
の実現に向けた取組等の推進。 

― ― ― 推進 

【新規】 
難病患者等への
必要な情報提供 

【事業内容】 
難病患者等、本人に対して必要な情
報提供を行うこと等により、難病患
者等の障害福祉サービス等の活用が
促されるよう検討。 

― ― ― 推進 

【評価欄の凡例】○ ： 想定した目標を達成し、想定したとおりの効果が得られた。 
        △ ： 一定程度の効果は得られた。 
        × ： 想定した目標は達成できず、効果も得られなかった。 
 

(2) 「障害福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

手話通訳者の派遣 
8,900 人 9,500 人 9,900 人 

10,000 人 10,500 人 11,000 人 
実績：7,897 人 実績：8,343 人 見込：9,900 人 

計画相談支援利用
者数 

21,500 人 23,000 人 24,500 人 
22,000 人 23,000 人 24,000 人 

実績：4,777 人 実績：5,662 人 見込：8,000 人 
 

【新規】 
発達障害者支援セ
ンター及び発達障
害者地域支援マネ
ジャーの外部機関
や地域住民への研
修、啓発 

― ― ― 60 件 65 件 70 件 
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テーマ２ 住む、そして暮らす 
 

(1)  「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

行動障害のある
方の住まい検討 

・発達障害者支援センターに新たに地
域支援マネジャー２人を配置。 
（平成 29 年 10 月には２人増員予定） 
・障害福祉サービス事業所等に対する
行動障害・発達障害に係るコンサルテ
ーションを実施。 

推進 

地域支援マ
ネジャーの

配置 
（計４人） 

○ 推進 

自立生活アシス
タント 

・単身等で生活する障害者が身近な地
域で支援が受けられるよう、各区で体
制整備を進め、平成 28 年度から全区
実施。 
（平成27年度プラン策定時：36か所） 

事業所数 
40か所 

（全区実施） 

事業所数
40 か所 

（全区実施）
○ 推進 

後見的支援制度 

・親亡き後も安心して地域生活が送れ
る仕組みとして、平成 27、28 年度に、
実施区をそれぞれ２区ずつ増やし、全
区実施。 
（平成 27年度プラン策定時：14区） 

全区実施 全区実施 ○ 推進 

障害児施設の整
備・再整備 

・平成 27 年度に福祉型障害児入所施
設「ぶどうの実（旧白根学園児童寮）」
再整備完了。 
・重症心身障害児者施設について「横
浜医療福祉センター港南」を平成 28
年６月に開所、「横浜療育医療センタ
ー」を平成 28 年度に再整備完了。 
・平成 29 年度には「ぽらいと・えき
（旧横浜市なしの木学園）」の再整備
完了予定。 

工事完了 
４か所 

工事完了 
４か所 

○ 
施設状況等
により検討 

多機能型拠点の
整備・運営 

・常に医療的ケアを必要とする重症心
身障害児・者の地域での暮らしを支援
するため、相談支援、生活介護、訪問
看護サービス及び短期入所などを一体
的に提供できる多機能型拠点の３館目
が、平成29年４月に瀬谷区に開所。 
（平成 27年度プラン策定時：２か所） 

開所２か所 
（累計４か所）

開所１か所 
（累計３か所） 

△ 
開所３か所 
（累計6か所）
（整備完了） 

 

【新規】 
精神障害にも対
応した地域包括
ケアシステムの
構築 

【事業内容】 
精神障害者が、地域の一員として安心し
て自分らしく暮らすことができるよう、
保健、医療、福祉関係者による協議の場
を設置し、精神障害にも対応した地域包
括ケアシステムを構築。 

― ― ― 推進 

 
(2) 「障害福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

共同生活援助（グル
ープホーム）利用者
数 

3,700 人 3,900 人 4,100 人 
4,352 人 4,552 人 4,752 人 

実績：3,762 人 実績：3,959 人 見込：4,152 人 

地域生活支援拠点の
整備※ 

検討 検討 １ か所 
２ か所 18 か所 18 か所 

実績：検討 実績：検討 見込：検討 

※ 国の基本指針で、整備完了目標年が「平成 29 年度末まで」から「平成 32 年度末まで」に延長。 
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テーマ 3 毎⽇を安⼼して健やかに過ごす 
 

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

医療機関連携 
事業 

・障害特性等を理解し適切な医療を提
供できる医療機関として、知的障害者
専門外来を３病院で開設。 
（平成 27年度プラン策定時：２病院） 

推進 
開設 
４病院 

（見込み）
○ 推進 

精神科救急医療
対策事業 

・精神科救急に対応する診療報酬を取
得している病院の役割を整理し、精神
科救急に係る指針を作成。 
・平成 28 年度には、深夜帯に急性期
の患者の受け入れを行う民間病院を
週５回に増やし、平成 29 年度には毎
日通年稼働。 
・救急受入病院に、切れ目が生じやす
かった夕方の時間帯において市内病
院の輪番制を強化。 

推進 実施 ○ 推進 

（障害者差別に関
する） 
相談体制等の整備 

・平成 28 年度に「横浜市障害者差別
解消支援地域協議会」を設置し、相談
事例の共有及び相談対応の検討。 
・解決が図られなかった差別事案のあ
っせんを行う「横浜市障害者差別の相
談に関する調整委員会」を設置。 

推進 実施 ○ 推進 

医療従事者研修
事業 

・医療機関や福祉施設等に勤務する看
護師を対象に「小児訪問看護・重症心
身障害児者研修」を毎年度実施。 

推進 実施 ○ 推進 

医療機関ネット
ワーク等の構築 

・重症心身障害児・者を対象とした 
アンケート結果を活用し、医療的ケア
を要する障害児・者の生活を支えるた
めの支援体制の構築を検討。 

実態把握及
び医療ネッ
トワーク検
討と構築 

検討 ○ 推進 

法人後見支援事
業 

・平成 26 年度から法人後見支援事業
を実施し、法人後見実施団体や受任を
目指す団体の連絡会等を開催。 
・障害のある方の家族や支援者向けの
成年後見制度のパンフレットを作成。 

推進 実施 ○ 推進 

 

【新規】 
医療的ケア児・者
等の支援のため
の関係機関の協
議の場の設置 

【事業内容】 
医療的ケア児・者等が適切な支援を受
けられるよう、平成 30 年度末までに、
保健・医療・障害福祉・保育・教育等
の関係機関が連携を図るための協議
の場を設置します。 

― ― ― 推進 

 
(2) 「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」に係るサービス見込み量等 

 
 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

申立て及び報酬助
成件数 
（成年後見制度） 

72 人 79 人 87 人 
173 人 202 人 232 人 

実績：90 人 実績：118 人 見込：161 人 
 
【新規】 
医療的ケア児・者等
に対する関連分野
の支援を調整する
コーディネーター
の配置 

― ― ― 準備 １ 人 １ 人 
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テーマ４ いきる⼒を学び・育む 
 

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

特別支援学校に
おけるＩＣＴ機
器の活用 

・平成26～28年度の３か年で全ての特別
支援学校（12校）でタブレット端末の実
践研究を実施し、平成26年度中間報告、
29年度最終報告（予定）。 

推進 実施 ○ 推進 

障害特性に応じた
支援のための研修 

・障害福祉サービス事業所等の職員を
対象に、行動障害に係る支援力向上を
図るための研修を市内法人が共同し
て「オール横浜」として実施。 
（平成 28 年度：２回実施） 

推進 実施 ○ 推進 

学齢後期障害児
支援事業 

・相談対応延べ件数は増加傾向にあり、
４か所目の事業実施を検討。 
（平成 27年度プラン策定時：３か所） 

４か所 ３か所 △ ４か所 

就学・教育相談の
体制強化 

・平成 28 年度は 4,267 件の就学・教
育相談を実施。前年度に比べ約 300 件
増加したため、関係機関との更なる連
携を検討。 

推進 
平成29年度 
：4,300件 
（見込み） 

△ 推進 

学生等を対象と
した人材の確保
事業 

・平成 27 年「福祉のしごとフェア」
に関連団体と参画。 
・障害福祉人材不足の解決に向け、民
間事業者と協働して、有効な広報や打
開策を検討。 

推進 実施 △ 推進 

 
(2) 「障害児福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

障害児相談 
4,000 人 4,500 人 5,000 人 

5,700 人 6,400 人 7,000 人 
実績：1,771 人 実績：2,630 人 見込：3,950 人 

放課後等デイサー
ビス事業 

130 か所 165 か所 200 か所 
300 か所 350 か所 推進 

実績：162 か所 実績：217 か所 見込：262 か所 
229,000 人※ 298,000 人※ 368,000 人※ 

720,000 人※ 840,000 人※ 推進 
実績：350,782 人※ 実績：521,130人※ 見込：656,000人※ 

※ 年間の延べ利用人数 
 
【新規】 
子ども・子育て支援
等（保育所、放課後
児童健全育成事業
所等）における障害
児の受入れ体制の
整備 

― ― ― 

関係機関と連携し、子ども・子育て支援
等（保育所、放課後児童健全育成事業所
等）へ、保育所等訪問支援、巡回訪問及
び研修等を拡充することにより、利用を
希望する障害児の受入れ体制の整備を
引き続き推進。 

【新規】 
居宅訪問型児童発
達支援  

― ― ― 
国が事業詳細を示した後、地域の実情
等を基に設定。 
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テーマ５ 、働く・活動する・余暇を楽しむ 
 

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

働きたい！あな
たのシンポジウ
ム 

シンポジウムを開催し、当事者・御家
族等に対して就労啓発を実施（平成
27～28 年度参加者数累計：824 人） 

参加者累計 
600 人 

平成29年度 
参加者数 
累計 

1,224 人 

○ 
参加者累計 
3,000 人 

移動情報センタ
ー運営等事業の
推進  

・移動情報センターの窓口を平成 28
年度までに 15 区に設置。平成 29 年度
に新たに３区で開設し、全区展開予
定。 
（平成 27年度プラン策定時：９区） 

相談件数 
2,500 件 

平成29年度 
相談件数 
2,500件 

（見込み） 

○ 
相談件数 
3,600 件 

障害者スポーツ
の啓発 

・他都市取組の情報収取を進めると同
時に、障害者スポーツ体験会を市内公
立学校を中心に開催。 
・横浜マラソンの寄付金を活用し、リ
オパラリンピック出場選手への助成
金の交付や、リオパラリンピックの撮
影を行った写真家の写真展を開催し、
オリンピック・パラリンピック東京大
会に向けた啓発活動を実施。 

啓発方法の
検討 

実施 ○ 推進 

よこはま障害者
共同受注総合セ
ンターの運営 

・平成 27 年度にセンターを開設。 
・市内障害者施設等の登録を進め、作
業内容などの情報を集約し、WEB で周
知を実施したほか、工賃向上のため、
企業訪問やパンフレットの改訂、技術
指導を実施。 
・工賃総額は増加したものの、加盟施
設及び利用者の増により平均工賃は
目標を下回る見込み。 
（平成27年度平均月額工賃：10,200円） 

加盟施設に
おける「月
額平均工

賃」が 10％
以上上昇 

加盟施設に
おける「月
額平均工
賃」の維持 
（見込み） 

△ 

加盟施設に
おける「月
額平均工

賃」が 10％
以上上昇 

 
(2) 「障害福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

就労移行支援事業 

657 人分 807 人分 898 人分 
1,376 人分 1,628 人分 1,949 人分 

実績：830 人分 実績：950 人分 見込：1,036 人分 
10,911 人※ 13,683 人※ 15,252 人※ 

24,241 人※ 29,130 人※ 35,486 人※ 
実績：13,988 人※ 実績：16,116 人※ 見込：18,176 人※ 

移動支援事業（移動
介護・通学通所支
援） 

668,820 時間分 668,978 時間分 709,744 時間分 
724,125 時間分 745,849 時間分 768,224 時間分 実績： 

659,335 
時間分 

実績： 
682,557 

時間分 
見込： 

703,034 
時間分 

4,546 人分 4,819 人分 5,109 人分 
5,898 人分 6,134 人分 6,379 人分 

実績：5,105 人分 実績：5,401 人分 見込：5,671 人分 
※ 月の延べ利用人数 
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６ 今後のスケジュール（予定） 

日 程 内        容 

９月 25 日 

～10 月 
中間見直し報告 

・市民意見募集（９月 25 日～10 月 25 日） 

・市民説明会・関係者団体説明 

11 月 
市民意見募集報告 

・横浜市自立支援協議会 

・第３回横浜市障害者施策検討部会 

・第２回横浜市障害者施策推進協議会 

12 月 ・常任委員会へ報告 

１月 

第 3期横浜市障害者プラ

ン改訂版報告 

・第４回横浜市障害者施策検討部会 

２月 

・横浜市自立支援協議会 

・第３回横浜市施策推進協議会 

・常任委員会へ報告 
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  状
じょう

 

疾病
しっぺい

や障 害
しょうがい

に
関する
か ん    

情 報
じょうほう

の発信
はっしん

 

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

などの媒
ばい

体
たい

を活
かつ

⽤
よう

して、
疾
しっ

病
ぺい

や 障
しょう

害
がい

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

や⽀
し

援
えん

に
関
かか

わる活
かつ

動
どう

を 紹
しょう

介
かい

し、市
し

⺠
みん

や当
とう

事
じ

者
しゃ

・関
かん

係
けい

者
しゃ

の理
り

解
かい

促
そく

進
しん

に努
つと

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

年度
ね ん ど

ごと 情
じょう

報
ほう

更
こう

新
しん

をし、紹 介
しょうかい

しまし
た。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 △ 推
すい

進
しん

 

各区
か く く

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の促進
そくしん

 

各
かく

区
く

の 住
じゅう

⺠
みん

に対
たい

して、疾
しっ

病
ぺい

や 障
しょう

害
がい

等
とう

に対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

めるための研 修
けんしゅう

や
啓発
けいはつ

活動
かつどう

の⽀援
し え ん

を⾏います
おこな      

。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

各区
か く く

独⾃
ど く じ

で地域
ち い き

特性
とくせい

に応
おう

じた普
ふ

及
きゅう

・
啓発
けいはつ

活動
かつどう

をしました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

＊１…セ
せ

イ
い

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

横
よこ

浜
はま

は、横浜
よこはま

市内
し な い

の 15 の障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

と機関
き か ん

で組織
そ し き

されています。当
とう

事
じ

者
しゃ

や家
か

族
ぞく

が主
しゅ

体
たい

となって、⾃分
じ ぶ ん

たちのできることから活動
かつどう

していくことを⼤
たい

切
せつ

にしながら、地域
ち い き

の⼈々
ひとびと

へ様々
さまざま

な障 害
しょうがい

についての理解
り か い

を深めて
ふ か    

もらい、障 害
しょうがい

のある⼈
ひと

が地域
ち い き

で安⼼
あんしん

して暮らして
く    

いけるよう、活動
かつどう

しています。 
＊２…「推進

すいしん
」とは、継続

けいぞく
して着 実

ちゃくじつ
に取り組む

と  く  
ことを表して

あらわ   
います。 

  

取組
とりくみ

1－1 普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

４校
こう

種
しゅ

 図画
ず が

⼯作
こうさく

・
美術
びじゅつ

・書道
しょどう

作品展
さくひんてん

 
特別
とくべつ

⽀援
し え ん

教 育
きょういく

部⾨
ぶ も ん

〜つたえたい ぼく
のおもい わたしの
きもち〜の開催

かいさい
 

４校
こう

種
しゅ

（ ⼩
しょう

・ 中
ちゅう

・⾼
こう

・特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

）の
幼
よう

児
じ

児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

の作
さく

品
ひん

を⼀
いち

堂
どう

に集
あつ

め、
市⺠
し み ん

公開
こうかい

の作品展
さくひんてん

を開催
かいさい

することで、
障 害
しょうがい

のある⼦
こ

どもの⽂化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

す
る普

ふ
及

きゅう
・啓

けい
発
はつ

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

４校
こう

種
しゅ

（ ⼩
しょう

・ 中
ちゅう

・⾼
こう

・特別
とくべつ

⽀援
し え ん

）の
幼児
よ う じ

児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

の作品
さくひん

を⼀堂
いちどう

に集
あつ

め、
市⺠
し み ん

公開
こうかい

の作品展
さくひんてん

を開催
かいさい

し、毎
まい

年
とし

１万
まん

⼈
にん

を超
こ

える市
し

⺠
みん

が来 場
らいじょう

しています。
また、平成

へいせい
28年度

ね ん ど
にはN P O

えぬぴーおー
法
ほう

⼈
じん

の
後援
こうえん

を受
う

け、展⽰
て ん じ

するパネル
ぱ ね る

を 新
あたら

し
くすることができました。 

推進
すいしん

 
作品展
さくひんてん

を
開催
かいさい

 
○ 推

すい
進
しん

 

【新
しん

規
き

】 

「地
ち

域
いき

共
きょう

⽣
せい

社
しゃ

会
かい

」
の実

じつ
現
げん

に向
む

けた 
取
とり

組
くみ

等
とう

の推
すい

進
しん

 

地域
ち い き

のあらゆる⽅
かた

が、「⽀
ささ

え⼿
て

」と「受
う

け⼿
て

」に分
わ

かれるのではなく、地域
ち い き

、
暮
く

らし、⽣
い

きがいをともに創
つく

り、⾼
たか

め
あうことができる「地域

ち い き
共 ⽣
きょうせい

社会
しゃかい

」
の実現

じつげん
に向

む
けた取組

とりくみ
等
とう

を推進
すいしん

してい
きます。 

― ― ― 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

1－1 普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

学齢期
が く れ い き

児童
じ ど う

及び
およ  

 
保
ほ

護
ご

者
しゃ

への障 害
しょうがい

理解
り か い

啓発
けいはつ

 

市
し

内
ない

の当
とう

事
じ

者
しゃ

団
だん

体
たい

等
とう

の 協
きょう

⼒
りょく

を得
え

な
がら、 障

しょう
害
がい

理
り

解
かい

を進
すす

める 教
きょう

材
ざい

等
とう

を、
教

きょう
育
いく

委
い

員
いん

会
かい

と連
れん

携
けい

しながら作
さく

成
せい

しま
す。また、それとともに、学

がく
齢
れい

期
き

児
じ

童
どう

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

が、障
しょう

害
がい

児
じ
・者

しゃ
と⼀

いっ
緒
しょ

に関
かか

わ
る機

き
会
かい

の場
ば

について、実
じっ

施
し

⽅
ほう

法
ほう

を検
けん

討
とう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

市内
し な い

の当事者
と う じ し ゃ

団体
だんたい

等
とう

の 協 ⼒
きょうりょく

を得
え

な
がら、 教

きょう
育
いく

委
い

員
いん

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

と連
れん

携
けい

し、
教

きょう
職

しょく
員
いん

向
む

けの 障
しょう

害
がい

理
り

解
かい

を進
すす

める冊
さっ

⼦
し

を作成
さくせい

・発⾏
はっこう

しました。 

推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

理
り

解
かい

を進
すす

める
教

きょう
材
ざい

等
とう

の
作成
さくせい

 

○ 推
すい

進
しん

 

副学籍
ふくがくせき

による 
交
こう

流
りゅう

教
きょう

育
いく

及
およ

び 
共

きょう
同
どう

学
がく

習
しゅう

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

に在
ざい

籍
せき

する児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

が、
居
きょ

住
じゅう

地
ち

の ⼩
しょう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

と
⼀
いっ

緒
しょ

に学
まな

ぶ機
き

会
かい

の拡
かく

⼤
だい

を図
はか

るなど、交
こう

流
りゅう

教
きょう

育
いく

と 共
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

を進
すす

めるとと
もに、特

とく
別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

に対
たい

す
る必

ひつ
要
よう

な 教
きょう

育
いく

的
てき

⽀
し

援
えん

を、居
きょ

住
じゅう

地
ち

の学
がっ

校
こう

においても ⾏
おこな

います。 
⼩

しょう
・ 中

ちゅう
学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

には、 障
しょう

害
がい

児
じ
・者

しゃ
に対

たい
する理

り
解
かい

を含
ふく

め、⼼
こころ

の 障
しょう

壁
へき

をつくらない「 ⼼
こころ

のバ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

」
を 育

はぐく
むことを⽬

め
指
ざ

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

毎年
まいとし

、200⼈
にん

を超
こ

える児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

が
副学籍
ふくがくせき

交 流
こうりゅう

を 利⽤
り よ う

し 、 居
きょ

住
じゅう

地
ち

の
⼩

しょう
・中学校

ちゅうがっこう
での授 業

じゅぎょう
や校外

こうがい
活動
かつどう

に
おいて⼀緒

いっしょ
に学

まな
ぶ機会

き か い
を設

もう
けること

ができました。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
実
じっ

施
し

児
じ

童
どう

数
すう

 
：223⼈

にん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

△ 推
すい

進
しん

 

◆学齢期
が く れ い き

への重 点 的
じゅうてんてき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

取組
とりくみ

1－1 普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ
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取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん

  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の
周

しゅう
知
ち

及
およ

び普
ふ

及
きゅう

・
 

啓
けい

発
はつ

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

やその家
か

族
ぞく

が⾝
み

近
ぢか

な機
き

関
かん

に安
あん

⼼
しん

して相
そう

談
だん

することができるよう、⾝
み

近
ぢか

な相
そう

談
だん

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

として、相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の 周
しゅう

知
ち

、啓
けい

発
はつ

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

全
ぜん

区
く

の法
ほう

⼈
じん

型
がた

地
ち

活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

に相
そう

談
だん

員
いん

を
配
はい

置
ち

し、「基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

」と
して位

い
置
ち

付
づ

け相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

機
き

能
のう

を 強
きょう

化
か

し
ました。 

推
すい

進
しん

 
相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

の
強

きょう
化
か

・ 
普
ふ

及
きゅう

 
○ 推

すい
進
しん

 

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

の
⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

 

横
よこ

浜
はま

市
し

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい
（以

い
下
か
「市

し
⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」といいます。）で作
さく

成
せい

し
た「横

よこ
浜
はま

市
し

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

ビ
び

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

」に基
もと

づき、⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

め
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

市
し

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

部
ぶ

会
かい

にお
いて、「横

よこ
浜
はま

市
し

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

ビ
び

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

」を平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

に改
かい

訂
てい

し、
平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

から本
ほん

ビ
び

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

に基
もと

づい
た⼈

じん
材
ざい

育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

めるように検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

っています。 
また、区

く
⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

に相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

部
ぶ

会
かい

を設置
せ っ ち

し、相
そう

談
だん

員
いん

同
どう

⼠
し

の横
よこ

のつな
がりを 促

うなが
し、育

そだ
ち合

あ
える環

かん
境

きょう
の整

せい
備
び

を推
すい

進
しん

しています。 

推
すい

進
しん

 

改
かい

訂
てい

版
ばん

「横
よこ

浜
はま

市
し

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

ビ
び

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

」に
基
もと

づき⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を実
じっ

施
し

 

△ 推
すい

進
しん

 

  

◆相談
そうだん

⽀援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

と充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

1－1 普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

当
とう

事
じ

者
しゃ

による相
そう

談
だん

の 充
じゅう

実
じつ

 

社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

に設
せっ

置
ち

するピ
ぴ

ア
あ

相
そう

談
だん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

での当
とう

事
じ

者
しゃ

相
そう

談
だん

を検
けん

証
しょう

し、当
とう

事
じ

者
しゃ

による相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

を推
すい

進
しん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

ピ
ぴ

ア
あ

相
そう

談
だん

員
いん

研
けん

修
しゅう

を活
かつ

⽤
よう

し、ピ
ぴ

ア
あ

相
そう

談
だん

員
いん

のス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

を図
はか

りました。ま
た、ピ

ぴ
ア
あ

相
そう

談
だん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

が⼀
いち

次
じ

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

機
き

関
かん

の集
あつ

まりに参
さん

加
か

し、派
は

遣
けん

相
そう

談
だん

等
とう

の取
とり

組
くみ

の 周
しゅう

知
ち

を ⾏
おこな

っていますが、派
は

遣
けん

依
い

頼
らい

が無
な

く、実
じっ

績
せき

が上
あ

がっていません。 

実績
じっせき

の
検 証
けんしょう

 

派
は

遣
けん

相
そう

談
だん

等
とう

の取
とり

組
くみ

の
周

しゅう
知
ち

 
△ 

18区
く

の社会
しゃかい

福
ふく

祉
し

法
ほう

⼈
じん

型
がた

地
ち

活
かつ

ホーム
ほ ー む

において派
は

遣
けん

相
そう

談
だん

の活
かつ

⽤
よう

 

既
き

存
そん

の相
そう

談
だん

窓
まど

⼝
ぐち
（地

ち

域
いき

ケ
け

ア
あ

プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

等
とう

）に
よる連

れん
携
けい

 

⽇
ひ

頃
ごろ

の関
かか

わりの中
なか

で、何
なに

気
げ

ない会
かい

話
わ

に
含
ふく

まれている相
そう

談
だん

を⾝
み

近
ぢか

な相
そう

談
だん

者
しゃ

とし
てとらえ、必要

ひつよう
に応じて

おう   
、⼀

いち
次
じ

及
およ

び⼆
に

次
じ

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

機
き

関
かん

につなげます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

地域
ち い き

の⾝近
み ぢ か

な相談
そうだん

機関
き か ん

である、地
ち

域
いき

ケ
け

ア
あ

プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

において、 障
しょう

害
がい

に関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

け、必要
ひつよう

に応
おう

じて適
てき

切
せつ

な機
き

関
かん

へ
つなげました。 
平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 
相
そう

談
だん

件
けん

数
すう

：1,632件
けん

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 
相
そう

談
だん

件
けん

数
すう

：2,501件
けん

 

推
すい

進
しん

 実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん

 取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん
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○福 【⾒
み

込
こ

み】 

 平成
へいせい

27年度
ね ん ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

計
けい

画
かく

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

 
利
り

⽤
よう

者
しゃ

数
すう

 
（年

ねん

間
かん

） 

21,500 ⼈
にん

 23,000 ⼈
にん

 24,500 ⼈
にん

 

22,000 ⼈
にん

 23,000 ⼈
にん

 24,000 ⼈
にん

 

実
じっ

績
せき

：4,777 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：5,662 ⼈
にん

 
8,000 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

 

 

  

取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん
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取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん

 

⾒
み

 直
なお

 し 
学
がっ

校
こう

、施
し

設
せつ

、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

、近
きん

隣
りん

住
じゅう

⺠
みん

、サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

、グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

、作
さ

業
ぎょう

所
しょ

、地
ち

域
いき

ケ
け

ア
あ

プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、区
く

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

、中
ちゅう

途
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、ピ
ぴ

ア
あ

相
そう

談
だん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

など 

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、⽣
せい

活
かつ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、区
く

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

、
就

しゅう
労
ろう

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

など 
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取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん

 

⽀援
し え ん

のサポート
さ ぽ ー と

 

区
く

役
やく

所
しょ

、基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、⽣
せい

活
かつ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

が 中
ちゅう

核
かく

となり、計
けい

画
かく

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

を使
つか

わない⽅
かた

の⽀
し

援
えん

の 中
ちゅう

⼼
しん

を担
にな

い
ます。 

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

 

連
れん

携
けい

 連
れん

携
けい

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

市
し

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と区
く

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の連
れん

携
けい

・連
れん

動
どう

 

各
かく

区
く

で開
かい

催
さい

されている区
く

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

での取
とり

組
くみ

や検
けん

討
とう

内
ない

容
よう

を、市
し

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

での施
し

策
さく

展
てん

開
かい

にいかすた
め、連

れん
携
けい

・連
れん

動
どう

の仕
し 

組
く

みを整
せい

理
り

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

市
し

⾃⽴
じ り つ

⽀援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

に区
く

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

で検
けん

討
とう

した地
ち

域
いき

課
か

題
だい

の報
ほう

告
こく

や施
し

策
さく

の提
てい

案
あん

などを ⾏
おこな

うル
る

ー
ー

ル
る

を定
さだ

めるこ
とで、市

し
⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と区
く

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

が連
れん

携
けい

・連
れん

動
どう

する仕
し

組
く

みを
つくりました。 

推
すい

進
しん

 実
じっ

施
し

 △ 推
すい

進
しん

 

区
く

域
いき

を超
こ

えた 
横
おう

断
だん

的
てき

な検
けん

討
とう

の 
推
すい

進
しん

 

区
く

域
いき

で解
かい

決
けつ

できない課
か

題
だい

の 共
きょう

有
ゆう

や、
新
あら

たな社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

の創
そう

設
せつ

に向
む

けた検
けん

討
とう

、
市
し

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

への施
し

策
さく

提
てい

案
あん
（ 情

じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

）などを⽬
もく

的
てき

として、区
く

域
いき

を超
こ

えた検
けん

討
とう

の場
ば

を設
せっ

置
ち

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

市
し

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

への地
ち

域
いき

課
か

題
だい

の報
ほう

告
こく

等
とう

を挙
あ

げるル
る

ー
ー

ル
る

を定
さだ

めたことで、
区
く

⾃
じ

⽴
りつ

⽀
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

及
およ

びブ
ぶ

ロ
ろ

ッ
っ

ク
く

連
れん

絡
らく

会
かい

における、市
し

域
いき

の課
か

題
だい

の 共
きょう

有
ゆう

や対
たい

応
おう

の検
けん

討
とう

が活
かっ

発
ぱつ

化
か

しました。 

推
すい

進
しん

 実
じっ

施
し

 △ 推
すい

進
しん

 

  

取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん
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取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん

 

委
い

託
たく

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

 
事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

評
ひょう

価
か

部
ぶ

会
かい

 
⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

部
ぶ

会
かい

 課
か

題
だい

検
けん

討
とう

部
ぶ

会
かい

 
地
ち

域
いき

⽣
せい

活
かつ

 
⽀
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

部
ぶ

会
かい
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

への相談
そうだん

⽀援
し え ん

の実施
じ っ し

（⊳の
項⽬
こうもく

） 

医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、⽣活
せいかつ

等
とう

に関する
か ん    

知識
ち し き

を
得る
え  

ための難
なん

病
びょう

医
い

療
りょう

講
こう

演
えん

会
かい

や、⽣
せい

活
かつ

上
じょう

の⼯
く

夫
ふう

などについて 情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

を
⾏

おこな
うための交

こう
流

りゅう
会
かい

等
とう

を、引
ひ

き続
つづ

き実
じっ

施
し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

各区
か く く

において、専⾨医
せ ん も ん い

による医
い

療
りょう

講
こう

演
えん

会
かい

を年
ねん

間
かん

２回
かい

ずつ、疾
しっ

患
かん

別
べつ

の交
こう

流
りゅう

会
かい

を実施
じ っ し

しています。 

平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

開
かい

催
さい

数
すう

：203回
かい

 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

開
かい

催
さい

数
すう

：193回
かい

 

― 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

開
かい

催
さい

数
すう

 

：200回
かい

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ ― 

【新
しん

規
き

】 
難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

への
必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

（⊳の項⽬
こうもく

） 

難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

等
とう

、本
ほん

⼈
にん

に対
たい

して必
ひつ

要
よう

な 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を ⾏
おこな

うこと等
とう

により、難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

等
とう

の 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

等
とう

の活
かつ

⽤
よう

が 促
うなが

されるよう検
けん

討
とう

します。 

― ― ― ― 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

⽀援
し え ん

センター
せ ん た ー

運営
うんえい

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

⽀援
し え ん

センター
せ ん た ー

の 職
しょく

員
いん

が
各区
か く く

に出向き
で む  

、区
く

の 職 員
しょくいん

と⼀緒
いっしょ

に
相談
そうだん

を受ける
う   

特定
とくてい

相談
そうだん

⽇
び

を設
もう

けます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が⾝近
み ぢ か

な地域
ち い き

で相談
そうだん

を受
う

けられるよう、各
かく

区
く

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

に特定
とくてい

相談
そうだん

⽇
び

を設
もう

けました。 

特定
とくてい

相談
そうだん

⽇
び

実施
じ っ し

区
く

 

18区
く

 

（平成
へいせい

27

年度
ね ん ど

） 

全
ぜん

区
く

実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん
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○福 【⾒
み

込
こ

み】 

 平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

31年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

32年
ねん

度
ど

 

【新
し ん

規
き

】 
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の開
かい

催
さい

件
けん

数
すう

 
４ 件

けん
 ４ 件

けん
 ４ 件

けん
 

【新
し ん

規
き

】 
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

に
よる相

そう
談
だん

件
けん

数
すう

 
6,000 件

けん
 6,000 件

けん
 6,000 件

けん
 

【新
し ん

規
き

】 
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

及
およ

び発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

地
ち

域
いき

⽀
し

援
えん

マ
ま

ネ
ね

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

への助
じょ

⾔
げん

件
けん

数
すう

 

200 件
けん

 200 件
けん

 200 件
けん

 

【新
し ん

規
き

】 
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

及
およ

び発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

地
ち

域
いき

⽀
し

援
えん

マ
ま

ネ
ね

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

の外
がい

部
ぶ

機
き

関
かん

や地
ち

域
いき

住
じゅう

⺠
みん

への研
けん

修
しゅう

、啓
けい

発
はつ

 

60 件
けん

 65 件
けん

 70 件
けん

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⾼次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

に
関
かか

わる関係
かんけい

機関
き か ん

の
連携
れんけい

促進
そくしん

（⊳の
項⽬
こうもく

） 

⾼
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

に対
たい

する⽀
し

援
えん

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

に対
たい

応
おう

するため、⾼
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

と地
ち

域
いき

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

との連
れん

携
けい

を促
そく

進
しん

します。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
⾼
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

に対
たい

する専
せん

⾨
もん

相
そう

談
だん

を
⾏

おこな
う相

そう
談
だん

⽀
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

を拡
かく

⼤
だい

し、10 か所
しょ

で実
じっ

施
し

しました。今
こん

後
ご

全
ぜん

区
く

に展
てん

開
かい

を予
よ

定
てい

しています。 

― 
18 か所

しょ
 

（全
ぜん

区
く

） 

（⾒込
み こ

み） 

○ ― 

 

取組
とりくみ

1－２ 相談
そうだん

・⽀援
し え ん
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取組
とりくみ

1－３ 情 報
じょうほう

の保障
ほしょう

  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

ボ
ぼ

ー
ー

ド
ど
・カ

か
ー
ー

ド
ど

の

活
かつ

⽤
よう

促
そく

進
しん

（⊳の

項⽬
こうもく

） 

⽂
も

字
じ

や⾔
こと

葉
ば

によるコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

が苦
にが

⼿
て

な⼈
ひと

が、ボ
ぼ

ー
ー

ド
ど

やカ
か

ー
ー

ド
ど

に描
えが

かれた絵
え

や記
き

号
ごう

を指
ゆび

さすことで、意
い

思
し

を伝
つた

えやすくするツ
つ

ー
ー

ル
る

の活
かつ

⽤
よう

を継
けい

続
ぞく

して ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

セ
せ

イ
い

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

横
よこ

浜
はま

において、コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

ボ
ぼ

ー
ー

ド
ど
・カ

か
ー
ー

ド
ど

の活
かつ

⽤
よう

を推
すい

進
しん

したほか、地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

等
とう

で活
かつ

⽤
よう

するコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

ボ
ぼ

ー
ー

ド
ど

（災
さい

害
がい

⽤
よう

）を増
ぞう

刷
さつ

し、
またお店

みせ
で活⽤

かつよう
するコ

こ
ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

ボ
ぼ

ー
ー

ド
ど

（お店
みせ

⽤
よう

）の改訂
かいてい

を ⾏
おこな

い
ました。 

― ― ○ ― 

  

◆⾏ 政
ぎょうせい

情 報
じょうほう

における合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

1－３ 情 報
じょうほう

の保障
ほしょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を踏
ふ

ま

えた 情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

の 

ル
る

ー
ー

ル
る

化
か

 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

及
およ 

び知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

への 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

について、
⾏

ぎょう
政
せい

情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

のル
る

ー
ー

ル
る

化
か

、ガ
が

イ
い

ド
ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

等
とう

の作
さく

成
せい

を検
けん

討
とう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する
取組
とりくみ

指針
し し ん

」や「障 害
しょうがい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に関
かん

する 職
しょく

員
いん

対
たい

応
おう

要
よう

領
りょう

」を策
さく

定
てい

し、障
しょう

害
がい

のある⼈
ひと

の意
い

向
こう

を確
かく

認
にん

し、場
ば

⾯
めん

に応
おう

じて 考
かんが

え、対
たい

応
おう

し
ていくことを本

ほん
市
し

の対
たい

応
おう

の基
き

本
ほん

とし
ました。 
・ 聴

ちょう
覚
かく

障
しょう

害
がい

のある⼈
ひと

への 情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

の取
とり

組
くみ

として、タ
た

ブ
ぶ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

端
たん

末
まつ

を活
かつ

⽤
よう

した⼿
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の提
てい

供
きょう

等
とう

によ
り、区

く
役
やく

所
しょ

窓
まど

⼝
ぐち

における⼿
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

対
たい

応
おう

の 充
じゅう

実
じつ

を図
はか

りました。 

推
すい

進
しん

 実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

1－３ 情 報
じょうほう

の保障
ほしょう
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○福 意
い

思
し

疎
そ

通
つう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

等
とう

【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

⼿
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

の派
は

遣
けん

 
（利

り
⽤
よう

者
しゃ

数
すう

） 

8,900 ⼈
にん

 9,500 ⼈
にん

 9,900 ⼈
にん

 
10,000 ⼈

にん
 10,500 ⼈

にん
 11,000 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：7,897 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：8,343 ⼈
にん

 
9,900 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

者
しゃ

の派
は

遣
けん

 
（利

り
⽤
よう

者
しゃ

数
すう

） 

1,750 ⼈
にん

 1,800 ⼈
にん

 1,900 ⼈
にん

 
1,900 ⼈

にん
 1,900 ⼈

にん
 1,900 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：1,494 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：1,591 ⼈
にん

 
1,900 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

⼿
しゅ

話
わ

奉
ほう

仕
し

員
いん

養
よう

成
せい

 
研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

 
（養

よう
成
せい

⼈
にん

数
ずう

） 

80 ⼈
にん

 80 ⼈
にん

 80 ⼈
にん

 
172 ⼈

にん
 172 ⼈

にん
 172 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：44 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：144 ⼈
にん

 
172 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

⼿
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

・筆
ひっ

記
き

者
しゃ

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

 
（養

よう
成
せい

⼈
にん

数
ずう

） 

40 ⼈
にん

 40 ⼈
にん

 40 ⼈
にん

 
90 ⼈

にん
 90 ⼈

にん
 90 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：50 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：61 ⼈
にん

 
90 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

盲
もう

ろう者
しゃ

向
む  

け 
通
つう

訳
やく

・介
かい

助
じょ

員
いん

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

 
（養

よう
成
せい

⼈
にん

数
ずう

） 

25 ⼈
にん

 25 ⼈
にん

 25 ⼈
にん

 
30 ⼈

にん
 30 ⼈

にん
 30 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：４ ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：21 ⼈
にん

 
30 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

取組
とりくみ

1－３ 情 報
じょうほう

の保障
ほしょう
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取組
とりくみ

1－４ 災害
さいがい

対策
たいさく

  

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

 
⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

に⾃
じ

⼒
りき

避
ひ

難
なん

が困
こん

難
なん

な要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や避
ひ

難
なん

⽀
し

援
えん

等
とう

の活
かつ

動
どう

が円
えん

滑
かつ

に ⾏
おこな

われるよう、「 情
じょう

報
ほう

共
きょう

有
ゆう

⽅
ほう

式
しき

」の実
じっ

施
し

等
とう

を通
つう

じて、災
さい

害
がい

に備
そな

えた
⽇
ひ

頃
ごろ

からの地
ち

域
いき

での⾃
じ

主
しゅ

的
てき

な⽀
ささ

え合
あ

いの取
とり

組
くみ

を⽀
し

援
えん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

災害
さいがい

時
じ

要援護者
ようえんごしゃ

⽀援
し え ん

の取
とり

組
くみ

を実施
じ っ し

し
ている⾃治会

じ ち か い
・町内会

ちょうないかい
の割合

わりあい
 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

末
まつ

：82.2 ％
ぱーせんと

 

災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

⽀
し

援
えん

の
取
とり

組
くみ

を実
じっ

施
し

している⾃
じ

治
ち

会
かい

・ 町
ちょう

内
ない

会
かい

の割
わり

合
あい

 
：80 ％

ぱーせんと
 

災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

⽀
し

援
えん

の
取
とり

組
くみ

を実
じっ

施
し

している⾃
じ

治
ち

会
かい

・ 町
ちょう

内
ない

会
かい

の割
わり

合
あい

 

82.2 ％
ぱーせんと

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

障害者
しょうがいしゃ

・⽀援者
し え ん し ゃ

に
よるキャラバン隊

き ゃ ら ば ん た い

派遣
は け ん

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

各
かく

区
く

で実
じっ

施
し

される地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

訓
くん

練
れん

に、セ
せ

イ
い

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

―
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

横
よこ

浜
はま

が参
さん

加
か

しやすいように⽀
し

援
えん

し、
障

しょう
害
がい

特
とく

性
せい

を説
せつ

明
めい

します。そして参
さん

加
か

者
しゃ

に対
たい

し、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

へのボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

⽀
し

援
えん

や 障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

とのコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

について、理
り

解
かい

を 図
はか 

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

セ
せ

イ
い

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

横
よこ

浜
はま

の 協 ⼒
きょうりょく

を得
え

て、地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

訓
くん

練
れん

において障 害
しょうがい

理解
り か い

に係
かか

る出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

を
実施
じ っ し

しました。また、出前
で ま え

講座
こ う ざ

の活⽤
かつよう

に向
む

け、各
かく

区
く

役
やく

所
しょ

に活
かつ

動
どう

を 周
しゅう

知
ち

しま
した。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 △ 推進
すいしん

 

  

◆災害
さいがい

時
じ

の⾃助
じ じ ょ

・共 助
きょうじょ

・公
こう

助
じょ

の浸透
しんとう

 

取組
とりくみ

1－４ 災害
さいがい

対策
たいさく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

災
さい

害
がい

時
じ

 
対
たい

応
おう

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

の
作
さく

成
せい

 

災
さい

害
がい

発
はっ

⽣
せい

直
ちょく

後
ご

から復
ふっ

興
こう

期
き

に⾄
いた

る期
き

間
かん

において、 障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

ごとの対
たい

応
おう

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

を作
さく

成
せい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

ごとの特
とく

性
せい

等
とう

が記載
き さ い

された
障

しょう
害
がい

者
しゃ

理
り

解
かい

啓
けい

発
はつ

冊
さっ

⼦
し
「 ⼼

こころ
と⼿

て
を貸

か
し

てください」を各区
か く く

地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

運営
うんえい

委員会
い い ん か い

で配付
は い ふ

したほか、地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

訓
くん

練
れん

等
とう

で障 害
しょうがい

特性
とくせい

を含
ふく

めた対
たい

応
おう

⽅
ほう

法
ほう

の周知
しゅうち

に取
と

り組
く

みました。 

対
たい

応
おう

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

の内
ない

容
よう

検
けん

討
とう

 

対
たい

応
おう

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

の内
ない

容
よう

検
けん

討
とう

 
△ 

対
たい

応
おう

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

の作成
さくせい

 

地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

に 
おける 障

しょう
害
がい

者
しゃ

体
たい

験
けん

 

各
かく

地
ち

区
く

、年
ねん

1回
かい

開
かい

催
さい

される地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

訓
くん

練
れん

のメ
め

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

として、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

体
たい

験
けん

を実
じっ

施
し

できるよう⽀
し

援
えん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

セ
せ

イ
い

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

横
よこ

浜
はま

が実施
じ っ し

している 障
しょう

害
がい

理
り

解
かい

に係
かか

る出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

等
とう

を地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

訓
くん

練
れん

等
とう

で活
かつ

⽤
よう

いただけるよう、各
かく

区
く

地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

拠
きょ

点
てん

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

会
かい

等
とう

に周知
しゅうち

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 △ 推進
すいしん

 

区局
くきょく

障害者
しょうがいしゃ

災害
さいがい

対策
たいさく

会議
か い ぎ

 

災
さい

害
がい

発
はっ

⽣
せい

時
じ

における区
く

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

局
きょく

のそれぞれの役
やく

割
わり

及
およ

び連
れん

携
けい

⽅
ほう

法
ほう

について、検
けん

討
とう

します。 
市
し

域
いき

を越
こ

えた連
れん

携
けい

・搬
はん

送
そう

⽅
ほう

法
ほう

について
も検討

けんとう
します。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
関係
かんけい

区局
くきょく

において、特別
とくべつ

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

に係
かか

る課
か

題
だい

検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

いました。 

区
く

局
きょく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

会
かい

議
ぎ

の実
じっ

施
し

 
検
けん

討
とう

 △ 推進
すいしん

 

 

取組
とりくみ

1－４ 災害
さいがい

対策
たいさく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障害者
しょうがいしゃ

災害
さいがい

対策
たいさく

会議
か い ぎ

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

、⽀
し

援
えん

者
しゃ

、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

、地
ち

域
いき

及
およ

び
⾏

ぎょう
政
せい

等
とう

が災
さい

害
がい

時
じ

における 共
きょう

助
じょ

につ
いて、検

けん
討
とう

する場
ば

を設
もう

けます。また、
その検

けん
討
とう

の中
なか

で⾃
じ

助
じょ

の役
やく

割
わり

も明
めい

確
かく

に
します。 
市
し

域
いき

内
ない

の相
そう

互
ご

連
れん

携
けい

応
おう

援
えん

体
たい

制
せい

の構
こう

築
ちく

を
検
けん

討
とう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

会議
か い ぎ

の実施
じ っ し

⽅法
ほうほう

の検
けん

討
とう

および内部
な い ぶ

調 整
ちょうせい

を ⾏
おこな

いました。 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

会
かい

議
ぎ

の実施
じ っ し

 
検
けん

討
とう

 △ 推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

応
おう

急
きゅう

 
備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

連
れん

携
けい

事
じ

業
ぎょう

 

ス
す

ト
と

マ
ま

⽤
よう

装
そう

具
ぐ

など 障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

に応
おう

じた
応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

について、保
ほ

管
かん

が可
か

能
のう

な施
し

設
せつ

をそれぞれ公
こう

募
ぼ

するなど、 
保
ほ

管
かん

に向
む

けた検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

ス
す

ト
と

マ
ま

⽤
よう

装
そう

具
ぐ

の保
ほ

管
かん

場
ば

所
しょ

として、保
ほ

管
かん

⽤
よう

ロ
ろ

ッ
っ

カ
か

ー
ー

を全
ぜん

区
く
（各

かく
区
く

１か所
しょ

）に設
せっ

置
ち

しました。 

推進
すいしん

 

ス
す

ト
と

マ
ま

⽤
よう

装
そう

具
ぐ

の保
ほ

管
かん

⽤
よう

ロ
ろ

ッ
っ

カ
か

ー
ー

を
全
ぜん

区
く

（各
かく

区
く

１か所
しょ

）に
設
せっ

置
ち

 

○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

1－４ 災害
さいがい

対策
たいさく
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取組
とりくみ

２－1 住
す

まい  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⾏動
こうどう

障 害
しょうがい

のある⽅
かた

の住
す

まい検討
けんとう

⊳の
項⽬
こうもく

） 

必要
ひつよう

とされる⽀援
し え ん

などを整理
せ い り

し、⽀援
し え ん

体制
たいせい

のある⽣活
せいかつ

の仕組
し く

みづくりにつ
いて、検討

けんとう
を進

すす
めます。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
・発達

はったつ
障害者
しょうがいしゃ

⽀援
し え ん

センター
せ ん た ー

に新
あら

たに
地域
ち い き

⽀援
し え ん

マネジャー
ま ね じ ゃ ー

２名
めい

を配置
は い ち

し、
障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう

に対
たい

する
⾏
こう

動
どう

障
しょう

害
がい

・発達
はったつ

障 害
しょうがい

に係
かか

るコ
こ

ン
ん

サ
さ

ル
る

テ
て

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

を実施
じ っ し

しました。 
・ 障

しょう
害
がい

福
ふく

祉
し

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

の 職
しょく

員
いん

を対
たい

象
しょう

に、⾏
こう

動
どう

障
しょう

害
がい

に係
かか

る⽀
し

援
えん

⼒
りょく

向
こう

上
じょう

を図
はか

るための研
けん

修
しゅう

を市
し

内
ない

法
ほう

⼈
じん

が 共
きょう

同
どう

して「オ
お

ー
ー

ル
る

横
よこ

浜
はま

」として実
じっ

施
し

しました。 
・⾏動

こうどう
障 害
しょうがい

に対応
たいおう

するグ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

について検討
けんとう

しました。 

推進
すいしん

 

地域
ち い き

⽀援
し え ん

マネジャー
ま ね じ ゃ ー

の増
ぞう

員
いん

 
（計

けい
： 

４⼈
にん

） 

○ 推進
すいしん

 

サポートホーム
さ ぽ ー と ほ ー む

事業
じぎょう

 ○あ  
（発達

はったつ
障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する⽣活
せいかつ

⽀援
し え ん

の推
すい

進
しん

） 

発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある⼊居者
にゅうきょしゃ

に対
たい

し、⽣
せい

活
かつ

⽀援
し え ん

を ⾏
おこな

うことで、地域
ち い き

での⼀⼈暮
ひ と り ぐ

らしに向
む

けた準備
じゅんび

を⽀援
し え ん

する「サ
さ

ポートホーム
ぽ ー と ほ ー む

」について、効果
こ う か

を検 証
けんしょう

しながら進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

サポートホーム
さ ぽ ー と ほ ー む

事業
じぎょう

により、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

のある⼈
ひと

の⽣
せい

活
かつ

⽀
し

援
えん

を実
じっ

施
し

しまし
た。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆障 害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

養
よう

護
ご

⽼
ろう

⼈
じん

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

 
整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 
（視

し
覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の
⼊

にゅう
所
しょ

） 
 

環 境 上
かんきょうじょう

の理
り

由
ゆう

及
およ

び経
けい

済
ざい

的
てき

理
り

由
ゆう

によ
り、居

きょ
宅
たく

において養
よう

護
ご

を受
う

けることが
困
こん

難
なん

な⾼
こう

齢
れい

者
しゃ

が ⼊
にゅう

所
しょ

する⺠
みん

設
せつ

⺠
みん

営
えい

の
養
よう

護
ご

⽼
ろう

⼈
じん

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

（平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

末
まつ

開
かい

所
しょ

予
よ

定
てい

）を港
こう

南
なん

区
く

野
の

庭
ば

町
ちょう

の 旧
きゅう

野
の

庭
ば

⼩
しょう

学
がっ

校
こう

跡
あと

地
ち

に整備
せ い び

します。その⼀
いち

部
ぶ

居
きょ

室
しつ

において、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を受
う

け⼊
い

れま
す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・平成
へいせい

28年
ねん

２⽉
がつ

１⽇
にち

に養
よう

護
ご

⽼
ろう

⼈
じん

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

「野
の

庭
ば

⾵
かぜ

の丘
おか

」が開
かい

所
しょ

しました。 
・平成

へいせい
29年

ねん
5⽉

がつ
１⽇

にち
時点
じ て ん

で５⼈
にん

の視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が⼊ 所
にゅうしょ

しています。（視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

定
てい

員
いん

6⼈
にん

） 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の ⼊
にゅう

所
しょ

実
じっ

施
し

 
実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

⾝
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

・ 
⾼
こう

齢
れい

者
しゃ

の 住
じゅう

宅
たく

 
改
かい

造
ぞう

及
およ

び模
も

様
よう

替
が

え 

市営
し え い

住 宅
じゅうたく

に ⼊
にゅう

居
きょ

している 障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

の要望
ようぼう

に対
たい

し、トイレ
と い れ

や浴室
よくしつ

への⼿
て

す
りの取付

とりつけ
などの住 宅

じゅうたく
改
かい

造
ぞう

を実施
じ っ し

しま
す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

実
じっ

績
せき

：住
じゅう

宅
たく

改
かい

造
ぞう

59件
けん
（ 障

しょう

害
がい

者
しゃ

対
たい

応
おう

24件
けん

、⾼
こう

齢
れい

者
しゃ

対
たい

応
おう

35件
けん

）、模
も

様
よう

替
がえ

承
しょう

認
にん

154件
けん

 
平成
へいせい

28年
ねん

度
ど

実
じっ

績
せき

： 住
じゅう

宅
たく

改
かい

造
ぞう

37件
けん

（障害者
しょうがいしゃ

対応
たいおう

27件
けん

、⾼齢者
こうれいしゃ

対応
たいおう

10
件
けん

）、模様替
も よ う が え

承 認
しょうにん

140件
けん

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
住

じゅう
宅
たく

改
かい

造
ぞう

 
：35件

けん
 

( 障
しょう

害
がい

者
しゃ

対
たい

応
おう

 
：25件

けん
、 

⾼
こう

齢
れい

者
しゃ

対
たい

応
おう

 
：10件

けん
) 

（⾒
み

込
こ

み） 
、 

模
も

様
よう

替
がえ

承
しょう

認
にん

 
：140件

けん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 



- 22 - 
 

 

 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

共
きょう

同
どう

⽣
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

( グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

)
利⽤者数
りようしゃすう

 

(新
しん

規
き

設
せっ

置
ち

/年
ねん

）
200 ⼈分

にんぶん
 200 ⼈分

にんぶん
 200⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：195 ⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：192 ⼈分
にんぶん

 
193

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

(利
り

⽤
よう

⼈
にん

数
ずう

/年
ねん

) 
3,700 ⼈分

にんぶん
 3,900 ⼈分

にんぶん
 4,100⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：3,762 ⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：3,959⼈分
にんぶん

 
4,152

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

(新
しん

規
き

設
せっ

置
ち

/年
ねん

） 200 ⼈分
にんぶん

 200 ⼈分
にんぶん

 200 ⼈分
にんぶん

 

(利⽤
り よ う

⼈数
にんずう

/年
ねん

) 4,352 ⼈分
にんぶん

 4,552 ⼈分
にんぶん

 4,752 ⼈分
にんぶん

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障害者
しょうがいしゃ

⽀援
し え ん

施設
し せ つ

の
再整備
さ い せ い び

 

耐震
たいしん

基準
きじゅん

を満
み

たしていない、または
⽼朽化
ろうきゅうか

している障害者
しょうがいしゃ

⽀援
し え ん

施設
し せ つ

につ
いて、ユニット

ゆ に っ と
化
か
・個室化

こ し つ か
を進

すす
めつつ

建
た

て替
か

えを ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・障害者
しょうがいしゃ

⽀援
し え ん

施設
し せ つ

「恵和
け い わ

⻘年寮
せいねんりょう

」等
とう

再整備
さ い せ い び

については、平成
へいせい

28年度
ね ん ど

で⼯
こう

事
じ

が完
かん

了
りょう

しました。 
・障害者

しょうがいしゃ
⽀援
し え ん

施設
し せ つ

「偕恵
かいけい

」等
とう

再
さい

整
せい

備
び

に
ついては、平成

へいせい
28年

ねん
度
ど

で⼯事
こ う じ

が完 了
かんりょう

しました。 

⼯事
こ う じ

完 了
かんりょう

 
２か所

しょ
 

完
かん

了
りょう

 ○ 完
かん

了
りょう

 

  

取組
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す

まい 



- 23 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障
しょう

害
がい

児
じ

施
し

設
せつ

の 
整
せい

備
び

・再
さい

整
せい

備
び

 

○あ  

市
し

所管
しょかん

３か所⽬
し ょ め

の 重 症
じゅうしょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

施
し

設
せつ

を整備
せ い び

するとともに、⽼朽化
ろうきゅうか

が進
すす

んでいる障害児
しょうがいじ

⼊ 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の再整備
さ い せ い び

・
ユニット
ゆ に っ と

化
か

を進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

に福
ふく

祉
し

型
がた

障
しょう

害
がい

児
じ

⼊
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

「ぶどうの実
み

（ 旧
きゅう

⽩
しら

根
ね

学
がく

園
えん

児
じ

童
どう

寮
りょう

）」の再
さい

整
せい

備
び

を完
かん

了
りょう

しました。 
・ 重

じゅう
症

しょう
⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

者
しゃ

施
し

設
せつ

について
「横

よこ
浜
はま

医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

港
こう

南
なん

」を平
へい

成
せい

28年
ねん

６⽉
がつ

に開
かい

所
しょ

、「横
よこ

浜
はま

療
りょう

育
いく

医
い

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

」を平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

に再
さい

整
せい

備
び

完
かん

了
りょう

しました。 
・平

へい
成
せい

29年
ねん

度
ど

には「ぽらいと・えき
（ 旧

きゅう
横
よこ

浜
はま

市
し

なしの⽊
き

学
がく

園
えん

）」の再
さい

整
せい

備
び

を完
かん

了
りょう

する予
よ

定
てい

です。 

⼯事
こ う じ

完 了
かんりょう

 
４か所

しょ
 

⼯事
こ う じ

完 了
かんりょう

 
４か所

しょ
 

○ 
施
し

設
せつ

状
じょう

況
きょう

等
とう

により検
けん

討
とう

 

公
こう

⽴
りつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

施
し

設
せつ

（横
よこ

浜
はま

市
し

松
しょう

⾵
ふう

学
がく

園
えん

）の再
さい

整
せい

備
び

の検
けん

討
とう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

施
し

設
せつ

である横
よこ

浜
はま

市
し

松
しょう

⾵
ふう

学
がく

園
えん

の担
にな

うべき役割
やくわり

や求
もと

められる
機能
き の う

について、検 証
けんしょう

しながら、再整備
さ い せ い び

を検討
けんとう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

施設
し せ つ

の⽼朽化
ろうきゅうか

の進
すす

んだ箇
か

所
しょ

の洗
あら

い出
だ

しを ⾏
おこな

いました。 

推進
すいしん

 検
けん

討
とう

 △ 推進
すいしん
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す
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○福 【⽬ 標
もくひょう

】福祉
ふ く し

施設
し せ つ

⼊所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

⽣活
せいかつ

への移⾏
い こ う

 

現
げん

状
じょう

 数
すう

値
ち

 計
けい

画
かく

値
ち

 数
すう

値
ち

 計
けい

画
かく

値
ち

 数
すう

値
ち

 

平
へい

成
せい

25年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での施
し

設
せつ

⼊
にゅう

所
しょ

者
しゃ

数
すう

 
1,544⼈

にん
 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

で の 施
し

設
せつ

⼊
にゅう

所
しょ

者
しゃ

数
すう

 

1,515 ⼈
にん

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での施
し

設
せつ

⼊
にゅう

所
しょ

者
しゃ

数
すう

 
1,465⼈

にん
 【平

へい
成
せい

28年
ねん

度
ど

】 
実
じっ

績
せき

：1,494 
⼈
にん

 

平
へい

成
せい

25年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での定
てい

員
いん

数
すう

 
1,125 ⼈

にん
 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での定
てい

員
いん

数
すう

 

1,125 ⼈
にん

 
平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での定
てい

員
いん

数
すう

 
1,104⼈

にん
 【平

へい
成
せい

28年
ねん

度
ど

】 
実
じっ

績
せき

：1,104 
⼈
にん

 

 

○福 ○児 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

施
し

設
せつ

⼊
にゅう

所
しょ

⽀
し

援
えん

 
（利

り
⽤
よう

⼈
にん

数
ずう

/⽉
つき

） 

1,530 ⼈
にん

 1,523 ⼈
にん

 1,515 ⼈
にん

 
1,485⼈

にん
 1,475⼈

にん
 1,465 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：1,510 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：1,494 ⼈
にん

 
1,487 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

障
しょう

害
がい

児
じ

⼊
にゅう

所
しょ

⽀
し

援
えん

( 福
ふく

祉
し

型
がた

・医
い

療
りょう

型
がた

) 
（利

り
⽤
よう

児
じ

童
どう

数
すう

/⽉
つき

） 

226 ⼈分
にんぶん

 256 ⼈分
にんぶん

 256 ⼈分
にんぶん

 

277 ⼈分
にんぶん

277 ⼈分
にんぶん

277 ⼈分
にんぶん

実
じっ

績
せき

：226 ⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：239 ⼈分
にんぶん

 
251 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈分
にんぶん

 

宿
しゅく

泊
はく

型
がた

⾃
じ

⽴
りつ

 
訓
くん

練
れん

 
（利

り
⽤
よう

⼈
にん

数
ずう

/⽉
つき

） 

2,516 
⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
2,516 

⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
2,516 

⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
2,516

⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
2,516

⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
2,516

⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：2,430
⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：2,443 
⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 
2,447 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） 
⼈
にん

⽇
にち

分
ぶん

 

96 ⼈分
にんぶん

 96 ⼈分
にんぶん

 96 ⼈分
にんぶん

 
96 ⼈分

にんぶん
 96 ⼈分

にんぶん
 96 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：89  ⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：92  ⼈分
にんぶん

 
90 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈分
にんぶん

 

療
りょう

養
よう

介
かい

護
ご

 
189 ⼈分

にんぶん
 295 ⼈分

にんぶん
 295 ⼈分

にんぶん
 

281 ⼈分
にんぶん

  281 ⼈分
にんぶん

  281 ⼈分
にんぶん

 
実
じっ

績
せき

：197 ⼈分
にんぶん

実
じっ

績
せき

：225  ⼈分
にんぶん 233 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈分
にんぶん

 

※  施
し

設
せつ

⼊
にゅう

所
しょ

⽀
し

援
えん

は、 旧
きゅう

⾝
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

更
こう

⽣
せい

施
し

設
せつ

を除
のぞ

く。 
  

取組
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【⽬ 標
もくひょう

】18歳
さい

以
い

上
じょう

の 障
しょう

害
がい

児
じ

施
し

設
せつ

⼊
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の 障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

施
し

設
せつ

及
およ

び地
ち

域
いき

への移
い

⾏
こう

 

 平成
へいせい

27年度
ね ん ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

18歳
さい

以
い

上
じょう

の

⼊
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の移
い

⾏
こう

⼈
にん

数
ずう

 

28⼈
にん

 28⼈
にん

 29⼈
にん

 
７⼈

にん
 ７⼈

にん
 ６⼈

にん
 

実績
じっせき

：17⼈
にん

 実績
じっせき

：24⼈
にん

 
７ 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

移
い

⾏
こう

予
よ

定
てい

対
たい

象
しょう

⼈
にん

数
ずう

 

57⼈
にん

 29⼈
にん

 0 ⼈
にん

 
13⼈

にん
 ６⼈

にん
 ０⼈

にん
 

実績
じっせき

：51⼈
にん

 実績
じっせき

：27⼈
にん

 
20 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 
 

【⽬ 標
もくひょう

】精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

移⾏
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

⽀援
しえん

事業
じぎょう

（市
し

事業
じぎょう

） 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

個
こ

別
べつ

⽀
し

援
えん

 
対
たい

象
しょう

者
しゃ

数
すう

 
（⼈

にん
/年

ねん
） 

70 ⼈
にん

 70 ⼈
にん

 70 ⼈
にん

 
89 ⼈

にん
 93 ⼈

にん
 97 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：79 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：83 ⼈
にん

 
87 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

【新規
し ん き

】 
精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

の構
こう

築
ちく

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

が、地域
ち い き

の⼀員
いちいん

として
安⼼
あんしん

して⾃分
じ ぶ ん

らしく暮
く

らすことがで
きるよう、保健

ほ け ん
、医療

いりょう
、福祉

ふ く し
関係者
かんけいしゃ

に
よる協議

きょうぎ
の場

ば
を設置

せ っ ち
し、精神

せいしん
障 害
しょうがい

に
も対応

たいおう
した地域

ち い き
包括
ほうかつ

ケアシステム
け あ し す て む

を
構築
こうちく

します。 

― ― ― 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 
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○福 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平
へ い

成
せ い

32年
ね ん

度
ど

 

【新規し ん き 】 
精
せい

神
しん

病
びょう

床
しょう

における１年
ねん

以
い

上
じょう

⻑
ちょう

期
き

⼊
にゅう

院
いん

患
かん

者
じゃ

数
すう

（65歳
さい

以
い

上
じょう

） 

国
くに

が事
じ

業
ぎょう

詳
しょう

細
さい

を⽰
しめ

した後
のち

、地
ち

域
いき

の
実
じつ

情
じょう

等
とう

を基
もと

に設
せっ

定
てい

します。 

【新規し ん き 】 
精
せい

神
しん

病
びょう

床
しょう

における１年
ねん

以
い

上
じょう

⻑
ちょう

期
き

⼊
にゅう

院
いん

患
かん

者
じゃ

数
すう

（65歳
さい

未
み

満
まん

） 

【新規し ん き 】 
精
せい

神
しん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（ ⼊
にゅう

院
いん

後
ご

３か⽉
げつ

時
じ

点
てん

） 

【新規し ん き 】 
精
せい

神
しん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（ ⼊
にゅう

院
いん

後
ご

６か⽉
げつ

時
じ

点
てん

） 

【新規し ん き 】 
精
せい

神
しん

病
びょう

床
しょう

における早
そう

期
き

退
たい

院
いん

率
りつ

（ ⼊
にゅう

院
いん

後
ご

１年
ねん

時
じ

点
てん

） 
 

○福 【⽬ 標
もくひょう

】地域
ち い き

相談
そうだん

⽀援
し え ん

（年間
ねんかん

の⼈分
にんぶん

は延
の

べ数
すう

） 
 平

へい
成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

地
ち

域
いき

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

 

(/⽉
つき

) 
５ ⼈

にん
分
ぶん

 ７ ⼈
にん

分
ぶん

 ８ ⼈
にん

分
ぶん

 
8  ⼈

にん
分
ぶん

 8  ⼈
にん

分
ぶん

 8  ⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：２ ⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

：2 ⼈
にん

分
ぶん

 
２ 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

分
ぶん

 

(/年
ねん

) 
60 ⼈

にん
分
ぶん

 80 ⼈
にん

分
ぶん

 100 ⼈
にん

分
ぶん

 
100  ⼈

にん
分
ぶん

 100  ⼈
にん

分
ぶん

 100  ⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：18 ⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

：19 ⼈
にん

分
ぶん

 
27 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

分
ぶん

 

地
ち

域
いき

定
てい

着
ちゃく

⽀
し

援
えん

 

(/⽉
つき

) 
10 ⼈

にん
分
ぶん

 15 ⼈
にん

分
ぶん

 20 ⼈
にん

分
ぶん

 
20  ⼈

にん
分
ぶん

 20  ⼈
にん

分
ぶん

 20  ⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：2 ⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

：2 ⼈
にん

分
ぶん

 
４ 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

分
ぶん

 

(/年
ねん

) 
120 ⼈

にん
分
ぶん

 180 ⼈
にん

分
ぶん

 240 ⼈
にん

分
ぶん

 
240 ⼈

にん
分
ぶん

 240  ⼈
にん

分
ぶん

 240  ⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：23 ⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

：20 ⼈
にん

分
ぶん

 
45 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

分
ぶん

 

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⺠
みん

間
かん

住
じゅう

宅
たく

あんしん
⼊

にゅう
居
きょ

事
じ

業
ぎょう

  

家
や

賃
ちん

等
とう

の⽀
し

払
はらい

能
のう

⼒
りょく

はあるものの、連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

⼈
にん

が確
かく

保
ほ

できないことなどを
理
り

由
ゆう

に⺠
みん

間
かん

賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

への ⼊
にゅう

居
きょ

に困
こん

窮
きゅう

している 障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

に対
たい

して、 協
きょう

⼒
りょく

不
ふ

動
どう

産
さん

店
てん

による物
ぶっ

件
けん

の 紹
しょう

介
かい

と⺠
みん

間
かん

保
ほ

証
しょう

会
がい

社
しゃ

を利
り

⽤
よう

した家
や

賃
ちん

保
ほ

証
しょう

に
より ⼊

にゅう
居
きょ

の機
き

会
かい

を増
ふ

やします。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

建
けん

築
ちく

局
きょく

、健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

局
きょく

で連
れん

携
けい

を図
はか

りな
がら、⼊

にゅう
居
きょ

者
しゃ

、オ
お

ー
ー

ナ
な

ー
ー

、不
ふ

動
どう

産
さん

店
てん

の
利
り

⽤
よう

促
そく

進
しん

に繋
つな

がるよう、安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

モ
も

デ
で

ル
る

事
じ

業
ぎょう

を開
かい

始
し

し、各
かく

宅
たく

地
ち

建
たて

物
もの

取
とり

引
ひき

業
ぎょう

団
だん

体
たい

の会
かい

議
ぎ

にて制
せい

度
ど

周
しゅう

知
ち

を ⾏
おこな

いました（７団
だん

体
たい

）。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 △ 推
すい

進
しん

 

⺠
みん

間
かん

住
じゅう

宅
たく

⼊
にゅう

居
きょ

の
促
そく

進
しん

 

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

等
とう

から⺠
みん

間
かん

賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

への転
てん

居
きょ

や、その後
ご

の単
たん

⾝
しん

⽣
せい

活
かつ

が安
あん

⼼
しん

して送
おく

れるための仕
し

組
く

みについて検
けん

討
とう

し、実
じっ

施
し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

「精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の住
す

まい検
けん

討
とう

部
ぶ

会
かい

」を
全
ぜん

２回
かい

開催
かいさい

しました。 
住

じゅう
宅
たく

確
かく

保
ほ

要
よう

配
はい

慮
りょ

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

に空
あ

き家
や

等
とう

を活
かつ

⽤
よう

した新
あら

たな 住
じゅう

宅
たく

セ
せ

ー
ー

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

制
せい

度
ど

を検
けん

討
とう

しています。 

⺠
みん

間
かん

住
じゅう

宅
たく

⼊
にゅう

所
しょ

の仕
し

組
く

み検
けん

討
とう

・
実
じっ

施
し

 

検
けん

討
とう

 △ 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

 

⾼齢化
こ う れ い か

・重度化
じ ゅ う ど か

対応
たいおう

のグ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

 

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

の検
けん

証
しょう

・ 

検
けん

討
とう

（⊳の項⽬
こうもく

） 
 

現
げん

在
ざい

実
じっ

施
し

している 重
じゅう

度
ど

化
か

対
たい

応
おう

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

やモ
も

デ
で

ル
る

事
じ

業
ぎょう

の⾼
こう

齢
れい

化
か

対
たい

応
おう

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

の検
けん

証
しょう

を ⾏
おこな

い、今
こん

後
ご

も進
すす

んでいくことが⾒
み

込
こ

まれる 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の⾼
こう

齢
れい

化
か
・重

じゅう
度
ど

化
か

を⾒
み

据
す

えて、⼀
いち

⽇
にち

を通
とお

して安
あん

⼼
しん

できる住
す

まいの確
かく

保
ほ

を
⽬
め

指
ざ

して、持
じ

続
ぞく

的
てき

に実
じつ

現
げん

可
か

能
のう

な住
す

まい
の 形

かたち
を構

こう
築
ちく

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

重度化
じ ゅ う ど か

・⾼齢化
こ う れ い か

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

につい
て、内

ない
部
ぶ

で検討
けんとう

を続
つづ

け、重度化
じ ゅ う ど か

対応
たいおう

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

は平成
へいせい

25年度
ね ん ど

、⾼
こう

齢
れい

化
か

グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

は平成
へいせい

28年
ねん

度
ど

にモ
も

デ
で

ル
る

事
じ

業
ぎょう

を 終
しゅう

了
りょう

し、通
つう

常
じょう

事
じ

業
ぎょう

へ移
い

⾏
こう

しました。 

― ― △ ― 

  

◆⾼齢化
こ う れ い か

・重度化
じ ゅ う ど か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⾼齢化
こ う れ い か

・重度化
じ ゅ う ど か

対応
たいおう

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

改 修
かいしゅう

事業
じぎょう

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を利
り

⽤
よう

する 障
しょう

害
がい

者
しゃ

が
⾼齢
こうれい

になり、それに 伴
ともな

う⾝
しん

体
たい

機
き

能
のう

の
低下等
て い か と う

により、従 来
じゅうらい

のホーム
ほ ー む

の設備
せ つ び

で⽣活
せいかつ

することが困難
こんなん

となる場合
ば あ い

で
も、居 住

きょじゅう
しているホーム

ほ ー む
で安⼼

あんしん
して

⽣活
せいかつ

し続
つづ

けることができるよう、バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

等
とう

改
かい

修
しゅう

に係
かか

る経費
け い ひ

を補
ほ

助
じょ

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

この３か年
ねん

で３ホ
ほ

ー
ー

ム
む

から申
しん

請
せい

があ
り、2ホ

ほ
ー
ー

ム
む

については、ト
と

イ
い

レ
れ

や浴
よく

室
しつ

の改
かい

修
しゅう

、階
かい

段
だん

昇
しょう

降
こう

機
き

の設
せっ

置
ち

を ⾏
おこな

いました。１ホ
ほ

ー
ー

ム
む

については、平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

実
じっ

施
し

予
よ

定
てい

です。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

 

  

取組
とりくみ

２－1 住
す

まい 
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取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

地
ち

活
かつ

ホーム
ほ ー む

の運営
うんえい

 

地
ち

活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

は、地
ち

域
いき

における拠
きょ

点
てん

とし
て設

せっ
置
ち

してきました。これからも、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

に関
かか

わる社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

の 中
ちゅう

⼼
しん

とし
て、より利

り
⽤
よう

しやすい拠
きょ

点
てん

となるよ
う、社

しゃ
会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

⼈
じん

型
がた

・機能
き の う

強化型
きょうかがた

地
ち

活
かつ

ホーム
ほ ー む

の両 ⽅
りょうほう

について、地域
ち い き

におけ
る役割

やくわり
や位置

い ち
付
づ

けを明確
めいかく

にするため、
改

あらた
めて検討

けんとう
し、機能

き の う
の充 実

じゅうじつ
を図

はか
りま

す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

⼈
じん

型
がた

地
ち

活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

について、
地
ち

域
いき

のニーズ
に ー ず

に対
たい

し、区
く

役所
やくしょ

と連携
れんけい

し
て、 柔

じゅう
軟
なん

な事業
じぎょう

展開
てんかい

が ⾏
おこな

えるよう、
制度
せ い ど

を⼀部
い ち ぶ

⾒直
み な お

しました。 
また、役割

やくわり
や位置

い ち
付
づ

けについて、関
かん

係
けい

部
ぶ

署
しょ

と課題
か だ い

を共 有
きょうゆう

するとともに、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

と検討
けんとう

を ⾏
おこな

いました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆地域
ち い き

での⽣活
せいかつ

を⽀
ささ

える仕組
し く

みの充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⽣
せい

活
かつ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の運営
うんえい

 

設
せっ

置
ち

当
とう

初
しょ

の居
い

場
ば

所
しょ

機
き

能
のう

だけではなく、
既
き

存
そん

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を整
せい

理
り
・再

さい
構
こう

築
ちく

した上
うえ

で、早
そう

期
き

対
たい

応
おう

や⽣
せい

活
かつ

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

に来
こ

られない⽅
かた

など、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の相
そう

談
だん

機
き

能
のう

に 重
じゅう

点
てん

を置
お

いた⽀援
し え ん

の 充 実
じゅうじつ

を
図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

相談
そうだん

機能
き の う

に 重 点
じゅうてん

を 置
お

い た ⽀援
し え ん

の
充 実
じゅうじつ

を⽬的
もくてき

に、電話
で ん わ

相談
そうだん

及
およ

び⾷事
しょくじ

サービス
さ ー び す

等
とう

の既存
き そ ん

サービス
さ ー び す

を整理
せ い り

し
ました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

多
た

機
き

能
のう

型
がた

拠
きょ

点
てん

の
整備
せ い び

・運営
うんえい

  

○あ  

重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

など、常
つね

に医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

が必
ひつ

要
よう

な⼈
ひと

やその家
か

族
ぞく

の地
ち

域
いき

での暮
く

らしを⽀
し

援
えん

するため、相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

、⽣
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

、訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

サービス
さ ー び す

及
およ

び
短
たん

期
き

⼊
にゅう

所
しょ

などを⼀
いっ

体
たい

的
てき

に提
てい

供
きょう

でき
る多

た
機
き

能
のう

型
がた

拠
きょ

点
てん

の整備
せ い び

を市
し

内
ない

⽅
ほう

⾯
めん

別
べつ

に進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平成
へいせい

29年
ねん

４⽉
がつ

に瀬⾕
せ や

区
く

に３館⽬
か ん め

の
多機能
た き の う

型
がた

拠点
きょてん

を開所
かいしょ

し、全
ぜん

３か所
しょ

（栄区
さかえく

、都筑
つ づ き

区
く

、瀬⾕
せ や

区
く

）の多機能
た き の う

型
がた

拠点
きょてん

の運営
うんえい

⽀援
し え ん

を ⾏
おこな

っています。 
市内
し な い

４館⽬
か ん め

の整備
せ い び

地
ち

決定
けってい

に向
む

けて
検討
けんとう

を ⾏
おこな

っています。 

開所
かいしょ

２か所
しょ

 

（累計
るいけい

４か

所
しょ

） 

開所
かいしょ

１か所
しょ

 

（累計
るいけい

３か

所
しょ

） 
△ 

開所
かいしょ

３か所
しょ

 

（累計
るいけい

６か

所
しょ

） 

（整備
せ い び

完 了
かんりょう

） 

 

  

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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○福  

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

⽣活
せいかつ

⽀援
し え ん

拠点
きょてん

の整備
せ い び

 

検
けん

討
とう

 検
けん

討
とう

 １か所
しょ

 
２か所

しょ
 18 か所

しょ
 18 か所

しょ
 

実
じっ

績
せき
：検

けん
討
とう

 実
じっ

績
せき
： 検

けん
討
とう

 
検
けん

討
とう

 
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み） 
 

 

  

○福 【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

140,521時
じ

間
かん

 149,710時
じ

間
かん

 159,499時
じ

間
かん

 
124,349時

じ
間
かん

 124,504時
じ

間
かん

 124,659時
じ

間
かん

 実
じっ

績
せき
： 

128,138時
じ

間
かん

 実
じっ

績
せき
： 

124,038時
じ

間
かん

 
122,611
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）時
じ

間
かん

 

6,896 ⼈
にん

分
ぶん

 7,336⼈
にん

分
ぶん

 7,804⼈
にん

分
ぶん

 
7,294⼈

にん
分
ぶん

 7,561⼈
にん

分
ぶん

 7,838⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき
：6,643⼈

にん
分
ぶん

 実
じっ

績
せき
：6,787⼈

にん
分
ぶん

 
6,854

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

分
ぶん

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

42,593 時
じ

間
かん

 45,378時
じ

間
かん

 48,345時
じ

間
かん

 
69,254時

じ
間
かん

 78,288時
じ

間
かん

 88,501時
じ

間
かん

 実
じっ

績
せき
： 
47,540

時
じ

間
かん

 
実
じっ

績
せき
： 
54,193

時
じ

間
かん

 
58,688
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）時
じ

間
かん

 

239⼈
にん

分
ぶん

 254⼈
にん

分
ぶん

 270⼈
にん

分
ぶん

 
409⼈

にん
分
ぶん

 467⼈分
にんぶん

 534⼈分
にんぶん

 
実
じっ

績
せき
：271⼈

にん
分
ぶん

 実
じっ

績
せき
：314⼈

にん
分
ぶん

 
335

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

分
ぶん

 

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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○福 【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

同⾏
どうこう

援護
え ん ご

 

14,649 時
じ

間
かん

 15,607時
じ

間
かん

 16,627時
じ

間
かん

 
16,398時

じ
間
かん

 17,205時
じ

間
かん

 18,052 時
じ

間
かん

 
実
じっ

績
せき
：14,343時

じ
間
かん

 実
じっ

績
せき
：14,896時

じ
間
かん

 
15,527
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）時
じ

間
かん

 

713 ⼈分
にんぶん

 758 ⼈分
にんぶん

 807⼈分
にんぶん

 
798⼈分

にんぶん
 837⼈分

にんぶん
 878 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき
：694⼈分

にんぶん
 実

じっ
績
せき
：726⼈分

にんぶん
 

744
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

⾏
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 

2,833 時
じ

間
かん

 3,018時
じ

間
かん

 3,215時
じ

間
かん

 
12,432時

じ
間
かん

 17,171時
じ

間
かん

 23,716時
じ

間
かん

 
実
じっ

績
せき
：5,281 時

じ
間
かん

 実
じっ

績
せき
：6,517 時

じ
間
かん

 
7,282

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）時
じ

間
かん

 

106 ⼈分
にんぶん

 113 ⼈分
にんぶん

 120⼈分
にんぶん

 
669⼈分

にんぶん
 994⼈分

にんぶん
 1,476⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき
：233⼈分

にんぶん
 実

じっ
績
せき
：303⼈分

にんぶん
 

346
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

短
たん

期
き

⼊
にゅう

所
しょ

 

（福
ふく

祉
し

型
がた

） 

1,007 ⼈分
にんぶん

 1,074⼈分
にんぶん

 1,146⼈分
にんぶん

 
1,000⼈分

にんぶん
 1,000⼈分

にんぶん
 1,000⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき
：934⼈分

にんぶん
 実

じっ
績
せき
：968⼈分

にんぶん
 

987
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

6,251 ⼈
にん

⽇
にち

 6,480⼈
にん

⽇
にち

 6,718⼈
にん

⽇
にち

 
6,000⼈

にん
⽇
にち

 6,000⼈
にん

⽇
にち

 6,000⼈
にん

⽇
にち

 
実
じっ

績
せき
：5,440 ⼈

にん
⽇
にち

 実
じっ

績
せき
：5,552 ⼈

にん
⽇
にち

 
5,115

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

短
たん

期
き

⼊
にゅう

所
しょ

 
（医

い
療

りょう
型
がた

） 

360⼈分
にんぶん

 498 ⼈分
にんぶん

 689⼈分
にんぶん

 
400⼈分

にんぶん
 400⼈分

にんぶん
 400⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき
：266 ⼈分

にんぶん
 実

じっ
績
せき
：300⼈分

にんぶん
 

304
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

 1,937⼈
にん

⽇
にち

 2,619⼈
にん

⽇
にち

 3,541⼈
にん

⽇
にち

 
2,000⼈

にん
⽇
にち

 2,000⼈
にん

⽇
にち

 2,000⼈
にん

⽇
にち

 
実
じっ

績
せき
：1,345 ⼈

にん
⽇
にち

 実
じっ

績
せき
：1,526 ⼈

にん
⽇
にち

 
1,584

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

 

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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○福 【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽇
にっ

中
ちゅう

⼀
いち

時
じ

⽀
し

援
えん

  

411 ⼈分
にんぶん

 411 ⼈分
にんぶん

 411⼈分
にんぶん

 
471⼈分

にんぶん
 479 ⼈分

にんぶん
 487 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき
：457⼈分

にんぶん
 実

じっ
績
せき
：464⼈分

にんぶん
 

493
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

729 回
かい

 729 回
かい

 729回
かい

 
783 回

かい
 796 回

かい
 809 回

かい
 

実
じっ

績
せき
：707回

かい
 実

じっ
績
せき
：749回

かい
 

817
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）回
かい

 

⽇
にち

常
じょう

⽣
せい

活
かつ

 
⽤
よう

具
ぐ

給
きゅう

付
ふ

・
貸
たい

与
よ

（/年
ねん

） 

 65,000件
けん

 65,000件
けん

 65,000件
けん

 
81,000件

けん
 81,000 件

けん
 81,000 件

けん
 

実
じっ

績
せき
：81,008 件

けん
 実

じっ
績
せき
：86,220 件

けん
 

82,900
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）件
けん

 

この 表
ひょう

における単位
た ん い

の 考
かんが

え⽅
かた

は以下
い か

のとおりです。 

・「⼈分
にんぶん

」「回
かい

」…⽉間
げっかん

の利⽤
り よ う

⼈数
にんずう

・回数
かいすう

 
 ・「⼈⽇

にんにち
」…「⽉間

げっかん
の利⽤

り よ う
⼈数
にんずう

」×「⼀⼈
ひ と り

⼀
いっ

か⽉
げつ

あたりの平均
へいきん

利⽤
り よ う

⽇数
にっすう

」 
 ・「時間

じ か ん
」…⽉間

げっかん
のサービス

さ ー び す
提 供
ていきょう

時間
じ か ん

 
（※重度

じゅうど
障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

⽀援
し え ん

は利⽤
り よ う

実績
じっせき

がなく、今後
こ ん ご

の利⽤
り よ う

を⾒込
み こ

んでいません。） 

 

  

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

メ
め

デ
で

ィ
ぃ

カ
か

ル
る

シ
し

ョ
ょ

ー
ー

ト
と

ス
す

テ
て

イ
い

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

 

○あ  

医療的
いりょうてき

ケア
け あ

が必要
ひつよう

な 重 症
じゅうしょう

⼼⾝
しんしん

障
しょう

害
がい

児
じ
・者

しゃ
を、在宅

ざいたく
で介護

か い ご
する家族

か ぞ く
の負担

ふ た ん

軽減
けいげん

と在宅
ざいたく

⽣活
せいかつ

の安定
あんてい

を⽬的
もくてき

として、
⼀時的
い ち じ て き

に 在宅
ざいたく

⽣活
せいかつ

が 困難
こんなん

と な っ た
場合
ば あ い

などに、 病 院
びょういん

での受
う

け⼊
い

れを
実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

事業
じぎょう

開始
か い し

の平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

28
年度
ね ん ど

までの利⽤
り よ う

登録者
とうろくしゃ

数
すう

212⼈
にん

、利⽤
り よ う

延
の

べ⼈数
にんずう

366 ⼈
にん

、利⽤
り よ う

延
の

べ⽇数
にっすう

は
2,805⽇

にち
で、そのうち、家族

か ぞ く
の疾病

しっぺい
に

よる利⽤
り よ う

は 120⼈
にん

でした。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の家
か

族
ぞく

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

○あ  

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

とその家族
か ぞ く

が適切
てきせつ

な関係
かんけい

を保
たも

つため、緊 急
きんきゅう

滞在
たいざい

場所
ば し ょ

を準備
じゅんび

す
るとともに、家族

か ぞ く
が精神

せいしん
疾患
しっかん

について
理解
り か い

を深
ふか

める機会
き か い

を提 供
ていきょう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

に制
せい

度
ど

をより利
り

⽤
よう

しやす
くなるよう改

かい
正
せい

を ⾏
おこな

いました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⾃⽴
じ り つ

⽣活
せいかつ

アシスタント
あ し す た ん と

 ○あ  

地域
ち い き

で単⾝
たんしん

等
とう

で⽣活
せいかつ

する 障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対
たい

して、⾃⽴
じ り つ

⽣活
せいかつ

ア
あ

シ
し

ス
す

タ
た

ン
ん

ト
と

が、その
障 害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえて、具体的
ぐ た い て き

な⽣活
せいかつ

場⾯
ば め ん

での社
しゃ

会
かい

適
てき

応
おう

⼒
りょく

を⾼
たか

める助⾔
じょげん

を
中 ⼼
ちゅうしん

とした⽀援
し え ん

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

⾝
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

で⽀
し

援
えん

が受
う

けられるよう、
各
かく

区
く

で事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

できる体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

を進
すす

め、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

から全
ぜん

区
く

での⽀
し

援
えん

体
たい

制
せい

を整
せい

備
び

しています。 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

 
40 か所

しょ
 

（全
ぜん

区
く

実
じっ

施
し

） 
（現

げん
状

じょう
:36

か所
しょ

） 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

 
40 か所

しょ
 

（全
ぜん

区
く

実
じっ

施
し

） 

○ 推進
すいしん

 

後⾒的
こうけんてき

⽀援
し え ん

制度
せ い ど

 

○あ  

障害者
しょうがいしゃ

本⼈
ほんにん

に 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービ
さ ー び

ス
す

に
係
かか

る⽀援
し え ん

が必要
ひつよう

とされていない時
とき

か
ら関係性

かんけいせい
を持

も
つことにより、「親

おや
亡
な

き
後
あと

も安⼼
あんしん

して地域
ち い き

⽣活
せいかつ

が送
おく

れる仕組
し く

みの構築
こうちく

」を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平成
へいせい

27年度
ね ん ど

、平成
へいせい

28年度
ね ん ど

に、実施
じ っ し

区
く

を
それぞれ２区

く
ずつ増

ふ
やし、全区

ぜ ん く
実
じっ

施
し

と
なりました。 
平成
へいせい

27年度
ね ん ど

：港南区
こ う な ん く

、⻘葉
あ お ば

区
く

 
平成
へいせい

28年度
ね ん ど

：中区
な か く

、瀬⾕区
せ や く

 

全区
ぜ ん く

実施
じ っ し

 
（現状

げんじょう

：14
区
く

） 
全区
ぜ ん く

実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆本⼈
ほんにん

の⽣
せい

活 ⼒
かつりょく

を引
ひ

き出
だ

す⽀援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

消費者
しょうひしゃ

教 育
きょういく

事業
じぎょう

 

○あ  

障害者
しょうがいしゃ

や家族
か ぞ く

及
およ

び⽀援者
し え ん し ゃ

が、商
しょう

品
ひん

・
サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の利⽤
り よ う

及
およ

び契約
けいやく

に関
かか

わる
トラブル
と ら ぶ る

等
とう

を学
まな

ぶことにより、安⼼
あんしん

し
た⽇ 常

にちじょう
⽣活
せいかつ

を送
おく

れるよう、意識
い し き

啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

経済局
けいざいきょく

、 教 育
きょういく

委
い

員
いん

会
かい

事務局
じ む き ょ く

、健康
けんこう

福祉
ふ く し

局
きょく

の３ 局
きょく

が連携
れんけい

し、特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

の⽣徒
せ い と

を対 象
たいしょう

とした出前
で ま え

講座
こ う ざ

を
２校

こう
で実施

じ っ し
しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

○福  

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

【新規
し ん き

】 
⾃
じ

⽴
りつ

⽣
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

 
（仮

か
称

しょう
） 

―― ―― ―― 
国
くに

が事
じ

業
ぎょう

詳
しょう

細
さい

を⽰
しめ

した後
のち

、地
ち

域
いき

の実
じつ

情
じょう

等
とう

を基
もと

に設
せっ

定
てい

します。 

 

  

取組
とりくみ

２－２ 暮
く

らし 
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取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう

  

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

重度
じゅうど

神経
しんけい

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

在宅
ざいたく

⽀援
し え ん

システム
し す て む

の構築
こうちく

 

発 病
はつびょう

か ら 数年
すうねん

で 急 速
きゅうそく

に 進⾏
しんこう

す る
神経
しんけい

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

に 対
たい

す る 在宅
ざいたく

⽀援
し え ん

システム
し す て む

を、専
せん

⾨
もん

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

・在宅
ざいたく

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

等
とう

の保健
ほ け ん

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

と 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

等
とう

との連携
れんけい

により、構築
こうちく

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

診断
しんだん

直後
ちょくご

の筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（A
えー

L
える

S
えす

）の⽅
かた

の⽣
せい

活
かつ

障
しょう

害
がい

⽀
し

援
えん

を⽬
もく

的
てき

に、
早
そう

期
き

介
かい

⼊
にゅう

を試
し

⾏
こう

しました。取
とり

組
くみ

に当
あ

たり、在
ざい

宅
たく

リ
り

ハ
は

ビ
び

リ
り

テ
て

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

事
じ

業
ぎょう

の 紹
しょう

介
かい

を、市
し

内
ない

11 か所
しょ

の医療
いりょう

機
き

関
かん

（診
しん

断
だん

機
き

関
かん

）へ実
じっ

施
し

し、同
どう

時
じ

に区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

へも、早
そう

期
き

介
かい

⼊
にゅう

の必
ひつ

要
よう

性
せい

を伝
つた

えました。診
しん

断
だん

直
ちょく

後
ご

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

の⽀
し

援
えん

を ⾏
おこな

う中
なか

で、⾃
じ

⾝
しん

では気
き

づき
にくい⽣

せい
活
かつ

障
しょう

害
がい

への⽀
し

援
えん

が ⾏
おこな

え、⽣
せい

活
かつ

動
どう

作
さ

の負
ふ

担
たん

を軽
けい

減
げん

することに効果
こ う か

が出て
で

います。診
しん

断
だん

時
じ

の医
い

療
りょう

機
き

関
かん

あ
るいは難

なん
病

びょう
申
しん

請
せい

時
じ

の保
ほ

健
けん

師
し

による在
ざい

宅
たく

リ
り

ハ
は

ビ
び

リ
り

テ
て

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

事
じ

業
ぎょう

への流
なが

れ
ができ始

はじ
めています。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆医療
いりょう

環 境
かんきょう

のさらなる整備
せ い び

 

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう

 



- 39 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

在宅
ざいたく

療 養
りょうよう

計画
けいかく

策定
さくてい

・
評価
ひょうか

事業
じぎょう

 

在宅
ざいたく

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

し、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・
福祉
ふ く し

の各
かく

サービス
さ ー び す

を適切
てきせつ

に提 供
ていきょう

する
ために、関係者

かんけいしゃ
が合同

ごうどう
でサービス

さ ー び す
内容
ないよう

を検討
けんとう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

は、実
じっ

施
し

はありません。 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

は、旭
あさひ

区
く

で１件
けん

実
じっ

施
し

しま
した。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

は、 旭
あさひ

区
く

・ 

港
こう

北
ほく

区
く

で 

実
じっ

施
し

 

△ 推進
すいしん

 

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

⼀時
い ち じ

⼊ 院
にゅういん

事業
じぎょう

 

医療
いりょう

依存度
い ぞ ん ど

の⾼
たか

い難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

が介助者
かいじょしゃ

の事情
じじょう

により、在宅
ざいたく

で介助
かいじょ

を受
う

けるこ
とが困難

こんなん
になった場合

ば あ い
、⼀時的

い ち じ て き
に

⼊ 院
にゅういん

できるようにします。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

現
げん

在
ざい

は７ 病
びょう

院
いん

、５ 病
びょう

床
しょう

にて受
うけ

⼊
いれ

を
実
じっ

施
し

しています。 
平成
へいせい

27年度
ね ん ど

延利⽤
の べ り よ う

⽇数
にっすう

：920⽇
にち

 
平成
へいせい

28年度
ね ん ど

延利⽤
の べ り よ う

⽇数
にっすう

：840⽇
にち

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年度
ね ん ど

延利⽤
の べ り よ う

⽇数
にっすう

 

：970⽇
にち

 
（⾒

み
込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

健康
けんこう

ノート
の ー と

 

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が⾃分
じ ぶ ん

の住
す

む地域
ち い き

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受診
じゅしん

する際
さい

に活⽤
かつよう

できる「健康
けんこう

ノート
の ー と

」について、あり⽅
かた

を検討
けんとう

しま
す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

在
ざい

庫
こ
・配

はい
付
ふ

状
じょう

況
きょう

の 調
ちょう

査
さ

を ⾏
おこな

ったほ
か、 障

しょう
害
がい

関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

へのヒ
ひ

ア
あ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

を
実
じっ

施
し

しました。 

あり⽅
かた

の
検討
けんとう

 
検
けん

討
とう

 △ 
検討
けんとう

結果
け っ か

 
による 

医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 ○あ  

疾病
しっぺい

や障 害
しょうがい

のある⼩児
しょうに

及
およ

び 重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の⽀援
し え ん

に必
ひつ

要
よう

な知識
ち し き

・
技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

り、障 害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医
い

療
りょう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための
研 修
けんしゅう

を実
じっ

施
し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

や福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

等
とう

に勤
きん

務
む

する看
かん

護
ご

師
し

を対
たい

象
しょう

に「 ⼩
しょう

児
に

訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

・ 重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

者
しゃ

研
けん

修
しゅう

」を毎
まい

年
ねん

度
ど

実
じっ

施
し

しています。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で
働

はたら
く看護師

か ん ご し
の⽀援

し え ん
 

○あ  

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く 看護師
か ん ご し

の
定 着
ていちゃく

に向
む

けた⽀援
し え ん

を ⾏
おこな

うとともに、
確保
か く ほ

の⽅策
ほうさく

について検
けん

討
とう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

地
ち

活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

に⻭
し

科
か

医
い

師
し

を派
は

遣
けん

し、 ⾷
しょく

事
じ

場
ば

⾯
めん

において、 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

の現
げん

場
ば

に
即
そく

した助
じょ

⾔
げん

指
し

導
どう

や研
けん

修
しゅう

を実
じっ

施
し

してい
ます。 
また、地

ち
活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

や多
た

機
き

能
のう

型
がた

拠
きょ

点
てん

で
働

はたら
く看

かん
護
ご

師
し

を対
たい

象
しょう

とした会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

し、課
か

題
だい

の 共
きょう

有
ゆう

やネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

づ
くりを ⾏

おこな
っています。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

 
⼊

にゅう
院
いん

時
じ

コミュニケ
こ み ゅ に け

ーシ
し

ョン
ょ ん

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

○あ  

⼊院先
にゅういんさき

医療
いりょう

機関
き か ん

の医師
い し

・看護師
か ん ご し

等
とう

と
の 意思

い し
疎通
そ つ う

が ⼗ 分
じゅうぶん

に 図
はか

れ な い
障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

を 対 象
たいしょう

に、 ⼊
にゅう

院
いん

先
さき

に
コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

⽀
し

援
えん

員
いん

を派遣
は け ん

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

実績
じっせき

 
派
は

遣
けん

件
けん

数
すう

：25件
けん

 
総
そう

派
は

遣
けん

時
じ

間
かん

：995時
じ

間
かん

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

実績
じっせき

 
派
は

遣
けん

件
けん

数
すう

：67件
けん

 
総
そう

派
は

遣
けん

時
じ

間
かん

：1,081時
じ

間
かん

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
派
は

遣
けん

件
けん

数
すう

 
：40件

けん
 

（⾒
み

込
こ

み） 
 

総
そう

派
は

遣
けん

時
じ

間
かん

 

：1,080時
じ

間
かん

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

肺炎
はいえん

球 菌
きゅうきん

ワクチン
わ く ち ん

接種
せっしゅ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 ○あ  

肺炎
はいえん

にり患
かん

した場合
ば あ い

に危
き

険
けん

性
せい

が⾼
たか

い
内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

の⾝
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⼿
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

に対
たい

し、引
ひ

き続
つづ

き 23価
か

肺
はい

炎
えん

球
きゅう

菌
きん

ワ
わ

ク
く

チ
ち

ン
ん

接
せっ

種
しゅ

費
ひ

⽤
よう

の⼀部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

成
せい

⼈
じん

⽤
よう

肺
はい

炎
えん

球
きゅう

菌
きん

ワ
わ

ク
く

チ
ち

ン
ん

事
じ

業
ぎょう

の開
かい

始
し

を踏
ふ

まえ、年
ねん

齢
れい

の 上
じょう

限
げん

設
せっ

定
てい

と、対
たい

象
しょう

となる⾝
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⼿
て

帳
ちょう

（内
ない

部
ぶ

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

）所
しょ

有
ゆう

者
しゃ

の等
とう

級
きゅう

による制
せい

限
げん

を
撤
てっ

廃
ぱい

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

医療
いりょう

機関
き か ん

連携
れんけい

事業
じぎょう

 

○あ  

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が⾝近
み ぢ か

な地域
ち い き

で適切
てきせつ

な医療
いりょう

が受
う

けられる環 境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

する
ため、 障 害

しょうがい
特性
とくせい

等
とう

を理解
り か い

し適切
てきせつ

な
医療
いりょう

を提 供
ていきょう

できる医療
いりょう

機関
き か ん

を増
ふ

やし
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

専
せん

⾨
もん

外
がい

来
らい

を、３ 病
びょう

院
いん

で開
かい

設
せつ

しました。（横
よこ

浜
はま

相
あい

原
はら

病
びょう

院
いん

・紫
し

雲
うん

会
かい

横
よこ

浜
はま

病
びょう

院
いん

・港
こう

北
ほく

病
びょう

院
いん

）また、市
し

内
ない

医
い

療
りょう

提
てい

供
きょう

施
し

設
せつ

の医
い

療
りょう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした「医
い

療
りょう

安
あん

全
ぜん

研
けん

修
しゅう

会
かい

」において、
障

しょう
害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

に係
かか

る講
こう

演
えん

を ⾏
おこな

いまし
た。 

推進
すいしん

 

４ 病
びょう

院
いん

で

開
かい

設
せつ

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

メディカルショー
め で ぃ か る し ょ ー

トステイシステム
と す て い し す て む

 
【再掲

さいけい
】○あ  

医療的
いりょうてき

ケア
け あ

が必要
ひつよう

な 重 症
じゅうしょう

⼼⾝
しんしん

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と在宅
ざいたく

⽣活
せいかつ

の安定
あんてい

を⽬的
もくてき

として、
⼀時的
い ち じ て き

に 在宅
ざいたく

⽣活
せいかつ

が 困難
こんなん

と な っ た
場合
ば あ い

などに病 院
びょういん

での受
うけ

⼊
い

れを実施
じ っ し

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

事
じ

業
ぎょう

開
かい

始
し

の平
へい

成
せい

24年
ねん

度
ど

から平
へい

成
せい

28
年
ねん

度
ど

までの利
り

⽤
よう

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

212⼈
にん

、利
り

⽤
よう

延
の

べ⼈
にん

数
ずう

366 ⼈
にん

、利
り

⽤
よう

延
の

べ⽇
にっ

数
すう

は
2,805⽇

にち
で、そのうち、家

か
族
ぞく

の疾
しっ

病
ぺい

に
よる利

り
⽤
よう

は 120⼈
にん

でした。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

在宅
ざいたく

療養児
りょうようじ

の地域
ち い き

⽣活
せいかつ

を⽀
ささ

えるネッ
ね っ

トワーク
と わ ー く

連絡会
れんらくかい

 

障害児・者
しょうがいじ  しゃ

の医療
いりょう

（⼊ 院
にゅういん

・在
ざい

宅
たく

）に関
かか

わる医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

を 中
ちゅう

⼼
しん

に、福祉
ふ く し

・
教 育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

を対 象
たいしょう

として、在宅
ざいたく

⽀援
し え ん

に必要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

交換
こうかん

や⼈的
じんてき

交 流
こうりゅう

を通
つう

じて、 障
しょう

害
がい

理
り

解
かい

を促進
そくしん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

が中
ちゅう

⼼
しん

となり、障
しょう

害
がい

児
じ

・
者
しゃ

の⽣
せい

活
かつ

を⽀
ささ

える上
うえ

での課
か

題
だい

及
およ

び取
とり

組
くみ

等
とう

の 情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

などを実
じっ

施
し

し、⽀
し

援
えん

の促
そく

進
しん

に努
つと

めました。 
多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れん

携
けい

の勉
べん

強
きょう

会
かい

の実
じっ

績
せき

 
平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

：2回
かい

、参
さん

加
か

者
しゃ

647⼈
にん

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

：２回
かい

、参
さん

加
か

者
しゃ

337⼈
にん

 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

医療
いりょう

機関
き か ん

ネットワ
ね っ と わ

ー
ー

ク
く

等
とう

の構築
こうちく

 

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

⽣活
せいかつ

を⽀
ささ

えるための
医療
いりょう

機関
き か ん

の⽀援
し え ん

体制
たいせい

とネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

を検討
けんとう

し、構築
こうちく

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

重
じゅう

⼼
しん

障
しょう

害
がい

児
じ
・者

しゃ
が必

ひつ
要
よう

としている医
い

療
りょう

等
とう

を把
は

握
あく

するためのア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

調
ちょう

査
さ

を平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

に実
じっ

施
し

しました。
（860⼈

にん
回
かい

答
とう

） 
この結

けっ
果
か

を活
かつ

⽤
よう

し、こども⻘
せい

少
しょう

年
ねん

局
きょく

、健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

局
きょく

、医
い

療
りょう

局
きょく

の関
かん

係
けい

３
局

きょく
で構

こう
成
せい

する 庁
ちょう

内
ない

会
かい

議
ぎ

を設
せっ

置
ち

し、医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

を要
よう

する 障
しょう

害
がい

児
じ
・者

しゃ
の⽣

せい
活
かつ

を⽀
ささ

えるための⽀
し

援
えん

体
たい

制
せい

の構
こう

築
ちく

を検
けん

討
とう

しています。 

実態
じったい

把握
は あ く

及
およ

び医
い

療
りょう

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

検
けん

討
とう

と構
こう

築
ちく

 

検
けん

討
とう

 ○ 推進
すいしん

 

⻭
し

科
か

保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

 
(⼼

しん
⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ
・者

しゃ
⻭
し

科
か

診
しん

療
りょう

） 

⻭科
し か

診 療
しんりょう

の機会
き か い

に恵
めぐ

まれない⼼⾝
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

に対
たい

する⻭科
し か

治療
ちりょう

の確保
か く ほ

を、引
ひ

き続
つづ

き、図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

横
よこ

浜
はま

市
し

⻭
し

科
か

保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

⻭
し

科
か

診
しん

療
りょう

実
じっ

績
せき

 
平成
へいせい

27年
ねん

 9,773件
けん

 
平成
へいせい

28年
ねん

 9,797件
けん

 
横
よこ

浜
はま

市
し

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

者
しゃ

⻭
し

科
か

診
しん

療
りょう

事
じ

業
ぎょう

協
きょう

⼒
りょく

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

 
210 か所

しょ
（平

へい
成
せい

29年
ねん

３⽉
がつ

末
まつ

） 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
⻭
し

科
か

診
しん

療
りょう

実
じっ

績
せき

 

：9,545件
けん

 

（⾒
み

込
こ

み） 

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

協
きょう

⼒
りょく

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

 
：210 か所

しょ
 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

 

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

【新
しん

規
き

】 
医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

児
じ

・者
しゃ

等
とう

の⽀
し

援
えん

のための
関
かん

係
けい

機
き

関
かん

の 協
きょう

議
ぎ

の
場
ば

の設
せっ

置
ち

 

医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

児
じ

・者
しゃ

等
とう

が適
てき

切
せつ

な⽀
し

援
えん

を
受
う

けられるよう、平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

末
まつ

まで
に、保

ほ
健
けん

・医
い

療
りょう

・ 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

・保
ほ

育
いく

・
教

きょう
育
いく

等
とう

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

が連
れん

携
けい

を図
はか

るため
の 協

きょう
議
ぎ

の場
ば

を設置
せ っ ち

します。 

― ― ― 推
すい

進
しん

 

 

○児 【⾒
み

込
こ

み】 

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

【新
しん

規
き

】 
医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

児
じ
・者

しゃ
等
とう

に対
たい

する
関
かん

連
れん

分
ぶん

野
や

の⽀
し

援
えん

を 調
ちょう

整
せい

する
コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

の配
はい

置
ち

 

準備
じゅんび

 １⼈
にん

 １ ⼈
にん

 

 

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

参加
さ ん か

しやすい健康
けんこう

づくり事業
じぎょう

の検討
けんとう

（⊳の項⽬
こうもく

） 

本市
ほ ん し

が⽬指す
め ざ  

健康
けんこう

寿 命
じゅみょう

⽇本⼀
に ほ ん い ち

に
向けて
む   

、健康
けんこう

スタンプラリー
す た ん ぷ ら り ー

のように
障害者
しょうがいしゃ

も楽
たの

しみながら健康
けんこう

づくりに
取
と

り組
く

めるよう、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

とも
協 ⼒

きょうりょく
しながら、障 害

しょうがい
特性
とくせい

等
とう

にも
配慮
はいりょ

した健康
けんこう

づくり・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

事業
じぎょう

を
検討
けんとう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

の 周
しゅう

知
ち

活
かつ

動
どう

、ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

や初
しょ

級
きゅう

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

指
し

導
どう

員
いん

研
けん

修
しゅう

会
かい

等
とう

の実
じっ

施
し

をとおして、⽀
し

援
えん

者
しゃ

・指
し

導
どう

者
しゃ

の⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

めています。 

― ― △ ― 

 
健康
けんこう

づくり環 境
かんきょう

の
整備
せ い び

 
（⊳の項⽬

こうもく
） 

障 害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した横浜
よこはま

ラポール
ら ぽ ー る

の
スタッフ
す た っ ふ

等
とう

の⼈的
じんてき

資源
し げ ん

や専⽤
せんよう

設備
せ つ び

を
有
ゆう

する関
かん

連
れん

施
し

設
せつ

を⽣
い

かし、障害者
しょうがいしゃ

に
必要
ひつよう

な体 ⼒
たいりょく

づくりや
リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

が地域
ち い き

で ⾏
おこな

える
よう、地域

ち い き
の⼈

じん
材
ざい

育成
いくせい

も含
ふく

めた環 境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

の 周
しゅう

知
ち

活
かつ

動
どう

、ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

や初
しょ

級
きゅう

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

指
し

導
どう

員
いん

研
けん

修
しゅう

会
かい

等
とう

の実
じっ

施
し

をとおして、⽀
し

援
えん

者
しゃ

・指
し

導
どう

者
しゃ

の⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

めています。 

― ― △ ― 

 

  

◆参加
さ ん か

しやすい健康
けんこう

づくり施策
し さ く

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

精
せい

神
しん

科
か

救
きゅう

急
きゅう

 
医
い

療
りょう

対
たい

策
さく

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾患
しっかん

の 急 激
きゅうげき

な 発 症
はっしょう

や精神
せいしん

症
しょう

状
じょう

の悪化
あ っ か

などで、早 急
さっきゅう

に適
てき

切
せつ

な精
せい

神
しん

科
か

医
い

療
りょう

を必要
ひつよう

とする場合
ば あ い

に、精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

法
ほう

に基
もと

づく診
しん

察
さつ

や 病
びょう

院
いん

の 紹
しょう

介
かい

を
⾏

おこな
うとともに、必

ひつ
要
よう

な医
い

療
りょう

施
し

設
せつ

を確
かく

保
ほ

すること等
とう

により、 救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
じゃ

の円
えん

滑
かつ

な医
い

療
りょう

及
およ

び保
ほ

護
ご

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

切
き

れ⽬
め

が ⽣
しょう

じやすかった⼣
ゆう

⽅
がた

の時
じ

間
かん

において市
し

内
ない

病
びょう

院
いん

の輪
りん

番
ばん

制
せい

を 強
きょう

化
か

し、⼣
ゆう

⽅
がた

から夜
や

間
かん

に対
たい

応
おう

できる 病
びょう

院
いん

を配
はい

置
ち

しました。 
また、精

せい
神
しん

科
か

救
きゅう

急
きゅう

⼊
にゅう

院
いん

料
りょう

を取
しゅ

得
とく

し
た 病

びょう
院
いん

の精
せい

神
しん

科
か

救
きゅう

急
きゅう

に係
かか

る指
し

針
しん

を
作
さく

成
せい

しました。（現
げん

在
ざい

横
よこ

浜
はま

市
し

内
ない

７施
し

設
せつ

が取
しゅ

得
とく

） 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

には、深
しん

夜
や

帯
たい

に受
う

け⼊
い

れ
を ⾏

おこな
う⺠

みん
間
かん

病
びょう

院
いん

を 週
しゅう

5回
かい

に増
ふ

や
し、平

へい
成
せい

29年
ねん

度
ど

には、毎
まい

⽇
にち

通
つう

年
ねん

稼
か

働
どう

と
しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆ 救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

精神
せいしん

疾患
しっかん

を合
がっ

併
ぺい

す
る⾝

しん
体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
じゃ

の 救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾患
しっかん

を合併
がっぺい

する⾝体
しんたい

救 急
きゅうきゅう

患者
かんじゃ

を適切
てきせつ

な医療
いりょう

機関
き か ん

へ円滑
えんかつ

に搬
はん

送
そう

でき
るよう、 救 急

きゅうきゅう
医療
いりょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

しま
す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

のうち特
とく

定
てい

症
しょう

状
じょう

をもつ⾝
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
じゃ

に対
たい

応
おう

する 病
びょう

院
いん

群
ぐん

につ
いて、平

へい
成
せい

28年
ねん

度
ど

末
まつ

現
げん

在
ざい

で２ 病
びょう

院
いん

が
体
たい

制
せい

に参
さん

画
かく

しています。 

推進
すいしん

 

特
とく

定
てい

症
しょう

状
じょう

対
たい

応
おう

病
びょう

院
いん

数
すう

 

：２ 病
びょう

院
いん

 

○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

３－1 健康
けんこう

・医療
いりょう
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取組
とりくみ

３－２ バリアフリー
ば り あ ふ り ー

  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

市⺠
し み ん

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

へ 
向
む

けた普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

⾼齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を含
ふく

む全
すべ

ての⼈
ひと

が
相互
そ う ご

に交 流
こうりゅう

し、⽀
ささ

え合
あ

うとともに、
安全
あんぜん

かつ円滑
えんかつ

に建物
たてもの

や設備
せ つ び

を利⽤
り よ う

す
るためには、障 害

しょうがい
への正

ただ
しい理解

り か い
が

必要
ひつよう

なため、広
ひろ

く市⺠
し み ん

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

へ向
む

けた普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

※ 取組
とりくみ

１－１の普及
ふきゅう

・啓発内
けいはつない

で対応
たいおう

していきます。 

― ― ○ ― 

  

◆バリアフリー
ば り あ ふ り ー

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

の促進
そくしん

 

取組
とりくみ

３－２ バリアフリー
ば り あ ふ り ー
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

福祉
ふ く し

のまちづくり
条 例
じょうれい

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

｢横浜
よこはま

に関
かか

わる全
すべ

ての⼈
ひと

がお互
たが

いを
尊 重
そんちょう

し、助
たす

け合
あ

う、⼈
ひと

の優
やさ

しさにあ
ふれたまちづくり｣を実現

じつげん
するため、

ハード
は ー ど

（施設
し せ つ

・設備
せ つ び

の整備
せ い び

）とソフト
そ ふ と

（思
おも

いやりの ⼼
こころ

の育成
いくせい

）を⼀体的
いったいてき

に
取
と

り組
く

み、福祉
ふ く し

のまちづくりを推進
すいしん

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

⼦
こ

ども向
む

けリ
り

ー
ー

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

の配
はい

布
ふ

や、
職

しょく
員
いん

等
とう

を対
たい

象
しょう

とした研
けん

修
しゅう

の開
かい

催
さい

な
どにより、福

ふく
祉
し

のまちづくりを推
すい

進
しん

し
ました。 
平
へい

成
せい

24年
ねん

12⽉
がつ

に福
ふく

祉
し

のまちづくり
条

じょう
例
れい

を改
かい

正
せい

し、 条
じょう

例
れい

に基
もと

づく事
じ

前
ぜん

協
きょう

議
ぎ

や設
せっ

計
けい

相
そう

談
だん

等
とう

に対
たい

応
おう

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の 
バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

化
か

 

誰
だれ

もが移
い

動
どう

しやすい環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

の⼀
いっ

環
かん

として、鉄
てつ

道
どう

駅
えき

舎
しゃ

へのエ
え

レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

等
とう

の設置
せ っ ち

及
およ

びノ
の

ン
ん

ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

バ
ば

ス
す

の導
どう

⼊
にゅう

促
そく

進
しん

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

駅
えき

舎
しゃ

エ
え

レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

設
せっ

置
ち

について、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

で、市
し

内
ない

157駅
えき

中
ちゅう

149
駅
えき

が段
だん

差
さ

解
かい

消
しょう

済
ず

みで、進
しん

捗
ちょく

率
りつ

は、
94.9 ％

ぱーせんと
です。 

ノ
の

ン
ん

ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

バ
ば

ス
す

導
どう

⼊
にゅう

について、平
へい

成
せい

24年
ねん

度
ど

より、市
し

内
ない

⺠
みん

営
えい

バ
ば

ス
す

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の導
どう

⼊
にゅう

に際
さい

する補
ほ

助
じょ

を再
さい

開
かい

し、平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

は 50台
だい

、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

は 24台
だい

を補
ほ

助
じょ

対
たい

象
しょう

としました。 

推進
すいしん

 

鉄
てつ

道
どう

駅
えき

舎
しゃ

へ
のエ

え
レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

等
とう

の設
せっ

置
ち
：96 ％

ぱーせんと

（対
たい

象
しょう

は
１⽇

にち
の利

り
⽤
よう

者
しゃ

3,000⼈
にん

以
い

上
じょう

の駅
えき

） 

ノ
の

ン
ん

ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

バ
ば

ス
す

導
どう

⼊
にゅう

率
りつ

：69

％
ぱーせんと

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 

鉄
てつ

道
どう

駅
えき

舎
しゃ

へ
のエ

え
レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

等
とう

の設
せっ

置
ち

：100
％

ぱーせんと
（対

たい

象
しょう

は１⽇
にち

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

3,000⼈
にん

以
い

上
じょう

の駅
えき

） 
ノ
の

ン
ん

ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

バ
ば

ス
す

導
どう

⼊
にゅう

率
りつ

：70
％

ぱーせんと
 

 

◆さらなるバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

３－２ バリアフリー
ば り あ ふ り ー
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

の 
推
すい

進
しん
（バ

ば
リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

の検
けん

討
とう

・ 
策
さく

定
てい

） 

駅
えき

を 中 ⼼
ちゅうしん

とした地区
ち く

などを 対 象
たいしょう

と
して、バリアフリー

ば り あ ふ り ー
法
ほう

に基
もと

づき、まち
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
化
か

の⽅針
ほうしん

・計画
けいかく

である
「バリア

ば り あ
フリー
ふ り ー

基本
き ほ ん

構想
こうそう

」の策定
さくてい

を、
引
ひ

き続
つづ

き、進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

末
まつ

までに、各
かく

区
く

１地
ち

区
く

、全
ぜん

18地
ち

区
く

26駅
えき

を含
ふく

む地
ち

区
く

でバ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

の策
さく

定
てい

を完
かん

了
りょう

しました。 

各区
か く く

の主要
しゅよう

駅
えき

への策定
さくてい

（18地区
ち く

）
完 了
かんりょう

 

平
へい

成
せい

29年度
ね ん ど

 

バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

の策
さく

定
てい

 

：18地
ち

区
く

 

○ 
未策定
み さ く て い

地区
ち く

の新規
し ん き

策定
さくてい

等
とう

を推進
すいしん

 

バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

の 
推
すい

進
しん
（バ

ば
リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

歩
ほ

⾏
こう

空
くう

間
かん

の整
せい

備
び

） 

駅
えき

周 辺
しゅうへん

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

化
か

を推進
すいしん

する
ため、バリアフリー

ば り あ ふ り ー
基本
き ほ ん

構想
こうそう

に基
もと

づ
き、道路

ど う ろ
のバリ

ば り
アフリー
あ ふ り ー

化
か

を、引
ひ

き続
つづ

き、進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

整備
せ い び

延 ⻑
えんちょう

の累計
るいけい

 
平成
へいせい

27年度
ね ん ど

：33.5 k
きろ

m
めーとる

 
平成
へいせい

28年度
ね ん ど

：37.6 k m
きろめーとる

 

バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

化
か

整
せい

備
び

延
えん

⻑
ちょう

累
るい

計
けい

 
36ｋ

きろ
ｍ

めーとる
 

平
へい

成
せい

29年度
ね ん ど

 

：累
るい

計
けい

39.6

ｋ
きろ

ｍ
めーとる

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 

バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

化
か

整
せい

備
び

延
えん

⻑
ちょう

累
るい

計
けい

 
42ｋ

きろ
ｍ

めーとる
 

横
よこ

浜
はま

市
し

公
こう

共
きょう

サ
さ

イ
い

ン
ん

ガ
が

イ
い

ド
ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

の 
改
かい

訂
てい

 

公 共
こうきょう

機関
き か ん

により設置
せ っ ち

される歩
ほ

⾏者⽤
こうしゃよう

案内
あんない

・誘導
ゆうどう

サイン
さ い ん

の規格
き か く

や表⽰
ひょうじ

内容
ないよう

等
とう

の統⼀
とういつ

を図
はか

るためのガイドライン
が い ど ら い ん

を
改訂
かいてい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

東 京
とうきょう

オ
お

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

・パラリンピック
ぱ ら り ん ぴ っ く

の動
どう

向
こう

を踏
ふ

まえた 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を進
すす

め
ました。 

改訂
かいてい

ガイド
が い ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

の運
うん

⽤
よう

推
すい

進
しん

 
検
けん

討
とう

 △ 
改訂
かいてい

ガイド
が い ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

の運
うん

⽤
よう

推
すい

進
しん

 

  

取組
とりくみ

３－２ バリアフリー
ば り あ ふ り ー
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

学
がっ

校
こう

施
し

設
せつ

の 
バ
ば

リ
り

ア
あ

フ
ふ

リ
り

ー
ー

 

エレベーター
え れ べ ー た ー

の整備
せ い び

など、学校
がっこう

施設
し せ つ

の
バリアフリー
ば り あ ふ り ー

化
か

を進
すす

め、障害児
しょうがいじ

が学
まな

び
やすい環 境

かんきょう
を整備

せ い び
します。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
⾞

くるま
いす利

り
⽤
よう

等
とう

の児
じ

童
どう

・⽣
せい

徒
と

が在
ざい

籍
せき

し
ているがエ

え
レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

が未
み

整
せい

備
び

であ
る学

がっ
校
こう

に、エ
え

レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

を整
せい

備
び

してい
ます。 
整
せい

備
び

校
こう

数
すう

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

： 
⼩

しょう
・中

ちゅう
・義

ぎ
務
む

教
きょう

育
いく

学
がく

校
こう

487校
こう

中
ちゅう

163
校
こう

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
⼩

しょう
・中

ちゅう
・義

ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

：487校
こう

中
ちゅう

174校
こう

 
（⾒

み
込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

３－２ バリアフリー
ば り あ ふ り ー
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取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

  

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障害者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

対策
たいさく

事業
じぎょう

 
（普及

ふきゅう
・啓発

けいはつ
） 

市⺠
し み ん

向
む

けのリーフレット
り ー ふ れ っ と

作成
さくせい

等
とう

によ
り広報

こうほう
を ⾏

おこな
います。 

また、これまでの虐 待
ぎゃくたい

事例
じ れ い

を検
けん

証
しょう

し
た上

うえ
で、障 害

しょうがい
福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の事
じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

を対 象
たいしょう

とした研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・市
し

⺠
みん

向
む

けの啓
けい

発
はつ

チ
ち

ラ
ら

シ
し

を作
さく

成
せい

しまし
た。（平

へい
成
せい

29年
ねん

３⽉
がつ

） 
・事

じ
業

ぎょう
者
しゃ

等
とう

を対
たい

象
しょう

とした研
けん

修
しゅう

を実
じっ

施
し

しました。 
・平

へい
成
せい

29年
ねん

度
ど

以
い

降
こう

に実施
じ っ し

する事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

等
とう

を対
たい

象
しょう

とした、内
ない

容
よう

を拡
かく

充
じゅう

した
虐

ぎゃく
待
たい

防
ぼう

⽌
し

研
けん

修
しゅう

（国
くに

が実
じっ

施
し

する研
けん

修
しゅう

を踏
ふ

まえたもの）に向
む

けて、必
ひつ

要
よう

な 調
ちょう

整
せい

等
とう

を ⾏
おこな

いました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

◆障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防⽌
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

施
し

⾏
こう

に向
む

けた対
たい

応
おう

 

本市
ほ ん し

の今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

について、 障
しょう

害
がい

当事者
と う じ し ゃ

、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

等
とう

で構
こう

成
せい

する会議
か い ぎ

において検討
けんとう

します。また、会議
か い ぎ

の
検討
けんとう

結果
け っ か

をもとに、具
ぐ

体
たい

的
てき

な取組
とりくみ

を
推進
すいしん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

検
けん

討
とう

部
ぶ

会
かい

」
において、障

しょう
害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の施
し

⾏
こう

に 伴
ともな

って本
ほん

市
し

が ⾏
おこな

うべきことを検
けん

討
とう

いただき、平成
へいせい

27年
ねん

11⽉
がつ

にまとめ
としての提

てい
⾔
げん

を受
う

けました。 
・検

けん
討
とう

部
ぶ

会
かい

の提
てい

⾔
げん

を受
う

け、平成
へいせい

28年
ねん

２
⽉
がつ

に本
ほん

市
し

の取
とり

組
くみ

の 考
かんが

え⽅
かた

や取
とり

組
くみ

の内
ない

容
よう

を⽰
しめ

した取
とり

組
くみ

指
し

針
しん

を策
さく

定
てい

しました。 

平成
へいせい

27年度
ね ん ど

検討
けんとう

の上
うえ

、 
取組
とりくみ

を推進
すいしん

 

取
とり

組
くみ

指
し

針
しん

を
策
さく

定
てい

 
○ ― 

  

◆障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解 消 法
かいしょうほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

市
し

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の策定
さくてい

及
およ

び周知
しゅうち

 

本市
ほ ん し

職 員
しょくいん

が適切
てきせつ

な対応
たいおう

を ⾏
おこな

ってい
くための指針

し し ん
として、差別的

さ べ つ て き
取
とり

扱
あつか

い
となり得

え
る事例

じ れ い
や、合理的

ご う り て き
な配慮

はいりょ
の

好事例
こ う じ れ い

等
とう

を含
ふく

む対応
たいおう

要
よう

領
りょう

を策定
さくてい

し、
市
し

職 員
しょくいん

への周知
しゅうち

及
およ

び浸透
しんとう

を図
はか

りま
す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・市
し

職
しょく

員
いん

対
たい

応
おう

要
よう

領
りょう

を策
さく

定
てい

し、各
かく

区
く

局
きょく

向
む

けに 周
しゅう

知
ち

しました。 
・全

ぜん
職

しょく
員
いん

を対
たい

象
しょう

とした研
けん

修
しゅう

（ｅ
いー

ラ
ら

ー
ー

ニ
に

ン
ん

グ
ぐ

）を継続的
けいぞくてき

に実
じっ

施
し

しています。 
・各

かく
区
く

局
きょく

等
とう

においても 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

をテ
て

ー
ー

マ
ま

とした研
けん

修
しゅう

を実施
じ っ し

して
います。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

市⺠
し み ん

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

障 害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の 解 消
かいしょう

に当
あ

たっては、市⺠
し み ん

の⽅々
かたがた

に関⼼
かんしん

と理解
り か い

を
深
ふか

めていただくことが何
なに

よりも⼤切
たいせつ

であることから、市⺠
し み ん

向
む

けの広報
こうほう

及
およ

び
啓発
けいはつ

活動
かつどう

を効果
こ う か

的
てき

に実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・広
こう

報
ほう

よこはまへの記
き

事
じ

掲
けい

載
さい

による
周

しゅう
知
ち

・啓
けい

発
はつ

を ⾏
おこな

いました。 
・主

おも
に知

ち
的
てき

障
しょう

害
がい

のある⼈
ひと

を対
たい

象
しょう

とし
た啓

けい
発
はつ

資
し

料
りょう

（すごろく）を作
さく

成
せい

・配
はい

布
ふ

しました。 
・「 障

しょう
害
がい

のある⼈
ひと

と 障
しょう

害
がい

のない⼈
ひと

の
交
こう

流
りゅう

を通
とお

した啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

」を実
じっ

施
し

して
います。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

相談
そうだん

体制
たいせい

等
とう

の整備
せ い び

 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

に関
かん

する相談
そうだん

、紛争
ふんそう

の
防⽌
ぼ う し

等
とう

のための体制
たいせい

を整備
せ い び

するとと
もに、その周知

しゅうち
を図

はか
ります。また、相談

そうだん

及び
お よ  

紛争
ふんそう

の防⽌
ぼ う し

等
とう

を地域
ち い き

において
推進
すいしん

するための地
ち

域
いき

協
きょう

議会
ぎ か い

を組織
そ し き

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・広
こう

報
ほう

よこはま等
とう

で、相
そう

談
だん

対
たい

応
おう

に関
かん

す
る 周

しゅう
知
ち

を ⾏
おこな

いました。 
・「横

よこ
浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

⽀
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」を設
せっ

置
ち

し、相
そう

談
だん

事
じ

例
れい

の 共
きょう

有
ゆう

を図
はか

るとともに、相
そう

談
だん

対
たい

応
おう

に関
かん

する検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

っています。 
・相談

そうだん
対応
たいおう

によっても解決
かいけつ

が図
はか

られな
かった差

さ
別
べつ

事
じ

案
あん

のあっせんを ⾏
おこな

う
「横

よこ
浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

の相
そう

談
だん

に関
かん

する
調

ちょう
整
せい

委
い

員
いん

会
かい

」を設
せっ

置
ち

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

法
ほう

施
し

⾏
こう

後
ご

の実
じっ

施
し

 
状

じょう
況

きょう
の検

けん
証

しょう
 

本
ほん

市
し

の取組
とりくみ

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

する
とともに、課題

か だ い
の確認

かくにん
及
およ

びその後
ご

の
取組
とりくみ

の⽅向性
ほうこうせい

に関
かん

する検
けん

討
とう

を定期的
て い き て き

に ⾏
おこな

う仕組
し く

みを構築
こうちく

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

⽀
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

庁
ちょう

内
ない

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

において取
とり

組
くみ

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

を報
ほう

告
こく

し、 共
きょう

有
ゆう

しています。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

横浜市
よ こ は ま し

市⺠
し み ん

後⾒⼈
こうけんにん

養成
ようせい

・活動
かつどう

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

地
ち

域
いき

における権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

を市
し

⺠
みん

参
さん

画
かく

で
進
すす

めるため、横浜
よこはま

⽣活
せいかつ

あんしんセ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

が全
ぜん

区
く

で市
し

⺠
みん

後
こう

⾒
けん

⼈
にん

の養
よう

成
せい

を実
じっ

施
し

し、区
く

役所
やくしょ

、市
し
・区

く
社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

、
専
せん

⾨
もん

職
しょく

団
だん

体
たい

等
とう

が連携
れんけい

した活
かつ

動
どう

⽀
し

援
えん

の
体制
たいせい

を構
こう

築
ちく

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

に第
だい

２期
き

市
し

⺠
みん

後
こう

⾒
けん

⼈
にん

養
よう

成
せい

課
か

程
てい

が 修
しゅう

了
りょう

し、全
ぜん

区
く

で市
し

⺠
みん

後
こう

⾒
けん

⼈
にん

バ
ば

ン
ん

ク
く

登
とう

録
ろく

者
しゃ

を候
こう

補
ほ

者
しゃ

として 申
もうし

⽴
た

て
が可

か
能
のう

となりました。また、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

には、バ
ば

ン
ん

ク
く

登
とう

録
ろく

者
しゃ

が少
すく

ない鶴
つる

⾒
み

、
⻄
にし

、港
こう

南
なん

、⾦
かな

沢
ざわ

、栄
さかえ

、泉
いずみ

、瀬
せ

⾕
や

区
く

を
対
たい

象
しょう

に第
だい

３期
き

養
よう

成
せい

を実
じっ

施
し

し、平
へい

成
せい

28
年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

で、バ
ば

ン
ん

ク
く

登
とう

録
ろく

者
しゃ

が 71⼈
にん

、
受
じゅ

任
にん

総
そう

数
すう

は 30件
けん

となっています。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

バ
ば

ン
ん

ク
く

登
とう

録
ろく

者
しゃ

：67⼈
にん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

 

７⽉
がつ

１⽇
にち

時
じ

点
てん

 

、 

受
じゅ

任
にん

総
そう

数
すう

：

31件
けん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

 

７⽉
がつ

１⽇
にち

時
じ

点
てん

 

○ 推進
すいしん

 

  

◆成年
せいねん

後⾒
こうけん

制度
せ い ど

の利⽤
り よ う

促進
そくしん

 

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

法⼈
ほうじん

後⾒
こうけん

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

横浜
よこはま

⽣活
せいかつ

あんしんセンター
せ ん た ー

が、これま
での法⼈

ほうじん
後⾒
こうけん

受任
じゅにん

実績
じっせき

を踏
ふ

まえて、
市内
し な い

の社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

⼈
じん

等
とう

への法
ほう

⼈
じん

後
こう

⾒
けん

実
じっ

施
し

に向
む

けた⽀
し

援
えん

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・平
へい

成
せい

26年
ねん

度
ど

より法
ほう

⼈
じん

後
こう

⾒
けん

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

し、法
ほう

⼈
じん

後
こう

⾒
けん

を実
じっ

施
し

している団
だん

体
たい

や、受
じゅ

任
にん

を⽬
め

指
ざ

す団
だん

体
たい

の連
れん

絡
らく

会
かい

等
とう

を
開
かい

催
さい

しました。 
・平

へい
成
せい

26,27年
ねん

度
ど

に 障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

施
し

設
せつ

、
当
とう

事
じ

者
しゃ

家
か

族
ぞく

等
とう

向
む

けにア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

を実
じっ

施
し

。その結
けっ

果
か

を踏
ふ

まえ、障
しょう

害
がい

のある⽅
かた

の家
か

族
ぞく

や⽀
し

援
えん

者
しゃ

向
む

けの成
せい

年
ねん

後
こう

⾒
けん

制
せい

度
ど

のパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

を、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

に作
さく

成
せい

しました。 
 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

成年
せいねん

後⾒
こうけん

制度
せ い ど

の 
利
り

⽤
よう

促進
そくしん

に向
む

けた
関
かん

係
けい

団体
だんたい

との検討
けんとう

 

研 修
けんしゅう

や事例
じ れ い

などを通
つう

じて、弁
べん

護
ご

⼠
し

、司
し

法
ほう

書
しょ

⼠
し

及
およ

び ⾏
ぎょう

政
せい

書
しょ

⼠
し

等
とう

と、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の
成
せい

年
ねん

後
こう

⾒
けん

制
せい

度
ど

の利
り

⽤
よう

促
そく

進
しん

に向
む

けた検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

成
せい

年
ねん

後
こう

⾒
けん

制
せい

度
ど

の利
り

⽤
よう

促
そく

進
しん

に向
む

け、弁
べん

護
ご

⼠
し

会
かい

との検
けん

討
とう

会
かい

を ⾏
おこな

いました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

 

権利
け ん り

を守
まも

るための相談
そうだん

や契約
けいやく

に基
もと

づ
く⾦銭

きんせん
管理
か ん り

サービス
さ ー び す

などの⽇
にち

常
じょう

⽣
せい

活
かつ

の⽀
し

援
えん

を、区
く

あんしんセンター
せ ん た ー

が、契
けい

約
やく

に基
もと

づいて実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

区
く

社
しゃ

協
きょう

あんしんセ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

事
じ

業
ぎょう

契
けい

約
やく

数
すう

は平
へい

成
せい

26年
ねん

度
ど

が 620件
けん

、
平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

が 728件
けん

、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

が
904件

けん
と年

ねん
々
ねん

増
ぞう

加
か

傾
けい

向
こう

となっていま
す。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

1,000件
けん

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

 

  

 平
へい

成
せい

27年度
ね ん ど

 平
へい

成
せい

28年度
ね ん ど

 平
へい

成
せい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年
ねん

度
ど

 

申
もうし

⽴
た

て及
およ

び
報
ほう

酬
しゅう

助
じょ

成
せい

件
けん

数
すう

 

72 件
けん

  79件
けん

 87 件
けん

 
173 件

けん
 202 件

けん
 232 件

けん
 

実
じっ

績
せき

：90 件
けん

 実
じっ

績
せき

：118件
けん

 
161

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）件
けん

 

取組
とりくみ

３－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく

  
 

 

○児 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平成
へいせい

27年度
ね ん ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

 
4,000 ⼈

にん
  4,500 ⼈

にん
 5,000 ⼈

にん
 

5,700 ⼈
にん

 6,400 ⼈
にん

 7,000 ⼈
にん

 
実
じっ

績
せき

：1,771 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：2,630 ⼈
にん

 
3,950 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

地域
ち い き

療 育
りょういく

センター
せ ん た ー

運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障 害
しょうがい

がある、またはその 疑
うたが

いのある
児童
じ ど う

の地域
ち い き

における 療
りょう

育
いく

体
たい

制
せい

の
充 実
じゅうじつ

などを⽬
もく

的
てき

として運
うん

営
えい

を ⾏
おこな

い
ます。 
また、区

く
福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の 療
りょう

育
いく

相
そう

談
だん

へのスタッフ
す た っ ふ

派遣
は け ん

、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

への
巡

じゅん
回
かい

訪
ほう

問
もん

による技
ぎ

術
じゅつ

⽀
し

援
えん

、 障
しょう

害
がい

児
じ

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

等
とう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

初
しょ

診
しん

の 申
もうし

込
こみ

件
けん

数
すう

が多
おお

い⻄
せい

部
ぶ

及
およ

び東
とう

部
ぶ

地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の相
そう

談
だん

場
ば

所
しょ

を拡
かく

充
じゅう

し、⽀
し

援
えん

の円
えん

滑
かつ

化
か

を図
はか

ることで、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

末
まつ

で初
しょ

診
しん

待
たい

機
き

期
き

間
かん

は 3.2⽉
がつ

となりました。 

初
しょ

診
しん

待
たい

機
き

期
き

間
かん

3.0⽉
がつ

 
（現

げん
状

じょう
3.5

⽉
がつ

） 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
3.0⽉

がつ
 

（⾒
み

込
こ

み） 
○ 推進

すいしん
 

  

◆早期
そ う き

療 育
りょういく

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

運営費
う ん え い ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

障害児
しょうがいじ

の保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

が⾃主的
じ し ゅ て き

に組織
そ し き

し、
地域
ち い き

で機能
き の う

回復
かいふく

訓練
くんれん

や保育
ほ い く

を ⾏
おこな

う、
地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

の運
うん

営
えい

費
ひ

を助成
じょせい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

地
ち

域
いき

訓
くん

練
れん

会
かい

の参
さん

加
か

児
じ

童
どう

は減
げん

少
しょう

傾
けい

向
こう

に
ありますが、当

とう
事
じ

者
しゃ

⼒
りょく

や地
ち

域
いき

⼒
りょく

を⾼
たか

める活
かつ

動
どう

であり、参
さん

加
か

促
そく

進
しん

や参
さん

加
か

しや
すい⼯

く
夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

です。 
【助

じょ
成
せい

実
じっ

績
せき

】 
平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

：57団
だん

体
たい

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

：56団
だん

体
たい

 

推進
すいしん

 
(現 状

げんじょう
69

団体
だんたい

) 
推進
すいしん

 ○ 推進
すいしん

 

 

○児 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

保
ほ

育
いく

所
しょ

等
とう

訪
ほう

問
もん

⽀
し

援
えん

・ 巡
じゅん

回
かい

訪
ほう

問
もん

 

1,500 ⼈
にん

 1,500 ⼈
にん

 1,750 ⼈
にん

 
1,775 ⼈

にん
 1,850 ⼈

にん
 1,950 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：1,497 ⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：1,653 ⼈
にん

 
1,680 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

 

11,000 ⼈
にん

⽇
にち

 11,000 ⼈
にん

⽇
にち

 14,000 ⼈
にん

⽇
にち

 
14,500 ⼈

にん
⽇
にち

 15,000 ⼈
にん

⽇
にち

 17,000 ⼈
にん

⽇
にち

 
実
じっ

績
せき

：10,169⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

：10,371⼈
にん

⽇
にち

 
11,500 
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

⽇
にち

 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

⽀
し

援
えん

 ※ 

49 か所
しょ

 52 か所
しょ

 55 か所
しょ

 
100 か所

しょ
 110 か所

しょ
 推

すい
進
しん

 
実
じっ

績
せき

：53 か所
しょ

 実
じっ

績
せき

：77 か所
しょ

 
92 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） か所
しょ

 

133,000 ⼈⽇
にんにち

 141,000 ⼈⽇
にんにち

149,000 ⼈⽇
にんにち

 
229,000 ⼈⽇

にんにち
 252,000 ⼈⽇

にんにち
推
すい

進
しん

 
実
じっ

績
せき

：159,562 ⼈⽇
にんにち

 実
じっ

績
せき

：176,280 ⼈⽇
にんにち 201,000 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈⽇
にんにち

 

※ 主
おも

に 重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

を⽀
し

援
えん

する児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

時
じ

点
てん

で１か所
しょ

 

 

  

取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく
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○児 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

医
い

療
りょう

型
がた

 
児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

⽀
しえん

援
えん

 ※ 

９ か所
しょ

 ９ か所
しょ

 ９ か所
しょ

 
９ か所

しょ
 ９ か所

しょ
 9 か所

しょ
 

実
じっ

績
せき

：９ か所
しょ

 実
じっ

績
せき

：９ か所
しょ

 
９ 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） か所
しょ

 

19,000 ⼈⽇
にんにち

 19,000 ⼈⽇
にんにち

 19,000 ⼈⽇
にんにち

 
19,000 ⼈⽇

にんにち
 19,000 ⼈⽇

にんにち
 19,000 ⼈⽇

にんにち
 

実
じっ

績
せき

：20,953 ⼈⽇
にんにち

 実
じっ

績
せき

：18,849 ⼈⽇
にんにち

 
19,000 
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み） ⼈⽇
にんにち

 

※ いずれも地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

実
じっ

施
し

分
ぶん

を含
ふく

む 

【新
しん

規
き

】 

居
きょ

宅
たく

訪
ほう

問
もん

型
がた

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

⽀
し

援
えん

については、国
くに

が事
じ

業
ぎょう

詳
しょう

細
さい

を⽰
しめ

した後
のち

、地
ち

域
いき

の実
じつ

情
じょう

等
とう

を基
もと

に設
せっ

定
てい

します。 
 

○児 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平成
へいせい

27年度
ね ん ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

【新規
し ん き

】 
⼦
こ

ども・⼦
こ

育
そだ

て⽀
し

援
えん

等
とう

（保
ほ

育
いく

所
じょ

、放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育
いく

成
せい

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

）における
障

しょう
害
がい

児
じ

の受
うけ

⼊
い

れ体
たい

制
せい

の
整
せい

備
び

 

― ― ― 

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

し、⼦
こ

ども・⼦
こ

育
そだ

て⽀
し

援
えん

等
とう
（保

ほ
育
いく

所
じょ

、放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育
いく

成
せい

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

）へ、保
ほ

育
いく

所
じょ

等
とう

訪
ほう

問
もん

⽀
し

援
えん

、巡
じゅん

回
かい

訪
ほう

問
もん

及
およ

び研
けん

修
しゅう

等
とう

を拡
かく

充
じゅう

すること
により、利

り
⽤
よう

を希
き

望
ぼう

する 障
しょう

害
がい

児
じ

の受
うけ

⼊
い

れ体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

を引
ひ

き続
つづ

き推
すい

進
しん

して
いきます。 

 

 

 

 

 

 

取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

における
居
い

場
ば

所
しょ

の 充
じゅう

実
じつ

 
（⊳の項⽬

こうもく
） 

学
がく

齢
れい

期
き

の 障
しょう

害
がい

児
じ

を対
たい

象
しょう

に、放
ほう

課
か

後
ご

や
夏
なつ

休
やす

みなどに、のびのびと過
す

ごしなが
ら 療

りょう
育
いく

訓
くん

練
れん

や余
よ

暇
か

⽀
し

援
えん

を受
う

けられる
居
い

場
ば

所
しょ

の確
かく

保
ほ

を進
すす

めます。また、引
ひ

き
続
つづ

き放
ほう

課
か

後
ご

キ
き

ッ
っ

ズ
ず

ク
く

ラ
ら

ブ
ぶ

等
とう

、放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

育
いく

成
せい

事
じ

業
ぎょう

における受
うけ

⼊
い

れも推
すい

進
しん

し
ます。さらに、放

ほう
課
か

後
ご

等
とう

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に対
たい

し研
けん

修
しゅう

を実
じっ

施
し

する等
とう

、
障

しょう
害
がい

児
じ

⽀
し

援
えん

の質
しつ

の向
こう

上
じょう

に向
む

けた取
とり

組
くみ

を 充
じゅう

実
じつ

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・新
しん

規
き

指
し

定
てい

前
まえ

の説
せつ

明
めい

会
かい

を平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

より開
かい

催
さい

し、事
じ

業
ぎょう

周
しゅう

知
ち

とともに質
しつ

の
向
こう

上
じょう

に向
む

けた説
せつ

明
めい

を ⾏
おこな

いました。
（平

へい
成
せい

27年
ねん

度
ど

４回
かい

、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

３回
かい

） 
・事

じ
業

ぎょう
所
しょ

への実
じっ

地
ち

指
し

導
どう

、集
しゅう

団
だん

指
し

導
どう

に
加
くわ

え、平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

からは研
けん

修
しゅう

も ⾏
おこな

っています。（平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

２回
かい

、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

４回
かい

） 
・平

へい
成
せい

27年
ねん

度
ど

には「横
よこ

浜
はま

市
し

版
ばん

放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

ガ
が

イ
い

ド
ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

」を作
さく

成
せい

・
公
こう

表
ひょう

し、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

にはガ
が

イ
い

ド
ど

ラ
ら

イ
い

ン
ん

に基
もと

づいた事
じ

業
ぎょう

所
しょ

⾃
じ

⼰
こ

評
ひょう

価
か

及
およ

び
保
ほ

護
ご

者
しゃ

評
ひょう

価
か

の実
じっ

施
し

を全
ぜん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

に指
し

導
どう

しました。 

― 実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

  

取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく

  

◆学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

の⽀援
し え ん

の充 実
じゅうじつ
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○児 【⽬ 標
もくひょう

】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイ
で い

 
サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

※ 

130 か所
しょ

  165 か所
しょ

 200 か所
しょ

 
300 か所

しょ
 350 か所

しょ
 推

すい
進
しん

 
実績
じっせき

：162か所
しょ

 実績
じっせき

：217か所
しょ

 
262 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） か所
しょ

 

229,000⼈
にん

⽇
にち

 298,000 ⼈
にん

⽇
にち

 368,000 ⼈
にん

⽇
にち

 
720,000 ⼈

にん
⽇
にち

 840,000⼈
にん

⽇
にち

 推
すい

進
しん

 
実績
じっせき

：350,782⼈
にん

⽇
にち

 実績
じっせき

：521,130⼈
にん

⽇
にち

 
656,000 

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み） ⼈
にん

⽇
にち

 

※ 主
おも

に 重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

を⽀
し

援
えん

する放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は、平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

時
じ

点
てん

で４か所
しょ

 
 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

学
がく

齢
れい

後
こう

期
き

障
しょう

害
がい

児
じ

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

医師
い し

、ソーシャルワーカー
そ ー し ゃ る わ ー か ー

等
とう

のス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

を配置
は い ち

し、学齢
がくれい

後期
こ う き

の主
しゅ

として
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

のある児
じ

童
どう

を対
たい

象
しょう

とし
て、思

し
春

しゅん
期
き

におけるそれぞれの課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に向
む

けた診
しん

療
りょう

、相
そう

談
だん

及
およ 

び関
かん

係
けい

機
き

関
かん

との 調
ちょう

整
せい

等
とう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

相
そう

談
だん

対
たい

応
おう

延
のべ

件
けん

数
すう

は増
ぞう

加
か

傾
けい

向
こう

にあり、４
か所

しょ
⽬
め

の事
じ

業
ぎょう

実
じっ

施
し

を検
けん

討
とう

しました。 
平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

： 
新
しん

規
き

利
り

⽤
よう

者
しゃ

:1,193⼈
にん

 
相
そう

談
だん

対
たい

応
おう

延
のべ

件
けん

数
すう

:13,077件
けん

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 : 
新
しん

規
き

利
り

⽤
よう

者
しゃ

:1,022⼈
にん

 
相
そう

談
だん

対
たい

応
おう

延
のべ

件
けん

数
すう

:14,739件
けん

 

４か所
しょ

 
(現

げん
状

じょう
３か

所
しょ

） 
３か所

しょ
 △ ４か所

しょ
 

 

  

取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく
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取組
とりくみ

４－1 療 育
りょういく

  

等
とう

 放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育
いく

成
せい

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

 

障
しょう

害
がい

児
じ

の 療
りょう

育
いく

⽀
し

援
えん

等
とう

体
たい

制
せい
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取組
とりくみ

４－２ 教 育
きょういく

  

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

横
よこ

浜
はま

型
がた

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

的
てき

機
き

能
のう

の 充
じゅう

実
じつ

 

地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

や特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

、
通
つう

級
きゅう

指
し

導
どう

教
きょう

室
しつ

等
とう

の担
たん

当
とう

者
しゃ

が専
せん

⾨
もん

性
せい

を活
かつ

⽤
よう

して⽀
し

援
えん

を ⾏
おこな

う学
がっ

校
こう

⽀
し

援
えん

体
たい

制
せい

（横
よこ

浜
はま

型
がた

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

的
てき

機
き

能
のう

）の 充
じゅう

実
じつ

を
図
はか

ります。そして、⼩
しょう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

から
の相

そう
談
だん

や児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

からの相
そう

談
だん

に対
たい

応
おう

するなど、特
とく

別
べつ

な⽀
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な
児
じ

童
どう

⽣徒
せ い と

を的
てき

確
かく

に⽀
し

援
えん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

には、セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

的
てき

機
き

能
のう

の
パ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

を作
さく

成
せい

し、市
し

⽴
りつ

学
がっ

校
こう

に
周

しゅう
知
ち

・啓
けい

発
はつ

を図
はか

りました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

に
おける幼

よう
保
ほ

⼩
しょう

の
連
れん

携
けい

 

⼩
しょう

学
がっ

校
こう

が、幼
よう

稚
ち

園
えん

・保
ほ

育
いく

所
しょ

等
とう

と 協
きょう

⼒
りょく

して、研
けん

究
きゅう

実
じっ

践
せん

を ⾏
おこな

い、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

における幼
よう

保
ほ

⼩
しょう

の連
れん

携
けい

と 情
じょう

報
ほう

の
共

きょう
有
ゆう

化
か

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

26・27年
ねん

度
ど

の 2 か年
ねん

で、４⽅
ほう

⾯
めん

において研
けん

究
きゅう

実
じっ

践
せん

を ⾏
おこな

いました。
28年

ねん
度
ど

には、その研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

を冊
さっ

⼦
し

に
まとめ、全

すべ
ての市

し
⽴
りつ

学
がっ

校
こう

に発
はっ

信
しん

し 共
きょう

有
ゆう

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆療 育
りょういく

と教 育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ⽬
め

のない⽀援
し え ん

 

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

就 学
しゅうがく

説明会
せつめいかい

 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

教 育
きょういく

を 希望
き ぼ う

す る 幼児
よ う じ

の
就 学
しゅうがく

に関
かん

する説
せつ

明
めい

会
かい

を開催
かいさい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

は５⽉
がつ

から６⽉
がつ

にかけて
28回

かい
実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
就 学

しゅうがく

説明会
せつめいかい

 
：26回

かい
 

○ 推進
すいしん

 

就 学
しゅうがく

・教 育
きょういく

相談
そうだん

の体制
たいせい

強化
きょうか

 

⼀⼈
ひ と り

ひとりの 教 育
きょういく

ニーズ
に ー ず

を的
てき

確
かく

に
把握
は あ く

し、迅速
じんそく

で適正
てきせい

な 就
しゅう

学
がく

・ 教 育
きょういく

相談
そうだん

を ⾏
おこな

うために関係
かんけい

機
き

関
かん

が相互
そ う ご

に
連携
れんけい

しながら、就 学
しゅうがく

前
まえ

から卒業後
そつぎょうご

ま
でを⾒通

み と お
した相

そう
談
だん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

り
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

は 4,267件
けん

の 就
しゅう

学
がく

・ 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

を ⾏
おこな

いました。前
ぜん

年
ねん

度
ど

に⽐
くら

べ
約
やく

300件
けん

増
ぞう

加
か

したため、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

との
更
さら

なる連
れん

携
けい

が必
ひつ

要
よう

です。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
就

しゅう
学
がく

・ 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

 
：4,300件

けん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

△ 推進
すいしん

 

聴 覚
ちょうかく

障害児
しょうがいじ

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

横浜
よこはま

市⽴
し り つ

⼩
しょう

・ 中学校
ちゅうがっこう

に 在籍
ざいせき

す る
聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

のある児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

にノ
の

ー
ー

ト
と

テ
て

イ
い

ク
く

による 情 報
じょうほう

の保
ほ

障
しょう

を実施
じ っ し

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

は 15⼈
にん

の児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

に対
たい

して、390回
かい

のボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

派
は

遣
けん

を
⾏

おこな
いました。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

派
は

遣
けん

 

：260回
かい

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

保護者
ほ ご し ゃ

教 室
きょうしつ

開催
かいさい

事業
じぎょう

 

横
よこ

浜
はま

市
し

⽴
りつ

⼩
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした 障
しょう

害
がい

に対
たい

す
る正

ただ
しい知

ち
識
しき

の啓
けい

発
はつ

を進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

毎
まい

年
とし

、難
なん

聴
ちょう

・⾔
げん

語
ご

障
しょう

害
がい

にかかわるも
のを３回

かい
、発

はっ
達
たつ

障
しょう

害
がい

にかかわるもの
を３回

かい
開
かい

催
さい

しています。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
保護者
ほ ご し ゃ

教 室
きょうしつ

 
：６回

かい
 

○ 推進
すいしん

 

夏
なつ

休
やす

み⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 
( 旧

きゅう
学
がく

齢
れい

障
しょう

害
がい

児
じ

 

夏
なつ

休
やす

み⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

) 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

幼児
よ う じ

児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

の夏
なつ

休
やす

み
期
き

間
かん

中
ちゅう

における余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

の 充
じゅう

実
じつ

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の介
かい

護
ご

負
ふ

担
たん

の軽
けい

減
げん

及
およ

び地
ち

域
いき

との
連
れん

携
けい

を進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

の夏
なつ

休
やす

み期
き

間
かん

に、各校
かくこう

の
実 情
じつじょう

に 合
あ

わ せ て 、 プ
ぷ

ー
ー

ル
る

開放
かいほう

や
部活動
ぶ か つ ど う

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

等
とう

の余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

を毎年度
ま い ね ん ど

実施
じ っ し

しています。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
参
さん

加
か

者
しゃ

 
：4,700⼈

にん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

私
し

⽴
りつ

幼稚園
よ う ち え ん

等
とう

 
特別
とくべつ

⽀援
し え ん

教育費
きょういくひ

補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

 

私
し

⽴
りつ

幼稚園
よ う ち え ん

等
とう

に在園
ざいえん

している 障
しょう

害
がい

児
じ

に対
たい

する 教
きょう

育
いく

が、障
しょう

害
がい

の種
しゅ

類
るい

・程
てい

度
ど

などに応
おう

じて適
てき

切
せつ

に ⾏
おこな

われるよう、
その経

けい
費
ひ

の⼀
いち

部
ぶ

を設
せっ

置
ち

者
しゃ

に補助
ほ じ ょ

し、
障

しょう
害
がい

児
じ

の 教
きょう

育
いく

に役
やく

⽴
だ

てます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

の特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

費
ひ

補
ほ

助
じょ

の対
たい

象
しょう

園
えん

児
じ

数
すう

は 903⼈
にん

、補
ほ

助
じょ

総
そう

額
がく

は
180,600千

せん
円
えん

となりました。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

補
ほ

助
じょ

総
そう

額
がく

 

：95,000千
せん

円
えん

 

○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく

  



- 70 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

の機
き

能
のう

強
きょう

化
か

とス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

 
( 旧

きゅう
発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

等
とう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

) 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

を受
じゅ

講
こう

して活
かつ

動
どう

している特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

を対
たい

象
しょう

に、
さらなるス

す
キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

を⽬
め

指
ざ

して、事
じ

例
れい

研
けん

究
きゅう

などを 中
ちゅう

⼼
しん

とした研
けん

修
しゅう

を進
すす

めると共
とも

に、関
かん

係
けい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を 強
きょう

化
か

し、専
せん

⾨
もん

的
てき

な資
し

質
しつ

を⾼
たか

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

、養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

は 326⼈
にん

を対
たい

象
しょう

に 15回
かい

、ス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

研
けん

修
しゅう

は 70
⼈
にん

を対
たい

象
しょう

に 10回
かい

実
じっ

施
し

しました。ま
た、各

かく
区
く

、⽅
ほう

⾯
めん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

において各
かく

校
こう

の
取
とり

組
くみ

の 共
きょう

有
ゆう

や事
じ

例
れい

検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

いまし
た。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

 

：12回
かい

、 

ス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

研
けん

修
しゅう

 

：６回
かい

 

○ 推進
すいしん

 

ユ
ゆ

ニ
に

バ
ば

ー
ー

サ
さ

ル
る

デ
で

ザ
ざ

イ
い

ン
ん

の視
し

点
てん

に基
もと

づ
く授

じゅ
業

ぎょう
の展

てん
開
かい

 

⼀
いっ

般
ぱん

学
がっ

級
きゅう

の 教
きょう

科
か

学
がく

習
しゅう

において、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

で⽣
う

み出
だ

された様
さま

々
ざま

な⼯
く

夫
ふう

を取
と

り⼊
い

れ、全
すべ

ての⼦
こ

どもたちの授
じゅ

業
ぎょう

に対
たい

する意
い

欲
よく

を⾼
たか

めたり、理
り

解
かい

を
深
ふか

めたりすることを⽬
め

指
ざ

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

総
そう

合
ごう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

及
およ

びセ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

研
けん

修
しゅう

⽣
せい

の勤
きん

務
む

校
こう

において研
けん

究
きゅう

を ⾏
おこな

い、毎
まい

年
とし

３⽉
がつ

に報
ほう

告
こく

会
かい

を開
かい

催
さい

し
ています。 重

じゅう
点
てん

研
けん

究
きゅう

を ⾏
おこな

っている
学
がっ

校
こう

に対
たい

し、指
し

導
どう

助
じょ

⾔
げん

を実
じっ

施
し

していま
す。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆教 育
きょういく

環 境
かんきょう

・教 育
きょういく

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく

  



- 71 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

にお
けるＩ

あい
Ｃ
しー

Ｔ
てぃー

機
き

器
き

の活
かつ

⽤
よう

 

主
しゅ

体
たい

的
てき

な学
がく

習
しゅう

のための効
こう

果
か

的
てき

なタ
た

ブ
ぶ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

端
たん

末
まつ

の活
かつ

⽤
よう

について、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

全
ぜん

校
こう

で実
じっ

践
せん

研
けん

究
きゅう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

26〜28年
ねん

度
ど

の３か年
ねん

で、全
すべ

ての
市
し

⽴
りつ

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

（12校
こう

）で実
じっ

践
せん

研
けん

究
きゅう

を ⾏
おこな

いました。平
へい

成
せい

26年
ねん

度
ど

末
まつ

に
は研

けん
究

きゅう
の 中

ちゅう
間
かん

報
ほう

告
こく

を冊
さっ

⼦
し

にまとめ、
29年

ねん
度
ど

に最
さい

終
しゅう

報
ほう

告
こく

を予定
よ て い

していま
す。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の再
さい

編
へん

整
せい

備
び

 

⼊
にゅう

学
がく

者
しゃ

増
ぞう

に 伴
ともな

う 狭
きょう

隘
あい

化
か

のため、対
たい

応
おう

が必
ひつ

要
よう

な特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

(肢
し

体
たい

不
ふ

⾃
じ

由
ゆう

)を再
さい

編
へん

整
せい

備
び

し、環
かん

境
きょう

の改
かい

善
ぜん

と 教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

の 充
じゅう

実
じつ

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

の左
さ

近
こん

⼭
やま

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

（仮
か

称
しょう

）の開
かい

校
こう

に向
む

けた設
せっ

計
けい

等
とう

を実
じっ

施
し

するとともに、閉
へい

校
こう

を予
よ

定
てい

している
北
きた

綱
つな

島
しま

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

では保
ほ

護
ご

者
しゃ

説
せつ

明
めい

会
かい

や個
こ

別
べつ

⾯
めん

談
だん

等
とう

を実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 
再編
さいへん

整備
せ い び

終 了
しゅうりょう

 

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく

  



- 72 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

スクールバス
す く ー る ば す

の
運⾏
うんこう

 

児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

の登
とう

下
げ

校
こう

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

と精
せい

神
しん

的
てき

・⾝
しん

体
たい

的
てき

負
ふ

担
たん

の軽
けい

減
げん

による学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

の 充
じゅう

実
じつ

を図
はか

るため、ス
す

ク
く

ー
ー

ル
る

バ
ば

ス
す

を運
うん

⾏
こう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

には肢
し

体
たい

不
ふ

⾃
じ

由
ゆう

校
こう

でス
す

ク
く

ー
ー

ル
る

バ
ば

ス
す

を１台
だい

増
ぞう

⾞
しゃ

し、８校
こう

41コ
こ

ー
ー

ス
す

の運
うん

⾏
こう

を実
じっ

施
し

しました。また、平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

から全
すべ

てのバ
ば

ス
す

に位
い

置
ち

情
じょう

報
ほう

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

を導
どう

⼊
にゅう

し、適
てき

正
せい

な運
うん

⾏
こう

管
かん

理
り

及
およ

び保
ほ

護
ご

者
しゃ

の利
り

便
べん

性
せい

向
こう

上
じょう

を図
はか

りまし
た。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 
( 旧

きゅう
肢
し

体
たい

不
ふ

⾃
じ

由
ゆう

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

) 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

(肢体
し た い

不⾃由
ふ じ ゆ う

)５校
こう

に看
かん

護
ご

師
し

を配
はい

置
ち

しています。児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

の主
しゅ

治
じ

医
い

等
とう

の指⽰
し じ

に基
もと

づき、看
かん

護
ご

師
し

と 教
きょう

員
いん

が連
れん

携
けい

して、医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

実
じっ

施
し

体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

を⾏います
おこな    

。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

肢
し

体
たい

不
ふ

⾃
じ

由
ゆう

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

５校
こう

に看
かん

護
ご

師
し

を配
はい

置
ち

し、教
きょう

員
いん

と連
れん

携
けい

した医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

実
じっ

施
し

体
たい

制
せい

を構
こう

築
ちく

することで、医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

を 伴
ともな

う児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

が安
あん

⼼
しん

・安
あん

全
ぜん

に 教
きょう

育
いく

を受
う

けられる環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

を
⾏

おこな
っています。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

校内
こうない

研 修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

⼀般
いっぱん

学 級
がっきゅう

においても特別
とくべつ

な⽀
し

援
えん

を要
よう

する児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

が増加
ぞ う か

し、⽀援
し え ん

のニーズ
に ー ず

が多様化
た よ う か

している 状 況
じょうきょう

を踏まえ
ふ   

、
全て
す べ  

の 教
きょう

員
いん

が障 害
しょうがい

の状 態
じょうたい

や特性
とくせい

に
応
おう

じた指
し

導
どう

・⽀援
し え ん

を⾏える
おこな   

よう、ケ
け

ー
ス
す

ス
す

タ
た

デ
で

ィ
ぃ

を重視
じゅうし

した研
けん

修
しゅう

を充 実
じゅうじつ

させ、専⾨性
せんもんせい

の向
こう

上
じょう

を⽬指します
め ざ    

。
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

全
すべ

ての ⼩
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

において、「 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

施
し

⾏
こう

に 伴
ともな

う合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」や「発達
はったつ

障 害
しょうがい

の理解
り か い

を深
ふか

めるた
めに」など各

かく
校
こう

の実
じつ

情
じょう

に応
おう

じたテ
て

ー
ー

マ
ま

で校
こう

内
ない

研
けん

修
しゅう

を実
じっ

施
し

しています。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

⽀
し

援
えん

員
いん

事
じ

業
ぎょう

 
( 旧

きゅう
障

しょう
害
がい

児
じ

学
がっ

校
こう

⽣
せい

活
かつ

⽀
し

援
えん

員
いん

事
じ

業
ぎょう

) 

⼩
しょう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で障 害
しょうがい

により学
がく

習
しゅう

⾯
めん

、
⽣活⾯
せいかつめん

や 安全⾯
あんぜんめん

へ の ⽀
し

援
えん

が 必要
ひつよう

な
児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

に対
たい

し、校
こう

内
ない

⽀
し

援
えん

体
たい

制
せい

が 整
ととの

うまでの 間
あいだ

、特別
とくべつ

⽀援
し え ん

教 育
きょういく

⽀援員
し え ん い ん

を
配置
は い ち

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

⼩
しょう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で 障
しょう

害
がい

等
とう

により学
がく

習
しゅう

⾯
めん

、⽣
せい

活
かつ

⾯
めん

や安
あん

全
ぜん

⾯
めん

への⽀
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な
児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

に対
たい

し、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

⽀
し

援
えん

員
いん

を配
はい

置
ち

しました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

の
リ
り

ー
ー

ダ
だ

ー
ー

の育
いく

成
せい

 

⼤学
だいがく

等
とう

専⾨
せんもん

機関
き か ん

への派遣
は け ん

を ⾏
おこな

うこと
により、特別

とくべつ
⽀援
し え ん

教 育
きょういく

を担う
に な  

教 員
きょういん

の
リーダー
り ー だ ー

の養成
ようせい

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

教
きょう

職
しょく

員
いん

の特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

に関
かん

する指
し

導
どう

⼒
りょく

の向
こう

上
じょう

及
およ

び校
こう

内
ない

における特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

のリ
り

ー
ー

ダ
だ

ー
ー

育
いく

成
せい

として、横
よこ

浜
はま

国
こく

⽴
りつ

⼤
だい

学
がく

の特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

養
よう

成
せい

コ
こ

ー
ー

ス
す

派
は

遣
けん

研
けん

修
しゅう

に ⼩
しょう

学
がっ

校
こう

教
きょう

諭
ゆ

を派
は

遣
けん

しました。また、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

教
きょう

育
いく

コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

タ
た

ー
ー

向
む

けの研
けん

修
しゅう

を⾒
み

直
なお

し、より実
じっ

践
せん

的
てき

な内
ない

容
よう

を取
と

り⼊
い

れるなど、ス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

を図
はか

って
います。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

企業
きぎょう

就 労
しゅうろう

を⽬
め

指
ざ

す⽣
せい

徒
と

の実
じっ

習
しゅう

先
さき

開
かい

拓
たく

や職場
しょくば

定 着
ていちゃく

⽀援
し え ん

を ⾏
おこな

うため、⾼等
こうとう

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

（若
わか

葉
ば

台
だい

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

教
きょう

育
いく

部
ぶ

⾨
もん

を含
ふく

む）に 就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

指導員
し ど う い ん

を配置
は い ち

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

⾼
こう

等
とう

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

（⽇
ひ

野
の

中
ちゅう

央
おう

、⼆
ふた

つ
橋
ばし

、若
わか

葉
ば

台
だい

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

教
きょう

育
いく

部
ぶ

⾨
もん

）の３
校
こう

に１⼈
り

ずつ 就
しゅう

労
ろう

⽀
し

援
えん

指
し

導
どう

員
いん

を 嘱
しょく

託
たく

員
いん

として配
はい

置
ち

し、各
かく

校
こう

における実
じっ

習
しゅう

先
さき

開
かい

拓
たく

や 職
しょく

場
ば

定
てい

着
ちゃく

⽀
し

援
えん

に寄
き

与
よ

し
ています。 

推進
すいしん

 
就

しゅう
労
ろう

⽀
し

援
えん

指
し

導
どう

員
いん

を 
配
はい

置
ち

 

○ 推進
すいしん

 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

進路
し ん ろ

担当者
たんとうしゃ

連絡会
れんらくかい

の
開催
かいさい

 

市⽴
し り つ

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

の 進路
し ん ろ

担当者
たんとうしゃ

が
障 害
しょうがい

種
しゅ

別
べつ

を 超えて
こ   

定期的
て い き て き

に 情 報
じょうほう

交換
こうかん

や事例
じ れ い

研 究
けんきゅう

を ⾏
おこな

い、幅
はば

広
ひろ

い進
しん

路
ろ

選
せん

択
たく

に対応
たいおう

できるようにします。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

市
し

⽴
りつ

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の進
しん

路
ろ

担
たん

当
とう

者
しゃ

の 情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

や事
じ

例
れい

研
けん

究
きゅう

を年
ねん

間
かん

5回
かい

程
てい

度
ど

実
じっ

施
し

し、幅
はば

広
ひろ

い進
しん

路
ろ

選
せん

択
たく

に対
たい

応
おう

できるよ
うにしました。 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
進路
し ん ろ

担当者
たんとうしゃ

連絡会
れんらくかい

 
：5回

かい
 

（予定
よ て い

） 

○ 推進
すいしん

 

 

◆教 育
きょういく

から就 労
しゅうろう

への⽀援
し え ん

  

取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく
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取組
とりくみ

４－２ 教
きょう

育
いく

  

特別⽀援学校
と く べ つ し え ん が っ こ う

（国
こく

⽴
りつ

・県
けん

⽴
りつ

・市⽴
し り つ

） 特別⽀援学校
とくべつしえんがっこう

（国
こく

⽴
りつ

・県
けん

⽴
りつ

・市⽴
しりつ

） 

29 

しょう 
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取組
とりくみ

４－３ ⼈材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

学
がく

⽣
せい

等
とう

を対
たい

象
しょう

と
した⼈

じん
材
ざい

の確
かく

保
ほ

事
じ

業
ぎょう○あ  

専⾨
せんもん

学校
がっこう

や市内
し な い

⼤学
だいがく

等
とう

と連携
れんけい

し、学
がく

⽣
せい

向
む

けに説明会
せつめいかい

やセ
せ

ミ
み

ナ
な

ー
ー

、⾒学
けんがく

ツアー
つ あ ー

等
とう

を ⾏
おこな

い、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

に触れる
ふ   

機会
き か い

を
増やす
ふ   

など、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

への⼈材
じんざい

確保
か く ほ

に向
む

けた取
とり

組
くみ

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・平
へい

成
せい

27年
ねん

「福
ふく

祉
し

のしごとフ
ふ

ェ
ぇ

ア
あ

」
に関

かん
連
れん

団
だん

体
たい

と参
さん

画
かく

しました。 
・ 障

しょう
害
がい

福
ふく

祉
し

⼈
じん

材
ざい

不
ぶ

⾜
そく

の解
かい

決
けつ

に向
む

け、
⺠間事
み ん か ん じ

業 者
ぎょうしゃ

と協 働
きょうどう

して、有効
ゆうこう

な広報
こうほう

や打
だ

開
かい

策
さく

を検
けん

討
とう

しています。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 △ 推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

に応
おう

じた
⽀
し

援
えん

のための研
けん

修
しゅう

 

⾏動
こうどう

障 害
しょうがい

や発達
はったつ

障 害
しょうがい

等
とう

の 障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

に応じた
お う   

研 修
けんしゅう

や、 触 法
しょくほう

障害者
しょうがいしゃ

に
関する
か ん    

研 修
けんしゅう

などを検
けん

討
とう

・実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

・ 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

の 職
しょく

員
いん

を対
たい

象
しょう

に、⾏
こう

動
どう

障
しょう

害
がい

に係
かか

る⽀
し

援
えん

⼒
りょく

向
こう

上
じょう

を図
はか

るための研
けん

修
しゅう

を市
し

内
ない

法
ほう

⼈
じん

が 共
きょう

同
どう

して「オ
お

ー
ー

ル
る

横
よこ

浜
はま

」として実
じっ

施
し

しました。（再
さい

掲
けい

） 
・発

はっ
達
たつ

障
しょう

害
がい

に関
かん

する⼀
いち

次
じ

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

機
き

関
かん

の⽀
し

援
えん

ス
す

キ
き

ル
る

向
こう

上
じょう

のため、研
けん

修
しゅう

を
実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

取組
とりくみ

４－３ ⼈材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

【再掲
さいけい

】○あ  

疾病
しっぺい

や障 害
しょうがい

のある⼩児
しょうに

及
およ

び 重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

の⽀援
し え ん

に必
ひつ

要
よう

な知識
ち し き

・
技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

り、障 害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医
い

療
りょう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための
研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

や福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

等
とう

に勤
きん

務
む

する看
かん

護
ご

師
し

を対
たい

象
しょう

に「 ⼩
しょう

児
に

訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

・ 重
じゅう

症
しょう

⼼
しん

⾝
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

者
しゃ

研
けん

修
しゅう

」を全
ぜん

11⽇
にち

間
かん

実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で
働

はたら
く看護師

か ん ご し
の⽀援

し え ん
 

【再掲
さいけい

】○あ  

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の
定 着
ていちゃく

に向
む

けた⽀
し

援
えん

を ⾏
おこな

うとともに、
確保
か く ほ

の⽅策
ほうさく

について検
けん

討
とう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

地
ち

活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

に⻭
し

科
か

医
い

師
し

を派
は

遣
けん

し、 ⾷
しょく

事
じ

場
ば

⾯
めん

において、 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

の現
げん

場
ば

に
即
そく

した助
じょ

⾔
げん

指
し

導
どう

や研
けん

修
しゅう

を実
じっ

施
し

してい
ます。 
また、地

ち
活
かつ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

や多
た

機
き

能
のう

型
がた

拠
きょ

点
てん

で
働

はたら
く看

かん
護
ご

師
し

を対
たい

象
しょう

とした会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

し、課
か

題
だい

の 共
きょう

有
ゆう

やネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

づ
くりを ⾏

おこな
っています。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

４－３ ⼈材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

  



- 79 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

機関
き か ん

の
⼈材
じんざい

育成
いくせい

 

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

機関
き か ん

職 員
しょくいん

の⽀
し

援
えん

ス
す

キ
き

ル
る

を
向 上
こうじょう

させるため、⼈材
じんざい

育成
いくせい

の仕
し

組
く

み
づくりを検討

けんとう
します。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
就

しゅう
労
ろう

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

のあり⽅
かた

検
けん

討
とう

の中
なか

で、⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

に関
かん

する次
つぎ

の内
ない

容
よう

に取
と

り
組
く

むことを決
き

めました。 
・基

き
礎
そ

知
ち

識
しき

・ス
す

キ
き

ル
る

の整
せい

理
り

と学
がく

習
しゅう

の機
き

会
かい

の検
けん

討
とう

 
・障

しょう
害
がい

種
しゅ

別
べつ

研
けん

修
しゅう

や他
た

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

した
研
けん

修
しゅう

の実
じっ

施
し

 
・本

ほん
市
し

開
かい

催
さい

の相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

研
けん

修
しゅう

への参
さん

加
か

 

検討
けんとう

を踏
ふ

ま
えた研 修

けんしゅう

等
とう

の実施
じ っ し

 
実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう

職
しょく

員
いん

向
む

け
の研 修

けんしゅう
 

事業所
じぎょうしょ

の職 員
しょくいん

が、障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

を ⾏
おこな

っている企業
きぎょう

での「 就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

」など
を通

つう
じて、 就 労

しゅうろう
⽀援
し え ん

スキル
す き る

の 向 上
こうじょう

や、就 労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けを ⾏
おこな

いま
す。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

の 協
きょう

⼒
りょく

のもと、市
し

内
ない

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

職
しょく

員
いん

を対
たい

象
しょう

に実
じっ

施
し

しました
（毎

まい
年
ねん

度
ど

６〜７⽉
がつ

）。 
平
へい

成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

参
さん

加
か

⼈数
にんずう

（累
るい

計
けい

）：
92⼈

にん
 

参加
さ ん か

⼈数
にんずう

 
（累計

るいけい
） 

90⼈
にん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
参加
さ ん か

⼈数
にんずう

 
（累計

るいけい
） 

：173⼈
にん

 

○ 
参加
さ ん か

⼈数
にんずう

 
（累計

るいけい
） 

380⼈
にん

 

  

取組
とりくみ

４－３ ⼈材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

  



- 80 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

ガイドヘルパー
が い ど へ る ぱ ー

等
とう

研 修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

 

○あ  

ガイドヘルパー
が い ど へ る ぱ ー

等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のため
の研 修

けんしゅう
受講料
じゅこうりょう

の⼀部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、⼈材
じんざい

確保
か く ほ

を図ります
は か    

。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

助
じょ

成
せい

⼈
にん

数
ずう

：210⼈
にん

 
総
そう

助
じょ

成
せい

額
がく

：3,759,000円
えん

 
内
うち

訳
わけ

：知
ち

的
てき

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

39件
けん

、全
ぜん

⾝
しん

性
せい

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

44件
けん

、同
どう

⾏
こう

援
えん

護
ご

⼀
いっ

般
ぱん

課
か

程
てい

100件
けん

、⾏
こう

動
どう

援
えん

護
ご

31件
けん

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

助
じょ

成
せい

⼈
にん

数
ずう

 

：250⼈
にん

 

（⾒込
み こ

み） 

、 

総
そう

助
じょ

成
せい

額
がく

 

：5,000,000円
えん

 

（⾒込
み こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

 
ス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

研
けん

修
しゅう

○あ  

より質
しつ

の⾼い
た か  

サービス
さ ー び す

が提 供
ていきょう

できる
よ う 、 移動

い ど う
⽀援
し え ん

事業
じぎょう

の 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

を
対 象
たいしょう

に研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

はサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

向
む

けと 従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

向
む

けに分
わ

けて開
かい

催
さい

し
ました。 
サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

の受
じゅ

講
こう

者
しゃ

数
すう

：132⼈
にん

（全
ぜん

４回
かい

） 
従

じゅう
業

ぎょう
者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

の受
じゅ

講
こう

者
しゃ

数
すう

：250
⼈
にん

（全６回
ぜ ん  か い

） 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

 
：240⼈

にん
 

（⾒
み

込
こ

み） 
、 

従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

 
：480⼈

にん
（⾒

み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

４－３ ⼈材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

  



- 81 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

による団
だん

体
たい

活
かつ

動
どう

⽀
し

援
えん

機
き

能
のう

の 充
じゅう

実
じつ

 

障害者
しょうがいしゃ

本⼈
ほんにん

の活動
かつどう

を⽀
ささ

える⼈材
じんざい

の
育成
いくせい

を進める
す す   

とともに、同じ
お な  

障 害
しょうがい

が
ある⼈

ひと
たちの交 流

こうりゅう
や

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の機会
き か い

を拡 充
かくじゅう

し、各団体
かくだんたい

活動
かつどう

を促進
そくしん

する取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の⾃
じ

⽴
りつ

や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

等
とう

を促
そく

進
しん

す
るための当

とう
事
じ

者
しゃ

による事
じ

業
ぎょう

を 17事
じ

業
ぎょう

実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

本
ほん

⼈
にん

及
およ

び
家
か

族
ぞく

による普
ふ

及
きゅう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

の推
すい

進
しん

【再
さい

掲
けい

】 

社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

が 中 ⼼
ちゅうしん

とな
り、障害者

しょうがいしゃ
本⼈
ほんにん

、家族
か ぞ く

及
およ

び各団体
かくだんたい

と
連携
れんけい

・協 働
きょうどう

し、障 害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

に向
む

けた普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

等
とう

により、普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

リ
り

ー
ー

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

の作
さく

成
せい

及
およ

び啓
けい

発
はつ

講
こう

座
ざ

等
とう

を実施
じ っ し

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

◆当事者
と う じ し ゃ

による⽀援
し え ん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

４－３ ⼈材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい
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取組
とりくみ

５－1 就 労
しゅうろう

  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 
（9

 
か所

しょ
） 

働く
はたら 

ことを希望
き ぼ う

する障 害
しょうがい

のある⽅
かた

や
す で に 働いて

はたら   
い る ⽅

かた
が 安⼼

あんしん
し て

働き続ける
はたら つづ   

ための⽀援
し え ん

を、企
き

業
ぎょう

や
関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

して ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しながら、障害者
しょうがいしゃ

の
企
き

業
ぎょう

等
とう

への就 労
しゅうろう

・定 着
ていちゃく

⽀援
し え ん

を推進
すいしん

するほか、平
へい

成
せい

27年度
ね ん ど

から 就
しゅう

労
ろう

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

のあり⽅
かた

について、⽅向性
ほうこうせい

を
定
さだ

めて具
ぐ

体
たい

的
てき

な取組
とりくみ

の検討
けんとう

を ⾏
おこな

いま
した。また、平

へい
成
せい

28年度
ね ん ど

から全
ぜん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

共
きょう

通
つう

の⽀
し

援
えん

員
いん

向
む

け研
けん

修
しゅう

を実施
じ っ し

し
ています。 
（平

へい
成
せい

28年度
ね ん ど

末
まつ

の⽀援
し え ん

対象者数
たいしょうしゃすう

（登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

）：4,316⼈
にん

） 

⽀
し

援
えん

対
たい

象
しょう

者
しゃ

数
すう

 
（９か所

しょ
計
けい

）
3,400⼈

にん
 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
⽀
し

援
えん

対
たい

象
しょう

者
しゃ

数
すう

 
（９か所

しょ
計
けい

）

4,300⼈
にん

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 

⽀
し

援
えん

対
たい

象
しょう

者
しゃ

数
すう

 
（９か所

しょ
計
けい

）

4,400⼈
にん

 

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

機関
き か ん

の 
⼈
じん

材
ざい

育成
いくせい

【再掲
さいけい

】 

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

機関
き か ん

職 員
しょくいん

の⽀援
し え ん

スキ
す き

ル
る

を
向 上
こうじょう

させるため、⼈材
じんざい

育成
いくせい

の仕
し

組
く

み
づくりを検討

けんとう
します。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

センター
せ ん た ー

のあり⽅
かた

検討
けんとう

の中
なか

で、⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

に関
かん

する次
つぎ

の内容
ないよう

に取
と

り
組
く

むことを決
き

めました。 
・基礎

き そ
知識
ち し き

・スキル
す き る

の整理
せ い り

と学 習
がくしゅう

の
機会
き か い

の検討
けんとう

 
・障

しょう
害
がい

種
しゅ

別
べつ

研
けん

修
しゅう

や他
た

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

した
研
けん

修
しゅう

の実
じっ

施
し

 
・本

ほん
市
し

開
かい

催
さい

の相談
そうだん

⽀
し

援
えん

研
けん

修
しゅう

への参
さん

加
か

 

検
けん

討
とう

を踏
ふ

ま
えた研

けん
修

しゅう

等
とう

の実
じっ

施
し

 
実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

 

 

取組
とりくみ

５－１ 就
しゅう

労
ろう

  

◆⼀般
いっぱん

就 労
しゅうろう

の促進
そくしん

と定 着
ていちゃく

⽀援
し え ん

の充 実
じゅうじつ
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

働きたい
はたら     

！あなた
のシ

し
ン
ん

ポ
ぽ

ジ
じ

ウ
う

ム
む

 

働
はたら

く障害者
しょうがいしゃ

や、雇⽤
こ よ う

を進める
す す    

企業
きぎょう

などの「⽣
なま

の声
こえ

」を聴
き

くことで、
障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

の理解
り か い

促進
そくしん

や啓発
けいはつ

を進
すす

めます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

「 働
はたら

きたい！あなたのシ
し

ン
ん

ポ
ぽ

ジ
じ

ウ
う

ム
む

」を開催
かいさい

（年
ねん

１回
かい

）し、当
とう

事
じ

者
しゃ

・御
ご

家
か

族
ぞく

等
とう

に対
たい

して 就
しゅう

労
ろう

啓
けい

発
はつ

を ⾏
おこな

いま
した。（平

へい
成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

参
さん

加
か

者
しゃ

数
すう

累
るい

計
けい

：824⼈
にん

） 

参加者数
さんかしゃすう

 
（累計

るいけい
） 

600⼈
にん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
参加者数
さんかしゃすう

 
（累計

るいけい
） 

1,224⼈
にん

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 
参加者数
さんかしゃすう

 
（累計

るいけい
） 

3,000⼈
にん

 

企業
きぎょう

と福祉
ふ く し

をつな
ぐセミナー

せ み な ー
 

障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

を 検討
けんとう

す る 企業
きぎょう

等
とう

を
対 象
たいしょう

に、福祉
ふ く し

の⽀
し

援
えん

機
き

関
かん

等
とう

をつなげ
ることや雇⽤

こ よ う
に関

かん
する制

せい
度
ど

の 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

や他
た

都
と

市
し

と合
ごう

同
どう

で企
き

業
ぎょう

向
む

けセ
せ

ミ
み

ナ
な

ー
ー

を実
じっ

施
し

しました。 
平
へい

成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

累
るい

計
けい

：185社
しゃ

 

参加
さ ん か

企業数
きぎょうすう

 
（累計

るいけい
） 

120社
しゃ

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
参加
さ ん か

企業数
きぎょうすう

 
（累計

るいけい
） 

240社
しゃ

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 
参加
さ ん か

企業数
きぎょうすう

 
（累計

るいけい
） 

240社
しゃ

 

障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

事例
じ れ い

の 
紹 介
しょうかい

 

障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

で 優れた
す ぐ   

取組
とりくみ

を ⾏
おこな

う
企業
きぎょう

等
とう

を データベース
で ー た べ ー す

に し て 市
し

の
WEB
う ぇ ぶ

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

等
とう

で広
ひろ

く 紹
しょう

介
かい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

企
き

業
ぎょう

や団
だん

体
たい

等
など

へのヒ
ひ

ア
あ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

を ⾏
おこな

い、 順
じゅん

次
じ

WEB
う ぇ ぶ

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

への掲
けい

載
さい

を ⾏
おこな

いました。また、神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

や国
くに

の機
き

関
かん

との 情
じょう

報
ほう

共
きょう

有
ゆう

を ⾏
おこな

いました。 
紹

しょう
介
かい

企
き

業
ぎょう

数
すう

（累
るい

計
けい

）：76社
しゃ

（平
へい

成
せい

28
年
ねん

度
ど

末
まつ

） 

紹介企業数
しょうかいきぎょうすう

 
（累計

るいけい
） 

90社
しゃ

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
紹介企業数
しょうかいきぎょうすう

 
（累計

るいけい
） 

90社
しゃ

 

（⾒
み

込
こ

み） 

〇 
紹介企業数
しょうかいきぎょうすう

 
（累計

るいけい
） 

150社
しゃ

 

  

取組
とりくみ

５－１ 就
しゅう

労
ろう

  



- 84 - 
 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

中
ちゅう

⼩
しょう

企
き

業
ぎょう

へ の
障

しょう
害
がい

者
しゃ

雇
こ

⽤
よう

⽀
し

援
えん

 

市
し

内
ない

企
き

業
ぎょう

の⼤
たい

半
はん

を占
し

める 中
ちゅう

⼩
しょう

企
き

業
ぎょう

に対
たい

する雇
こ

⽤
よう

啓
けい

発
はつ

に向
む

けて検
けん

討
とう

し
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

経
けい

済
ざい

団
だん

体
たい

等
とう

に出
で

向
む

き、出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

を実
じっ

施
し

しました。 
平
へい

成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

累
るい

計
けい

：６団
だん

体
たい

93社
しゃ

 

検
けん

討
とう

を踏
ふ

ま
えた事

じ
業

ぎょう

の実
じっ

施
し

 

平
へい

成
せい

27〜

29年
ねん

度
ど

 

累
るい

計
けい

 

：８団
だん

体
たい

 

120社
しゃ

 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

地域
ち い き

における就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の構築
こうちく

 

関係
かんけい

機関
き か ん

同⼠
ど う し

の連携
れんけい

・ 協 ⼒
きょうりょく

体制
たいせい

を
構築
こうちく

することで、企業
きぎょう

就 労
しゅうろう

の促進
そくしん

、
就労後
しゅうろうご

の 定 着
ていちゃく

⽀援
し え ん

及び
お よ  

⽣活
せいかつ

⽀援
し え ん

の
充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

就
しゅう

労
ろう

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

を 中
ちゅう

⼼
しん

として、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

や 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

等
とう

、各
かく

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

を進
すす

めました。 

関係
かんけい

機関
き か ん

 
との連

れん
携
けい

 
ガ
が
イ
い
ド
ど
ラ
ら
イ
い
ン
ん

の策定
さくてい

等
とう

 

実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

◆福祉的
ふ く し て き

就 労
しゅうろう

から⼀般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移⾏
い こ う

 

取組
とりくみ

５－１ 就
しゅう

労
ろう
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○福 【⽬ 標
もくひょう

】 

平
へい

成
せい

24年
ねん

度
ど

実
じっ

績
せき

の 福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

から⼀
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

への移
い

⾏
こう

者
しゃ

数
すう

 

160 ⼈
にん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

⾒
み

込
こみ

の 福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

から⼀
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

への移
い

⾏
こう

者
しゃ

数
すう

 

360 ⼈
にん

 
平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

⾒
み

込
こみ

の 福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

から⼀
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

への移
い

⾏
こう

者
しゃ

数
すう

 

781 ⼈
にん

 【平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

】
実績
じっせき

：457 
 
⼈
にん

 

平
へい

成
せい

25年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

数
すう

 

556 ⼈
にん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

数
すう

 

898 ⼈
にん

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

での 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

数
すう

 

1,949 ⼈
にん

 【平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

】 
実績
じっせき

：950 
 
⼈
にん

 

平
へい

成
せい

25年
ねん

度
ど

実
じっ

績
せき

の 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

のうち 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

率
りつ

が３
割
わり

以
い

上
じょう

の 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の割
わり

合
あい

 

36 ％
ぱーせんと

 

平
へい

成
せい

2
 
9年

ねん
度
ど

⾒
み

込
こみ

の 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

のうち 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

率
りつ

が３
割
わり

以
い

上
じょう

の 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の割
わり

合
あい

 

41 ％
ぱーせんと

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

⾒
み

込
こみ

の 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の利
り

⽤
よう

者
しゃ

のうち 就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

率
りつ

が３
割
わり

以
い

上
じょう

の 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の割
わり

合
あい

 

41 ％
ぱーせんと

 【平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

】
実
じっ

績
せき

：26 

 

％
ぱーせんと

 

 

○福  

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 平成
へいせい

31年度
ね ん ど

 平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

【新規
し ん き

】 
就

しゅう
労
ろう

定
てい

着
ちゃく

⽀
し

援
えん

利
り

⽤
よう

者
しゃ

数
すう

 
（仮

か
称

しょう
） 

―― ―― ―― 
国
くに

が事
じ

業
ぎょう

詳
しょう

細
さい

を⽰
しめ

した後
のち

、地
ち

域
いき

の実
じつ

情
じょう

等
とう

を基
もと

に設
せっ

定
てい

します。 

 

  

取組
とりくみ

５－１ 就
しゅう

労
ろう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう

職
しょく

員
いん

向
む

け
の研 修

けんしゅう
【再掲

さいけい
】 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の 職
しょく

員
いん

が、障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

を ⾏
おこな

っている企
き

業
ぎょう

での「 就
しゅう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

」など
を通じて

つ う   
、就

しゅう
労
ろう

⽀
し

援
えん

ス
す

キ
き

ル
る

の向
こう

上
じょう

や、
就

しゅう
労
ろう

に向
む

けた意
い 

識
しき

付
づ

けを⾏い
おこな 

ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

の 協
きょう

⼒
りょく

のもと、市
し

内
ない

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

職
しょく

員
いん

を対
たい

象
しょう

に実
じっ

施
し

しました
（毎

まい
年
とし

６⽉
がつ

〜７⽉
がつ

）。 
平
へい

成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

協
きょう

⼒
りょく

企
き

業
ぎょう

数
すう

（累
るい

計
けい

）：40社
しゃ

 
平
へい

成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

参
さん

加
か

⼈数
にんずう

（累
るい

計
けい

）：
92⼈

にん
 

参
さん

加
か

⼈
にん

数
ずう

 
（累

るい
計
けい

） 
90⼈

にん
 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
参加
さ ん か

⼈数
にんずう

 
（累計

るいけい
） 

：173⼈
にん

 

、 

協
きょう

⼒
りょく

企
き

業
ぎょう

数
すう

（累計
るいけい

） 
：70社

しゃ
 

○ 
参
さん

加
か

⼈
にん

数
ずう

 
（累

るい
計
けい

） 
380⼈

にん
 

 

 

 

取組
とりくみ

５－１ 就
しゅう

労
ろう

  

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

⽀
し

援
えん

 
セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、 
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取組
とりくみ

５－２ 福祉的
ふ く し て き

就 労
しゅうろう

  

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

よこはま 障
しょう

害
がい

者
しゃ

共
きょう

同
どう

受
じゅ

注
ちゅう

総
そう

合
ごう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の運
うん

営
えい

 

市内
し な い

の障害者施設等
しょうがいしゃしせつとう

の 情
じょう

報
ほう

を 集 約
しゅうやく

す る と と も に 、 企業等
きぎょうとう

か ら の
作業受注
さぎょうじゅちゅう

における窓
まど

⼝
ぐち

及
およ

びコ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

ト
と

等
とう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

27年度
ね ん ど

にセンター
せ ん た ー

を開
かい

設
せつ

しまし
た。センター

せ ん た ー
では、市内

し な い
障害者
しょうがいしゃ

施
し

設
せつ

等
とう

の登
とう

録
ろく

を進
すす

め、作業
さぎょう

内
ない

容
よう

などの 情
じょう

報
ほう

を集 約
しゅうやく

し、ＷＥＢ
う ぇ ぶ

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

で周知
しゅうち

しま
した。また、⼯

こう
賃
ちん

向
こう

上
じょう

のため、企
き

業
ぎょう

訪
ほう

問
もん

やパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

の改
かい

訂
てい

、研
けん

修
しゅう

や
技術的
ぎじゅつてき

指
し

導
どう

を ⾏
おこな

いました。なお、⼯
こう

賃
ちん

総
そう

額
がく

は増
ぞう

加
か

したものの、加
か

盟
めい

施
し

設
せつ

及
およ

び
利
り

⽤
よう

者
しゃ

の増
ぞう

により平
へい

均
きん

⼯
こう

賃
ちん

は⽬
もく

標
ひょう

を
下
した

回
まわ

る⾒
み

込
こ

みです。 

加
か

盟
め い

施
し

設
せ つ

に
おける「⽉

げ つ

額
が く

平
へ い

均
き ん

⼯
こ う

賃
ち ん

」が
10 ％

ぱーせんと

以
い

上
じょう

上
じょう

昇
しょう

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

加
か

盟
め い

施
し

設
せ つ

に

おける「⽉
げ つ

額
が く

平
へ い

均
き ん

⼯
こ う

賃
ち ん

」の

維
い

持
じ

 

（⾒込
み こ

み） 

△ 

加
か

盟
め い

施
し

設
せ つ

に
おける「⽉

げ つ

額
が く

平
へ い

均
き ん

⼯
こ う

賃
ち ん

」が
10 ％

ぱーせんと

以
い

上じょう

上じょう 昇しょう 

優
ゆう

先
せん

調
ちょう

達
たつ

推
すい

進
しん

のた
めの 庁

ちょう
内
ない

への啓
けい

発
はつ

 

庁
ちょう

内
ない

LAN
ら ん

や 庁
ちょう

内
ない

報
ほう

などを活
かつ

⽤
よう

し、優
ゆう

先
せん

調 達
ちょうたつ

における区局
くきょく

等
とう

の優
すぐ

れた発
はっ

注
ちゅう

事例
じ れ い

について広
ひろ

く周知
しゅうち

・啓
けい

発
はつ

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

毎
まい

年
ねん

度
ど

、優
ゆう

先
せん

調
ちょう

達
たつ

⽅
ほう

針
しん

を策
さく

定
てい

し、優
すぐ

れ
た発

はっ
注

ちゅう
事
じ

例
れい

を「ハ
は

ー
ー

ト
と

オ
お

ー
ー

ダ
だ

ー
ー

通
つう

信
しん

」
として 庁

ちょう
内
ない

L
ら
AN

ん
に掲

けい
載
さい

するとともに
（平

へい
成
せい

27〜28年
ねん

度
ど

 累
るい

計
けい

12号
ごう

発
はっ

⾏
こう

）、
庁

ちょう
内
ない

会
かい

議
ぎ

等
とう

で事
じ

例
れい

を説
せつ

明
めい

し、発
はっ

注
ちゅう

を
促
そく

進
しん

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推
すい

進
しん

 

 

 

 

 

取組
とりくみ

５－２ 福祉的
ふ く し て き

就 労
しゅうろう

  

◆作業
さぎょう

の充 実
じゅうじつ

と⼯賃
こうちん

向 上
こうじょう
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

対
たい

象
しょう

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の拡
かく

⼤
だい

に向
む

けた検
けん

討
とう

 

特
とく

例
れい

⼦
こ

会
がい

社
しゃ

、重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

多
た

数
すう

雇
こ

⽤
よう

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

及
およ

び在
ざい

宅
たく

就
しゅう

業
ぎょう

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

、法
ほう

律
りつ

の対
たい

象
しょう

範
はん

囲
い

である企
き

業
ぎょう

等
とう

への対
たい

象
しょう

拡
かく

⼤
だい

に向
む

けて検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

います。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

から検
けん

討
とう

を ⾏
おこな

い、29年
ねん

度
ど

に 重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

多
た

数
すう

雇
こ

⽤
よう

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

及
およ

び
在
ざい

宅
たく

就
しゅう

業
ぎょう

⽀
し

援
えん

団
だん

体
たい

、横
よこ

浜
はま

市
し

ふれあい
シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

を対
たい

象
しょう

に含
ふく

めた「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

⽀
し

援
えん

施
し

設
せつ

等
とう

に 準
じゅん

ずる者
もの

の認
にん

定
てい

に
かかる要

よう
綱
こう

」を策
さく

定
てい

し、10事
じ

業
ぎょう

所
しょ

を
認
にん

定
てい

しました。 

課
か

題
だい

の検
けん

証
しょう

を踏
ふ

ま
えた検討

けんとう
 

実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

する機会
き か い

の確保
か く ほ

（⊳の項⽬
こうもく

） 

企業
きぎょう

で 働
はたら

くことや、施設
し せ つ

に⽇
にっ

中
ちゅう

通
かよ

う
ことが困難

こんなん
な在宅

ざいたく
の⽅

かた
でも、社会

しゃかい
参加
さ ん か

する機会
き か い

を確保
か く ほ

できるような仕組み
し く  

を検討
けんとう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の⽅
かた

等
とう

の社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

やテ
て

レ
れ

ワ
わ

ー
ー

ク
く

について 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

・意
い

⾒
けん

交
こう

換
かん

を ⾏
おこな

いました。 

― ー ○ ― 

 

  

取組
とりくみ

５－２ 福祉的
ふ く し て き

就 労
しゅうろう
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取組
とりくみ

５－３ ⽇ 中
にっちゅう

活動
かつどう

   
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⽇ 中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の
役割
やくわり

の明確化
め い か く か

及
およ

び
設置
せ っ ち

促進
そくしん

（⊳の
項⽬
こうもく

） 

現
げん

在
ざい

の⽇
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

に関
かか

わる、様
さま

々
ざま

な社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

の役
やく

割
わり

や位
い

置
ち

付
づ

けを明
めい

確
かく

にし、
障

しょう
害
がい

者
しゃ

本
ほん

⼈
にん

が希
き

望
ぼう

する活
かつ

動
どう

場
ば

所
しょ

を選
せん

択
たく

できる⽅
ほう

法
ほう

や医
い

療
りょう

的
てき

ケ
け

ア
あ

等
とう

専
せん

⾨
もん

的
てき

な⽀
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な⽅
かた

への⽀
し

援
えん

⽅
ほう

法
ほう

につ
いて、検

けん
討
とう

します。併
あわ

せて、特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の卒
そつ

業
ぎょう

⽣
せい

等
とう

の⾏
い

き先
さき

となる⽇
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

場
ば

所
しょ

の設
せっ

置
ち

を促
そく

進
しん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

⽇
にっ

中
ちゅう

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

に関
かか

わる各
かく

施
し

設
せつ

の役
やく

割
わり

などについて、関
かん

係
けい

者
しゃ

などを交
まじ

えた
検
けん

討
とう

や、課
か

題
だい

などの 共
きょう

有
ゆう

化
か

を ⾏
おこな

いま
した。 

― ― △ ― 

 

○福 【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

⽣
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

 

7,150⼈
にん

分
ぶん

 7,759 ⼈
にん

分
ぶん

 8,420⼈
にん

分
ぶん

 
7,783⼈

にん
分
ぶん

 8,080⼈
にん

分
ぶん

 8,417⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：6,956⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

：7,147⼈
にん

分
ぶん

 
7,306

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

分
ぶん

 

125,140⼈
にん

⽇
にち

 135,795 ⼈
にん

⽇
にち

 147,357 ⼈
にん

⽇
にち

 
127,637 ⼈

にん
⽇
にち

 131,598 ⼈
にん

⽇
にち

 136,283⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

： 
116,606 

⼈
にん

⽇
にち

 
実
じっ

績
せき

： 
118,489 

⼈
にん

⽇
にち

 
125,438

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

  

取組
とりくみ

５－３ ⽇ 中
にっちゅう

活動
かつどう

  

◆⽇ 中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の拡 充
かくじゅう
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○福 【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

⾃
じ

⽴
りつ

訓
くん

練
れん

 
（機

き
能
のう

訓
くん

練
れん

）

26 ⼈
にん

分
ぶん

 26 ⼈
にん

分
ぶん

 26⼈
にん

分
ぶん

 
30⼈

にん
分
ぶん

 30⼈
にん

分
ぶん

 30⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

：29⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

：35⼈
にん

分
ぶん

 
35

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

分
ぶん

 

422 ⼈
にん

⽇
にち

 422 ⼈
にん

⽇
にち

 422⼈
にん

⽇
にち

 
511⼈

にん
⽇
にち

 511⼈
にん

⽇
にち

 511⼈
にん

⽇
にち

 
実
じっ

績
せき

：497 ⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

：603⼈
にん

⽇
にち

 
596

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

⾃
じ

⽴
りつ

訓
くん

練
れん

 
（⽣

せい
活
かつ

訓
くん

練
れん

）

191 ⼈分
にんぶん

 193 ⼈分
にんぶん

 194⼈分
にんぶん

 
207 ⼈分

にんぶん
 222 ⼈分

にんぶん
 233 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：169⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：192⼈分
にんぶん

 
208

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

2,801 ⼈
にん

⽇
にち

 2,829 ⼈
にん

⽇
にち

 2,857⼈
にん

⽇
にち

 
3,402⼈

にん
⽇
にち

 3,638⼈
にん

⽇
にち

 3,874⼈
にん

⽇
にち

 
実
じっ

績
せき

：2,784⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

：3,015⼈
にん

⽇
にち

 
3,364

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

就
しゅう

労
ろう

移
い

⾏
こう

 
⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

657 ⼈分
にんぶん

 807 ⼈分
にんぶん

 898⼈分
にんぶん

 
1,376 ⼈分

にんぶん
 1,628 ⼈分

にんぶん
 1,949 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：830⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：950⼈分
にんぶん

 
1,036

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

10,911 ⼈
にん

⽇
にち

 13,683 ⼈
にん

⽇
にち

 15,252⼈
にん

⽇
にち

 
24,241⼈

にん
⽇
にち

 29,130⼈
にん

⽇
にち

 35,486⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

： 
13,988 ⼈

にん
⽇
にち

 実
じっ

績
せき

： 
16,116 ⼈

にん
⽇
にち

 
18,176
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 
（A

えー
型
がた

） 

670 ⼈分
にんぶん

 891 ⼈分
にんぶん

 1,141⼈分
にんぶん

 
698 ⼈分

にんぶん
 750 ⼈分

にんぶん
 812 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：563 ⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：593⼈分
にんぶん

 
664

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

13,422⼈
にん

⽇
にち

 17,851 ⼈
にん

⽇
にち

 22,849⼈
にん

⽇
にち

 
13,994 ⼈

にん
⽇
にち

 15,031 ⼈
にん

⽇
にち

 16,255 ⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

： 
11,294 ⼈

にん
⽇
にち

 実
じっ

績
せき

： 
11,886 ⼈

にん
⽇
にち

 
13,259
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 
（B

びー
型
がた

） 

2,964 ⼈分
にんぶん

 3,507 ⼈分
にんぶん

 4,150⼈分
にんぶん

 
4,248 ⼈分

にんぶん
 4,855 ⼈分

にんぶん
 5,551 ⼈分

にんぶん
 

実
じっ

績
せき

：2,846⼈分
にんぶん

 実
じっ

績
せき

：3,250⼈分
にんぶん

 
3,570

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈分
にんぶん

 

53,365 ⼈
にん

⽇
にち

 61,501 ⼈
にん

⽇
にち

 72,747⼈
にん

⽇
にち

 
72,506 ⼈

にん
⽇
にち

 82,283 ⼈
にん

⽇
にち

 93,555 ⼈
にん

⽇
にち

 実
じっ

績
せき

： 
49,612 ⼈

にん
⽇
にち

 実績
じっせき

： 
55,979 ⼈

にん
⽇
にち

 
63,011
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

⽇
にち

 

 

取組
とりくみ

５－３ ⽇ 中
にっちゅう

活動
かつどう
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○福【⾒込
み こ

み】

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

⽀
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 
作
さ

業
ぎょう

所
しょ

型
がた

（※） 

189 か所
しょ

 185 か所
しょ

 181か所
しょ

 
154 か所

しょ
 154 か所

しょ
 154 か所

しょ
 

実
じっ

績
せき

：170か所
しょ

 実
じっ

績
せき

：158か所
しょ

 
158

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）か所
しょ

 

3,892 ⼈
にん

 3,800 ⼈
にん

 3,707⼈
にん

 
3,411 ⼈

にん
 3,411 ⼈

にん
 3,411 ⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：3,755⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：3,462⼈
にん

 
2,709

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

 

中
ちゅう

途
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

18 か所
しょ

 18 か所
しょ

 18か所
しょ

 
18 か所

しょ
 18 か所

しょ
 18 か所

しょ
 

実
じっ

績
せき

：18か所
しょ

 実
じっ

績
せき

：18か所
しょ

 
18

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）
か所

しょ
 

529 ⼈
にん

 529 ⼈
にん

 529 ⼈
にん

 
529⼈

にん
 529⼈

にん
 529⼈

にん
 

実
じっ

績
せき

：527⼈
にん

 実
じっ

績
せき

：531⼈
にん

 
529

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）
⼈
にん

 

※ 地域
ち い き

活動
かつどう

⽀援
し え ん

センター
せ ん た ー

作業所型
さぎょうしょかた

については、必要数
ひつようすう

を確保
か く ほ

するとともに、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

への
事業
じぎょう

移⾏
い こ う

を進めて
す す   

いきます。 
※ この 表

ひょう
における単

たん
位
い

の 考
かんが

え⽅
かた

は次
つぎ

のとおりです。 
・「⼈

にん
分
ぶん

」「回
かい

」…⽉
げっ

間
かん

の利
り

⽤
よう

⼈
にん

数
ずう

・回
かい

数
すう

 
  ・「⼈

にん
⽇
にち

」…「⽉
げっ

間
かん

の利
り

⽤
よう

⼈
にん

数
ずう

」 ×
かける

「⼀
ひと

⼈
り

⼀
いっ

か⽉
げつ

あたりの平
へい

均
きん

利
り

⽤
よう

⽇
にっ

数
すう

」 

取組
とりくみ

５－３ ⽇ 中
にっちゅう

活動
かつどう
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取組
とりくみ

５－４ 移動
い ど う

⽀援
し え ん

  
 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

移動
い ど う

情 報
じょうほう

センター
せ ん た ー

 
運営
うんえい

等
とう

事業
じぎょう

の推進
すいしん

 

○あ  

移動
い ど う

⽀援
し え ん

に関
かん

する 情 報
じょうほう

を 集 約
しゅうやく

し、
⼀⼈
ひ と り

ひとりにあった適切
てきせつ

な 情 報
じょうほう

を
提 供
ていきょう

することや、移動
い ど う

⽀援
し え ん

を⽀える
さ さ   

⼈材
じんざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

を⾏う
おこな 

移動
い ど う

情 報
じょうほう

センター
せ ん た ー

を全区
ぜ ん く

で開設
かいせつ

し、市内
し な い

のどの
地域
ち い き

でも移動
い ど う

⽀援
し え ん

の仕組み
し く  

を効果的
こ う か て き

に利⽤
り よ う

できるようにします。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

移動
い ど う

情 報
じょうほう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の窓⼝
まどぐち

を平成
へいせい

28
年度
ね ん ど

までに 15区
く

に設置
せ っ ち

し、運営
うんえい

を⾏
おこ

いました。平成
へいせい

29年度
ね ん ど

に新
あら

たに 3区
く

で
開設
かいせつ

することで、全区
ぜ ん く

で展開
てんかい

する予定
よ て い

です。 

相談
そうだん

件数
けんすう

 
2,500件

けん
 

平
へい

成
せい

29年度
ね ん ど

 
相談
そうだん

件数
けんすう

 
2,500件

けん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 
相談
そうだん

件数
けんすう

 
3,600件

けん
 

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

等
とう

研 修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

【再掲
さいけい

】 ○あ  

ガイドヘルパー
が い ど へ る ぱ ー

等
とう

の資格
し か く

取
しゅ

得
とく

のため
の研 修

けんしゅう
受講料
じゅこうりょう

の⼀部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、⼈材
じんざい

確保
か く ほ

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

助
じょ

成
せい

⼈
にん

数
ずう

：210⼈
にん

 
総
そう

助
じょ

成
せい

額
がく

：3,759,000円
えん

 
内
うち

訳
わけ

：知
ち

的
てき

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

39件
けん

、全
ぜん

⾝
しん

性
せい

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

44件
けん

、同
どう

⾏
こう

援
えん

護
ご

⼀
いっ

般
ぱん

課
か

程
てい

100件
けん

、⾏
こう

動
どう

援
えん

護
ご

31件
けん

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
助
じょ

成
せい

⼈
にん

数
ずう

 
：250⼈

にん
 

（⾒
み

込
こ

み） 
、 

総
そう

助
じょ

成
せい

額
がく

 
：5,000,000円

えん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

５－４ 移動
い ど う

⽀援
し え ん

  

◆移動
い ど う

⽀援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

による社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

ガ
が

イ
い

ド
ど

ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

 
ス
す

キ
き

ル
る

ア
あ

ッ
っ

プ
ぷ

研
けん

修
しゅう

【再掲
さいけい

】 ○あ  

より質
しつ

の⾼い
た か  

サービス
さ ー び す

が提
てい

供
きょう

できる
よ う 、 移動

い ど う
⽀援
し え ん

事業
じぎょう

の 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

を
対 象
たいしょう

に研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

はサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

向
む

けと 従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

向
む

けに分
わ

けて開
かい

催
さい

し
ました。 
サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

の受
じゅ

講
こう

者
しゃ

数
すう

：132⼈
にん

（全
ぜん

４回
かい

） 
従

じゅう
業

ぎょう
者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

の受
じゅ

講
こう

者
しゃ

数
すう

：250
⼈
にん

（全６回
ぜ ん  か い

） 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

提
てい

供
きょう

責
せき

任
にん

者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

 
：240⼈

にん
 

（⾒
み

込
こ

み） 
、 

従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

向
む

け研
けん

修
しゅう

 
：480⼈

にん
 

（⾒
み

込
こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

効
こう

率
りつ

的
てき

な⾞
しゃ

両
りょう

利
り

⽤
よう

の 仕
し

組
く

み の 検
けん

討
とう

 

○あ  

通所
つうしょ

等
とう

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

が⼀
いっ

層
そう

進
すす

められる
よう、乗合

のりあい
形式
けいしき

等
とう

による効率的
こうりつてき

な
⾞ 両
しゃりょう

利⽤
り よ う

の仕
し

組
く

みを検討
けんとう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

カ
か

ー
ー

シ
し

ェ
ぇ

ア
あ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ
（乗

のり
合
あい

送
そう

迎
げい

）の仕
し

組
く

みについて、検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

を設
せっ

置
ち

し、平
へい

成
せい

25年
ねん

から平
へい

成
せい

27年
ねん

にかけて検
けん

討
とう

を
⾏

おこな
い、報

ほう
告
こく

書
しょ

を作
さく

成
せい

しました。また、
エ
え

リ
り

ア
あ

を限
げん

定
てい

したモ
も

デ
で

ル
る

⾛
そう

⾏
こう

等
とう

も実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

  

取組
とりくみ

５－４ 移動
い ど う

⽀援
し え ん
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

外 出
がいしゅつ

⽀援
し え ん

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

 

⼀般
いっぱん

の交通
こうつう

機関
き か ん

を利⽤
り よ う

しての外 出
がいしゅつ

に
困難
こんなん

を 伴
ともな

う、⾞
くるま

いす利⽤者
り よ う し ゃ

等
とう

に福祉
ふ く し

⾞ 両
しゃりょう

によるサービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

延
のべ

利
り

⽤
よう

回
かい

数
すう

:1,119回
かい

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

延
のべ

利
り

⽤
よう

回
かい

数
すう

:946回
かい

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 
延
のべ

利
り

⽤
よう

回
かい

数
すう

 
:850回

かい
 

（⾒込
み こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

在宅
ざいたく

重 症
じゅうしょう

患者
かんじゃ

外 出
がいしゅつ

⽀援
し え ん

事業
じぎょう

 

⾞
くるま

いすによる移動
い ど う

が困難
こんなん

でス
す

ト
と

レ
れ

ッ
っ

チ
ち

ャ
ゃ

ー
ー

対
たい

応
おう

⾞
しゃ

を使
し

⽤
よう

せざるを得
え

ない
難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

が、通院
つういん

等
とう

の際
さい

、所定
しょてい

の患者
かんじゃ

等
とう

搬送⽤
はんそうよう

⾃動⾞
じ ど う し ゃ

を利⽤
り よ う

した場合
ば あ い

に、そ
の移送費

い そ う ひ
の⼀部

い ち ぶ
を助成

じょせい
します。 

＜振
ふ

り返
かえ

り＞ 
平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

延
のべ

利
り

⽤
よう

回
かい

数
すう

：499回
かい

 
平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

延
のべ

利
り

⽤
よう

回
かい

数
すう

：540回
かい

 

推進
すいしん

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 

延
のべ

利
り

⽤
よう

回
かい

数
すう

 

:580回
かい

 

（⾒込
み こ

み） 

○ 推進
すいしん

 

福祉
ふ く し

有 償
ゆうしょう

運送
うんそう

事業
じぎょう

 

移動
い ど う

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な⾝体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を
対 象
たいしょう

に、登録
とうろく

されたＮＰＯ
えぬぴーおー

法⼈
ほうじん

等
とう

に
より、⾃家⽤

じ か よ う
⾃動⾞
じ ど う し ゃ

を使⽤
し よ う

して有 償
ゆうしょう

で輸送
ゆ そ う

するサービス
さ ー び す

を促進
そくしん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

福
ふく

祉
し

有
ゆう

償
しょう

運
うん

送
そう

を ⾏
おこな

うN
えぬ

P
ぴー

O
おー

法
ほう

⼈
じん

等
とう

の登
とう

録
ろく

等
とう

や福
ふく

祉
し

有
ゆう

償
しょう

運
うん

送
そう

の適正
てきせい

な
実施
じ っ し

等
とう

について協議
きょうぎ

する、福
ふく

祉
し

有
ゆう

償
しょう

移
い

動
どう

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

運
うん

営
えい

協
きょう

議
ぎ

会
かい

を開
かい

催
さい

しま
した。 

推進
すいしん

 実
じっ

施
し

 ○ 推進
すいしん

 

 

取組
とりくみ

５－４ 移動
い ど う

⽀援
し え ん

  取組
とりくみ

５－４ 移動
い ど う

⽀援
し え ん
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○福 【⾒込
み こ

み】 

 平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

28年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

 平
へい

成
せい

32年
ねん

度
ど

 

移
い

動
どう

⽀
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 
（移

い
動
どう

介
かい

護
ご

・通
つう

学
がく

通
つう

所
しょ

⽀
し

援
えん

） 

668,820時間分
じ か ん ぶ ん

 688,978時間分
じ か ん ぶ ん

 709,744時間分
じ か ん ぶ ん

 
724,125時間分

じ か ん ぶ ん
 745,849時間分

じ か ん ぶ ん
 768,224時間分

じ か ん ぶ ん
 実

じっ
績
せき

： 
659,335 

時間分
じ か ん ぶ ん

 
実
じっ

績
せき

： 
682,557 

時間分
じ か ん ぶ ん

 
703,034
（実績⾒込

じ っ せ き み こ

み）時間分
じ か ん ぶ ん

 

4,546⼈
にん

分
ぶん

 4,819⼈
にん

分
ぶん

 5,109⼈
にん

分
ぶん

 
5,898⼈

にん
分
ぶん

 6,134⼈
にん

分
ぶん

 6,379⼈
にん

分
ぶん

 実
じっ

績
せき

： 
5,105 

⼈
にん

分
ぶん

 
実
じっ

績
せき

： 
5,401 

⼈
にん

分
ぶん

 
5,671

（実績⾒込
じ っ せ き み こ

み）⼈
にん

分
ぶん

 

 

  

交
こう

通
つう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

による運
うん

賃
ちん

割
わり

引
びき

 

リ
り

フ
ふ

ト
と

付
つき

⼩
こ

型
がた

⾞
しゃ

両
りょう

の
利
り

⽤
よう

・貸
かし

出
だし

 

福
ふく

祉
し

特
とく

別
べつ

乗
じょう

⾞
しゃ

券
けん

の 
交
こう

付
ふ

 

市営
し え い

地
ち

下
か

鉄
てつ

 

ハ
は

ン
ん

デ
で

ィ
ぃ

キ
き

ャ
ゃ

ブ
ぶ

 

取組
とりくみ

５－４ 移動
い ど う

⽀援
し え ん
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取組
とりくみ

５－５ ⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

  

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

参
さん

加
か

型
がた

ア
あ

ー
ー

ト
と

イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

の開催
かいさい

 

市
し

内
ない

の様
さま

々
ざま

な会
かい

場
じょう

を活
かつ

⽤
よう

して、参
さん

加
か

型
がた

のア
あ

ー
ー

ト
と

イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

を検
けん

討
とう

・開
かい

催
さい

しま
す。３年

ねん
に⼀

いち
度
ど

開
かい

催
さい

するパ
ぱ

ラ
ら

ト
と

リ
り

エ
え

ン
ん

ナ
な

ー
ー

レ
れ

への基
き

盤
ばん

づくりとして、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の環
かん

境
きょう

づくりを検
けん

討
とう

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

障
しょう

害
がい

のある⽅
かた

のア
あ

ー
ー

ト
と

活
かつ

動
どう

を⽀
し

援
えん

す
る⼈

じん
材
ざい

を育
いく

成
せい

することを⽬
もく

的
てき

とし、⽂
ぶん

化
か

事
じ

業
ぎょう

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

等
とう

の研
けん

修
しゅう

会
かい

及
およ

び各
かく

種
しゅ

ワ
わ

ー
ー

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

を実
じっ

施
し

しまし
た。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

ヨコハマ
よ こ は ま

・パ
ぱ

ラ
ら

ト
と

リ
り

エ
え

ン
ん

ナ
な

ー
ー

レ
れ

の開催
かいさい

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

を促
そく

進
しん

すること
や、 障

しょう
害
がい

者
しゃ

と芸
げい

術
じゅつ

家
か

の 協
きょう

働
どう

による
作
さく

品
ひん

作
づく

りを ⾏
おこな

うことなどにより、障
しょう

害
がい

者
しゃ

⾃
じ

⾝
しん

の⼀
いっ

層
そう

の⾃
じ

⽴
りつ

につなげてい
くため、現

げん
代
だい

ア
あ

ー
ー

ト
と

国
こく

際
さい

展
てん

である「ヨ
よ

コ
こ

ハ
は

マ
ま
・パ

ぱ
ラ
ら

ト
と

リ
り

エ
え

ン
ん

ナ
な

ー
ー

レ
れ

」を開
かい

催
さい

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

ヨ
よ

コ
こ

ハ
は

マ
ま

・ヒ
ひ

ュ
ゅ

ー
ー

マ
ま

ン
ん

＆
あんど

テ
て

ク
く

ノ
の

ラ
ら

ン
ん

ド
ど

においてパ
ぱ

ラ
ら

ト
と

リ
り

エ
え

ン
ん

ナ
な

ー
ー

レ
れ

2014
および横

よこ
浜
はま

ラ
ら

ン
ん

デ
で

ヴ
う゛

ー
ー

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

で継
けい

続
ぞく

して実
じっ

施
し

している 障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

設
せつ

とのア
あ

ー
ー

ト
と

活
かつ

動
どう

について 紹
しょう

介
かい

しまし
た。 

開催
かいさい

 開催
かいさい

 ○ 開催
かいさい

 

  

◆⽂化
ぶ ん か

・芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

５－５ ⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

4
 
校
こう

種
しゅ

 図画
ず が

⼯作
こうさく

・
美術
びじゅつ

・書道
しょどう

作品展
さくひんてん

 
特別
とくべつ

⽀援
し え ん

教 育
きょういく

部⾨
ぶ も ん

〜つたえたい ぼく
のおもい わたしの
きもち〜の開催

かいさい
 

【再掲
さいけい

】 

４校
こう

種
しゅ

（ ⼩
しょう

・ 中
ちゅう

・⾼
こう

・特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

）の
幼
よう

児
じ

児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

の作
さく

品
ひん

を⼀
いち

堂
どう

に集
あつ

め、市
し

⺠
みん

公
こう

開
かい

の作品展
さくひんてん

を開催
かいさい

することで、
障 害
しょうがい

のある⼦
こ

どもの⽂化
ぶ ん か

活動
かつどう

に関
かん

す
る普

ふ
及

きゅう
・啓

けい
発
はつ

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

４校
こう

種
しゅ

（ ⼩
しょう

・ 中
ちゅう

・⾼
こう

・特別
とくべつ

⽀援
し え ん

）の
幼児
よ う じ

児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

の作品
さくひん

を⼀堂
いちどう

に集
あつ

め、
市⺠
し み ん

公開
こうかい

の作品展
さくひんてん

を開催
かいさい

し、毎
まい

年
とし

１万
まん

⼈
にん

を超
こ

える市
し

⺠
みん

が来 場
らいじょう

しています。
また、平成

へいせい
28年度

ね ん ど
には N P O

えぬぴーおー
法
ほう

⼈
じん

の
後援
こうえん

を受
う

け、展⽰
て ん じ

するパネル
ぱ ね る

を 新
あたら

し
くすることができました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

障害者
しょうがいしゃ

の芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

⽀
し

援
えん

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

の構築
こうちく

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の美
び

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

を⽀
ささ

える⼈
じん

材
ざい

、団
だん

体
たい

等
とう

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

によるネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

化
か

を図
はか

り、芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

、
発
はっ

信
しん

を ⾏
おこな

う拠
きょ

点
てん

を設
せっ

置
ち

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

平成
へいせい

29年度
ね ん ど

から事
じ

業
ぎょう

化
か

するため、予
よ

算
さん

を配
はい

分
ぶん

しました。 

構築
こうちく

 構築
こうちく

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

取組
とりくみ

５－５ ⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

パ
ぱ

ラ
ら

ト
と

ラ
ら

イ
い

ア
あ

ス
す

ロ
ろ

ン
ん

の強化
きょうか

 

横浜
よこはま

ラポール
ら ぽ ー る

において、パ
ぱ

ラ
ら

ト
と

ラ
ら

イ
い

ア
あ

ス
す

ロ
ろ

ン
ん

競
きょう

技
ぎ

の普及
ふきゅう

・強化
きょうか

に向けた
む   

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

グ
ぐ

リ
り

ー
ー

ン
ん

ト
と

ラ
ら

イ
い

ア
あ

ス
す

ロ
ろ

ン
ん

、世
せ

界
かい

ト
と

ラ
ら

イ
い

ア
あ

ス
す

ロ
ろ

ン
ん

シ
し

リ
り

ー
ー

ズ
ず

横
よこ

浜
はま

⼤
たい

会
かい

、シ
し

ー
ー

サ
さ

イ
い

ド
ど

ト
と

ラ
ら

イ
い

ア
あ

ス
す

ロ
ろ

ン
ん

に 協
きょう

⼒
りょく

していま
す。また、イ

い
グ
ぐ

ジ
じ

ッ
っ

ト
と

ハ
は

ン
ん

ド
ど

ラ
ら

―
ー

の実
じつ

技
ぎ

研
けん

修
しゅう

を横
よこ

浜
はま

ラ
ら

ポ
ぽ

ー
ー

ル
る

のプ
ぷ

ー
ー

ル
る

で実
じっ

施
し

しました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

にお
けるスポーツ

す ぽ ー つ
選⼿
せんしゅ

育成
いくせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

 

オリンピック
お り ん ぴ っ く

・パラリンピック
ぱ ら り ん ぴ っ く

東 京
とうきょう

⼤会
たいかい

開催
かいさい

を契機
け い き

として、特別
とくべつ

⽀援
し え ん

学校
がっこう

で⾏う
おこな 

スポーツ
す ぽ ー つ

で世界
せ か い

を⽬指す
め ざ  

児童
じ ど う

⽣徒
せ い と

を⽀援
し え ん

することにより、障 害
しょうがい

の
ある⼦

こ
どもたちの⾃⽴

じ り つ
と社会

しゃかい
参加
さ ん か

に
つなげます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

⽣
せい

徒
と

が卓
たっ

球
きゅう

、⽔
すい

泳
えい

、陸
りく

上
じょう

競
きょう

技
ぎ

で世
せ

界
かい

的
てき

な⼤
たい

会
かい

に 出
しゅつ

場
じょう

するにあたり、奨
しょう

励
れい

⾦
きん

を交
こう

付
ふ

した
ほか、障

しょう
害
がい

者
しゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

の普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

の
ためにゴ

ご
ー
ー

ル
る

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

やボ
ぼ

ッ
っ

チ
ち

ャ
ゃ

の備
び

品
ひん

を特
とく

別
べつ

⽀
し

援
えん

学
がっ

校
こう

に整
せい

備
び

しました。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

 

  

◆スポーツ
す ぽ ー つ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

５－５ ⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん
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事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

の
啓発
けいはつ

 

他
た

都
と

市
し

における取
とり

組
くみ

の 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

と、具
ぐ

体
たい

的
てき

な啓
けい

発
はつ

⽅
ほう

法
ほう

の検討
けんとう

を ⾏
おこな

い
ます。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

他
た

都
と

市
し

取
とり

組
くみ

の 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を進
すす

めると
同
どう

時
じ

に、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

体
たい

験
けん

会
かい

を市
し

内
ない

公
こう

⽴
りつ

学
がっ

校
こう

を 中
ちゅう

⼼
しん

に開
かい

催
さい

しました。
また、横

よこ
浜
はま

マ
ま

ラ
ら

ソ
そ

ン
ん

の寄
き

付
ふ

⾦
きん

を活
かつ

⽤
よう

し、リ
り

オ
お

パ
ぱ

ラ
ら

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

出
しゅつ

場
じょう

選
せん

⼿
しゅ

へ
の助

じょ
成
せい

⾦
きん

の交
こう

付
ふ

や、リ
り

オ
お

パ
ぱ

ラ
ら

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

の撮
さつ

影
えい

を ⾏
おこな

った写
しゃ

真
しん

家
か

の写
しゃ

真
しん

展
てん

を
開
かい

催
さい

し、オ
お

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く
・パ

ぱ
ラ
ら

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

東
とう

京
きょう

⼤
たい

会
かい

に向
む

けた啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

にも取
と

り組
く

みました。 

啓発
けいはつ

⽅法
ほうほう

の
検討
けんとう

 
実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん

 

  

◆レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

取組
とりくみ

５－５ ⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん
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取組
とりくみ

５－５ ⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

  

 

 

 

事業名
じぎょうめい

 事業内容
じぎょうないよう

 
平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

 
評価
ひょうか

 
平成
へいせい

32年度
ね ん ど

 

⽬
もく

  標
ひょう

 ⽬
もく

  標
ひょう

 現
げん

  状
じょう

 

⾝近
み ぢ か

な地域
ち い き

におけ
る障害者

しょうがいしゃ
スポーツ
す ぽ ー つ

の推進
すいしん

 

⾝
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

にあるス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

等
とう

を活
かつ

⽤
よう

して、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

にい
つでも取り組む

と  く  
ことができるよう、

地域
ち い き

⼈材
じんざい

の育成
いくせい

を進め
す す  

、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

活動
かつどう

の推
すい

進
しん

を図
はか

ります。 
＜振

ふ
り返

かえ
り＞ 

中
ちゅう

途
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

、体
たい

育
いく

協
きょう

会
かい

等
とう

と連
れん

携
けい

しネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

を構
こう

築
ちく

してきた地
ち

域
いき

の活
かつ

動
どう

を、引
ひ

き続
つづ

き⽀
し

援
えん

しています。さらに、磯
いそ

⼦
ご

区
く

と港
こう

南
なん

区
く

で新
あら

たなネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

の構
こう

築
ちく

に取
と

り
組
く

んでいます。また、障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

の 周
しゅう

知
ち

活
かつ

動
どう

、ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

や初
しょ

級
きゅう

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

指
し

導
どう

員
いん

研
けん

修
しゅう

会
かい

等
とう

の実
じっ

施
し

を通
とお

して、⽀
し

援
えん

者
しゃ

・指
し

導
どう

者
しゃ

の⼈
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

めていま
す。 

推進
すいしん

 実施
じ っ し

 ○ 推進
すいしん
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（１）横浜市
よ こ は ま し

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

について                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜市
よこはまし

発⾏
はっこう

の各障害者
かくしょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

（⾝体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

・愛
あい

の⼿帳
てちょう

（療 育
りょういく

⼿帳
てちょう

）・精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

⼿
て

帳
ちょう

）の平成
へいせい

29年
ねん

３⽉
  がつ

末
まつ

時点
じ て ん

での所持者数
しょじしゃすう

の合計
ごうけい

は、約
やく

16万
まん

⼈
にん

（横
よこ

浜
はま

市
し

全
ぜん

体
たい

⼈
じん

⼝
こう

⽐
ひ

で４.28 ％
ぱーせんと

）となっています。  
 表

ひょう
１によると、⼿帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

は、24年
ねん

の約
やく

13万
まん

9千
せん

⼈
にん

から、現在
げんざい

までに、約
やく

２万
まん

１千
せん

⼈
にん

増
ぞう

加
か

し（増加率
ぞうかりつ

約
やく

12.9 ％
ぱーせんと

）、所持者数
しょじしゃすう

が伸
の

びていることが分
わ

かります。  
 また、 表

ひょう
２からわかるように、障 害者

しょうがいしゃ
⼿帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の増加率
ぞうかりつ

については、ここ数年
すうねん

 
２ ％

ぱーせんと
から４ ％

ぱーせんと
の 間

あいだ
で推移

す い い
しており、横浜市

よこはまし
⼈⼝
じんこう

の増加率
ぞうかりつ

と⽐
くら

べても⼤
おお

きいことか
ら、障 害者

しょうがいしゃ
⼿帳
てちょう

所持
し ょ じ

者
しゃ

の割合
わりあい

が増
ふ

えてきています。今後
こ ん ご

も障 害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の割合
わりあい

は
増
ふ

えていくことが推測
すいそく

されます。  
 

表
ひょう

１ 横浜市
よ こ は ま し

⼈⼝
じ ん こ う

と障害者
しょうがい しゃ

⼿帳
て ち ょ う

所持者
し ょ じ し ゃ

数
す う

の⽐較
ひ か く

（３⽉
がつ

末
まつ

時点
じ て ん

、ただし、横浜市
よ こ は ま し

⼈⼝
じん こう

のみ４⽉
がつ

１⽇
ひ

時点
じ て ん

。以下
い か

同様
ど う よう

）（⼈
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

3,688,624 3,693,788 3,702,093 3,712,170 3,725,042 3,728,124

94,291 96,114 98,706 99,120 99,199 99,356

21,864 23,005 24,171 25,447 26,712 27,958

22,785 24,538 26,475 28,285 30,225 32,249

138,940 143,657 149,352 152,852 156,136 159,563

横浜市
よ こ は ま し

⼈⼝
じん こう

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

4.03% 4.28%

⾝体
しん たい

障害者
しょうがいしゃ

4.19%3.77% 3.89%

⼿帳
てち ょう

所持者
し ょ じ し ゃ

全体
ぜんたい

横浜市
よ こはまし

⼈⼝
じんこう

における障害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
すう

割合
わりあい

4.12%

表
ひょう

２ 横浜市
よこはまし

⼈⼝
じんこう

と障害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の増加数
ぞうかすう

の⽐較
ひかく

（⼈
にん

）

２４〜２５年
ねん

２５〜２６年
ねん

２６〜２７年
ねん

２７〜２８年
ねん

２８〜２９年
ねん

5,164 8,305 10,077 12,872 3,082

(0.14%) (0.22%) (0.27%) (0.35%) (0.08%)

4,717 5,695 3,500 3,284 3,427

(3.39%) (3.96%) (2.34%) (2.15%) (2.19%)

⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の増加数
ぞうかすう

（増加
ぞうか

率
りつ

）

（増加
ぞうか

率
りつ

）

横浜市
よこはまし

⼈⼝
じんこう

増加
　ぞうか

数
すう



- 2 - 
 

 

図
ず

１ 市
し

⼈⼝
じんこう

と⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の増加数
ぞうかすう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図
ず

２ 市
し

⼈⼝
じんこう

と⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の増加率
ぞうかりつ

の推移
す い い
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（2）障害
しょうがい

別
べつ

の状況
じょうきょう

                                                

 ア 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            

  

 表
ひょう

３によると、⼿帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

は、肢体
し た い

不⾃由
ふ じ ゆ う

が 最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで、内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

となって
います。  

また、 表
ひょう

４からわかるように、⼿帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

は、18歳
さい

未
み

満
まん

の⼈数
にんずう

が横
よこ

ばい、18歳
さい

から
65歳

さい
未満
み ま ん

の⼈数
にんずう

が減 少
げんしょう

しているのに対
たい

して、65歳
さい

以上
いじょう

の⼈数
にんずう

は、年々
ねんねん

増加
ぞ う か

しています。  

表
ひょう

３ ⾝体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

 障害
しょうがい

状況
じょうきょう

 別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
とし

３⽉
がつ

末
まつ

時点
じてん

（⼈
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

6,400 6,441 6,435 6,447 6,397 6,370

7,987 8,083 8,321 8,452 8,585 8,643

50,706 51,519 52,813 52,284 51,420 50,669

28,252 29,114 30,173 30,955 31,804 32,695

94,291 96,114 98,706 99,120 99,199 99,356

視覚
しかく

障害
しょうがい

内部
ないぶ

障害
しょうがい

計
けい

⾳声
おんせい

・⾔語
げんご

・そしゃく機能
きのう

障害
しょうがい

946 982 993 979964957

聴覚
ちょうかく

･平衡
へいこう

機能
きのう

障害
しょうがい

肢体
したい

不⾃由
ふじゆう

表
ひょう

４ ⾝体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

 年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

 各年度
かくねんど

 ３⽉
がつ

末
まつ

時点
じてん

（⼈
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

2,423 2,425 2,469 2,426 2,428 2,397

(2.6%) (2.5%) (2.5%) (2.4%) (2.4%) (2.4%)

30,332 29,702 29,509 28,823 28,193 27,903

(32.2%) (30.9%) (29.9%) (29.1%) (28.4%) (28.1%)

61,536 63,987 66,728 67,871 68,578 69,056

(65.3%) (66.6%) (67.6%) (68.5%) (69.1%) (69.5%)

94,291 96,114 98,706 99,120 99,199 99,356

18歳未満
さいみまん

65歳以上
さいいじょう

18〜65歳未満
さいみまん

（下段：全体に占める割合）

（下段：全体に占める割合）

（下段：全体に占める割合）

計
けい
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ず
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イ 愛
あい

の手帳
て ち ょ う

（療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表
ひょう

５によると、29年
ねん

３⽉
  がつ

末
まつ

時点
じ て ん

では、24年
ねん

と⽐
くら

べ、６千
せん

⼈
にん

以
い

上
じょう

増
ふ

えています。中
なか

でも、
Ｂ
びー

２の⼿帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している⽅
かた

が、約
やく

４千
せん

⼈と、全体
ぜんたい

の増加数
ぞうかすう

の約
やく

６割
  わり

５分
ぶ

を占
し

めています。  
また、表

ひょう
６からわかるように、全体

ぜんたい
の所持者数

しょじしゃすう
における各年齢

かくねんれい
の所持者数

しょじしゃすう
の割合

わりあい
は、こ

の６年間
  ねんかん

を通
とお

して、ほぼ横
よこ

ばいとなっています。  

 

表
ひょう

５ 愛
あい

の⼿帳
てちょう

 障害
しょうがい

程度
ていど

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
ねん

３⽉
がつ

末
まつ

時点
じてん

（⼈
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

4,502 4,629 4,775 4,908 4,995 5,087

4,487 4,617 4,706 4,799 4,923 5,040

5,004 5,164 5,366 5,646 5,843 6,009

7,871 8,595 9,324 10,094 10,951 11,822

21,864 23,005 24,171 25,447 26,712 27,958

※参考
さんこう

 Ａ１
えー

…IQ
あいきゅー

 20以下
いか

、A２
えー　

…IQ
あいきゅー

 21〜35、B1
びー　

…IQ
あいきゅー

36〜50、B2
びー　

…IQ
あいきゅー

51〜75

Ｂ２
びー　

計
けい

Ａ１
えー　

Ａ２
えー　

Ｂ１
びー　

表
ひょう

６ 愛
あい

の⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
とし

３⽉
がつ

末
まつ

時点
じてん

（⼈
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

8,315 8,761 9,172 9,646 10,141 10,612

(38.0%) (38.1%) (37.9%) (37.9%) (38.0%) (38.0%)

13,010 13,636 14,312 15,058 15,746 16,485

(59.5%) (59.3%) (59.2%) (59.2%) (58.9%) (59.0%)

539 608 687 743 825 861

(2.5%) (2.6%) (2.8%) (2.9%) (3.1%) (3.1%)

21,864 23,005 24,171 25,447 26,712 27,958

18〜65歳未満
さいみまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合）
わりあい）

65歳以上
さいいじょう

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

18歳未満
さいみまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

計
けい
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図
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ウ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⾝体
しんたい

障 害
しょうがい

・知的
ち て き

障 害
しょうがい

・精神
せいしん

障 害
しょうがい

の３障 害
しょうがい

の⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

のうち、この５年間
  ねんかん

でもっと
も増加

ぞ う か
してきているのが、精神

せいしん
障 害
しょうがい

です。 表
ひょう

７からわかるように、平成
へいせい

29年
ねん

３⽉
  がつ

末
まつ

時点
じ て ん

では、24年
ねん

と⽐
くら

べ、９千⼈
  せんにん

以上
いじょう

増
ふ

えており、特
とく

に２級
 きゅう

が約
やく

５千
せん

５ 百
ひゃく

⼈
にん

（約
やく

１．4倍
ばい

）増
ふ

え
ています。  

また、表
ひょう

８からわかるように、⼿帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

は、20歳
さい

〜65歳
さい

未満
み ま ん

の⼈数
にんずう

が⼤
おお

きく増加
ぞ う か

し
てきている傾向

けいこう
に対

たい
し、20歳

さい
未満
み ま ん

の⼈数
にんずう

は、ほぼ横
よこ

ばい、65歳
さい

以上
いじょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、若 ⼲
じゃっかん

の
増加
ぞ う か

という傾向
けいこう

となっています。  

表
ひょう

７ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

⼿帳
てちょう

 等級
とうきゅう

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
ねん

３⽉
がつ

末
まつ

時点
じてん

（⼈
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

2,669 2,694 2,870 2,994 3,118 3,308

12,387 13,399 14,497 15,477 16,623 17,844

7,729 8,445 9,108 9,814 10,484 11,097

22,785 24,538 26,475 28,285 30,225 32,249

１級
きゅう

計
けい

２級
きゅう

３級
きゅう

表
ひょう

８ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

⼿帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
ねん

３⽉
がつ

末
まつ

時点
じてん

（⼈
にん

）
２４年

ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

298 408 493 596 727 869

(1.3%) (1.7%) (1.9%) (2.1%) (2.4%) (2.7%)

19,663 20,952 22,355 23,682 25,126 26,666

(86.3%) (85.4%) (84.4%) (83.7%) (83.1%) (82.7%)

2,824 3,178 3,627 4,007 4,372 4,714

(12.4%) (13.0%) (13.7%) (14.2%) (14.5%) (14.6%)

22,785 24,538 26,475 28,285 30,225 32,249

※精神
せいしん

 障害者
しょうがいしゃ

  保健
ほけん

福祉
ふくし

⼿帳
てちょう

については、１８歳
さい

未満
みまん

での統計
とうけい

を取
と

っていないため、２０歳
さい

未満
みまん

としています。

65歳
さい

以上
いじょう

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

計
けい

20歳
さい

未満
みまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

20〜65歳
さい

未満
みまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）
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